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学校教育における環境教育ガイドライン本編

はじめに

今日の環境問題の多くは、事業活動や日常生活における環境への負荷が積み重な

って顕在化しているものであり、これらの問題の解決に当たっては、大量生産・大

量消費・大量廃棄型のライフスタイル・社会経済活動を環境への負荷が少ないもの

そのためには、環境や環境問題に関心・知識を持ち、へと変えることが不可欠です。

人間活動と環境とのかかわりについての総合的な理解と認識の上にたって、環境の保全

に配慮した望ましい働きかけのできる技能や思考力、判断力を身につけ、より良い環境

の保全・創造に主体的に参加し環境への責任ある行動がとれる態度を育成するための環

境教育の推進を図る必要があります。

本県では、平成２年１０月に「熊本県環境基本条例」を制定し、教育活動等を通じて

県民の意識啓発を行うことを県の責務として規定し、平成４年１２月、同条例に基づき、

快適な環境を守り育て次世代に引き継いでいくことができる人づくりを目指して、環境

教育の目標、留意事項、進め方、推進体制等を示した「熊本県環境教育基本指針」を策

定しました。

同指針では、学校教育における環境教育について「生涯教育としての環境教育の基礎

を形成する場」として位置づけています。

学校は、子どもたちにとって、様々な教科、活動等を通して知識や技能を「学習」す

る場であるとともに、一日の時間の大部分を過ごす「生活」の場でもあります。そこで

は多くの人との交流があり、共同生活の様々な体験を通して、社会の一員としての自立

心が養われます。また、家庭とのかかわりでは、学校は家庭で学ぶ生活規範や生活習慣

を確認、反省、改善し、より社会的なものへと確立していく場でもあります。

このようなことから、学校教育における環境教育には、子どもたちが様々な生活体験

を通して、環境に対する認識を共有しながら、環境に配慮した生活習慣を身につけてい

く上で大きな役割を果たすことが期待されています。

本ガイドラインは、学校教育において、児童生徒の発達段階に応じて、環境教育を総

合的かつ効果的に進めるため、小学校、中学校、高等学校及び特殊教育諸学校における

教育全体を見通して、環境教育を進める上での基本的な考え方を示すとともに、児童生

徒の発達段階ごとの環境教育の視点とねらいを明らかにしています。

また、各学校において環境教育の全体計画や年間計画を策定する上で、参考となるよ

う、各教科等に盛り込まれている環境に関する学習内容を系統的に分類するとともに、

「総合的な学習の時間」における環境学習の進め方の例をまとめています。

さらに、様々なテーマ及び手法で幅広い環境教育が進められるよう、参考となる資料

を資料編としてまとめています。
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１ 学校教育における環境教育

(1) 基本的な考え方

学校においては、教育基本法及び学校教育法に示されている目的や目標を達成するた

め、学習指導要領等に基づき教育課程が編成、実施されるので、当然、環境教育もその

中において実施される必要があります。したがって、学校における環境教育を考える上

では、まず教育課程の編成の基準である学習指導要領について十分理解しておくことが

重要です。

また、学校における環境教育は、生涯学習としての環境教育の基礎となるものである

ことから、知識を習得させることだけに止まらず、環境に対する豊かな感受性と見識に

基づいて、環境問題の解決に必要な判断力と主体的な行動ができる能力や態度の育成を

図ることが大切です。

そのためには、各学校の教育課程に環境教育を明確に位置づけて取り組む必要があり

ます。その際には、各教科、道徳、特別活動、総合的な学習の時間のそれぞれについて

学習指導要領の環境教育にかかわる内容を整理し、体系化し、有機的に関連づけるとと

もに、各学校や地域の特色を考慮しながら、学校における活動の全体を通して、また、

小・中・高の一貫した視点に立って推進していく必要があります。

なお、小学校就学前の児童についても、幼稚園や保育所において、本ガイドラインを

参考として幼稚園教育要領や保育所保育指針に沿って環境教育を進めることが望まれま

す。

(2) 環境教育のねらいと視点

１９７５年にユーゴスラビアのベオグラードで開催された国際環境教育会議で採択さ

れたベオグラード憲章では、個人及び集団が具体的に身につけ、実際に行動を起こすた

めに必要なものとして以下の６項目が挙げられています。

① 関心…全環境とそれにかかわる問題に対する関心と感受性を身につけること

② 知識…全環境とそれにかかわる問題及び人間の環境に対する厳しい責任や使命に

ついて基本的な理解を身につけること

③ 態度…社会的価値や環境に対する強い感受性、環境の保護と改善に積極的に参加

する意欲などを身につけること

④ 技能…環境問題を解決するための技能を身につけること

⑤ 評価能力…環境状況の測定や教育のプログラムを生態学的、政治的、経済的、社

会的、美的、その他の教育的見地に立って評価できること

⑥ 参加…環境問題を解決するための行動を確実にするために、環境問題に関する責

任と事態の緊急性についての認識を深めること

また、平成１０年７月に出された教育課程審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高
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等学校、盲学校、聾学校及び養護学校の教育課程の基準の改善について」では、環境を

大切にする心を育成するとともに、環境の保全やよりよい環境の創造のために主体的に

行動する実践的な態度や資質、能力を育成することの重要性が述べられています。

このように、環境教育のねらいは、環境に対する豊かな感受性と見識、環境問題解決

に必要な的確な判断と自分なりの意志決定ができる能力や態度、環境の改善や保全・創

造に主体的に働きかける態度や参加のための実践的な行動力を育成することにあるとい

えます。

また、熊本県環境教育基本指針では、環境教育における基本的な視点として、

① 環境教育は、環境問題に「関心」を持ち、環境に対する人間の「責任」と「役

割」を理解し、環境保全に「参加する態度」及び環境問題を「解決していく行動

力」を持った人を養成するものであること。

② 環境教育は、生涯学習として幼児から高齢者までのあらゆる年齢層に対して、そ

れぞれ個人の発達段階に応じて体系的に行われなければならないこと。

③ 環境教育は、家庭教育、社会教育、学校教育の連携の中で継続して展開されなけ

ればならないこと。

④ 環境教育は事業者教育、消費者教育の視点も併せ持つものであり、資源・エネル

ギーの生産、流通、消費、廃棄、回収の全体を通して循環型社会システムの構築を

目指すものであること。

⑤ 環境教育は地域の特性と地球的視野を踏まえて進めなければならないこと。

を挙げています。

(3) 環境教育を進める上での留意点

平成１１年１２月に出された中央環境審議会答申「これからの環境教育・環境学習－

持続可能な社会を目指して－」では、環境教育・環境学習を実施する上での留意点とし

て以下のことが挙げられています。

① 総合的であること

今日の環境問題の特質を踏まえると、ものごとを相互関連的かつ多角的に捉えて

いく総合的な視点が欠かせない。また、幼児から高齢者までのすべての世代におい

て、学校、家庭、地域、職場、野外活動の場等多様な場において連携をとりながら

総合的に行われる必要がある。

② 目的を明確にすること

今行われている活動が、持続可能な社会の実現という目標に至る全体の中で、ど

ういう段階にあたり、具体的に何を目的としているのかを明確にしておくことが必

要である。そのことにより、次のステップが明確になり、活動自体の自己目的化を

避けることができる。

③ 体験を重視すること

持続可能な社会の実現に向けて具体的な行動に結びつけていくために必要とされ
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る多様な能力は、単なる知識の習得のみで得られるものではなく、体験型の学習に

より、学習者が自ら体験し、感じ、分かるというプロセスを繰り返すことにより身

につくものである。このため、体験型の手法を意識的に取り込んでいくことが必要

である。

④ 地域に根ざし、地域から広がるものであること

環境教育・環境学習は、生活の様々な局面で行われることが重要であり、その中

心となるのは、日々の生活の場としての、多様性を持ったそれぞれの地域である。

したがって、地域や実践現場の自主性、主体性が尊重されるべきであり、その際、

地域の素材や人材、ネットワーク等の資源を掘り起こすことや地域の伝統文化や歴

史という観点を取り入れることが重要である。

また、本県は、我が国の公害の原点と言われる水俣病の発生を通して、環境破壊の

悲惨さと、その再生にいかに多くの年月と労力を要するかということを学びました。

水俣病に学んだ教訓を広く国内外に発信するとともに、これを生かし、環境の汚染・

破壊を未然に防止することを基本として、快適な環境の保全・創造に努めることは本

県に住む私たちの使命といえます。このため、学校教育における環境教育の中におい

ても「水俣病の教訓」について、児童生徒の発達段階に応じて体系的に学習させるよ

うに留意する必要があります。
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２ 学校教育における環境教育の構造

学校における環境教育は児童生徒の発達段階に即したものでなければなりません。

まず基礎的段階にある小学校の低学年・中学年の児童には身近な自然や生活の中から、

身の回りの環境と自分自身とのかかわりについて理解させることに重点を置き、自然や

生活環境に対する感受性とともに、より積極的に自然環境や生活環境を理解しようとす

る態度を育むことが大切です。

また、小学校の高学年及び中学校の児童生徒には、大気、水、エネルギー等の自然環

境だけでなく、社会環境や文化環境についてあらゆる教科、教育活動の中で子どもたち

の主体的・能動的な取組みを通して、身近な生活と環境問題との因果関係、社会経済活

動、自然生態系及び自然の循環の相互関係等を理解し、社会の一員、自然生態系の一員

として環境を大切にする心、環境に配慮した習慣や技能を身につけさせることが大切で

す。

また、高等学校の生徒には、環境や環境問題を総合的に把握し、自分自身が今後どの

ように環境とかかわるべきか、環境問題の解決に向けてどのようなことに取り組むべき

か等、適切な意志決定や行動選択を行う能力を育むとともに、主体的に環境の保全・創

造にはたらきかけていく行動力を身につけさせることが大切です。

このような考え方に基づいて、学校教育における環境教育の構造を整理すると次の図

のようになります。

【学校における環境教育の構造】

「環境立県くまもと」の形成

県民、事業者及び行政があらゆる活動を展開するに当たって、環境へ

の配慮を当たり前のこととして行う循環と共生を基調とする社会づくり

目 標

環境とのふれあいを通して、環境に関心を持ち、環境への理解を深

め、環境を大切にする心を育成するとともに、環境の保全やよりよい環

境の創造のために主体的に行動する実践的な態度や資質、能力を育成す
る。

重 点 目 標

○環境に対して関心を持ち、環境と人間のかかわりを理解させる。

○世界、日本、熊本県及び身近な地域における環境の現状について正しく認識させ

る。

○水俣病の教訓を踏まえ環境汚染・破壊を未然に防止することの大切さを認識させ
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る。

○環境保全に意欲的にかかわる態度や環境問題を解決する能力を身につけさせる。

小 学 校 中 学 校 高 等 学 校

発 ［低・中学年］ ○環境にかかわる事象 ○環境問題を総合的に

達 ○自然に触れる機会を多 を具体的に認識さ 思考し、選択、意志

段 く持ち、自然に対する せ、因果関係や相互 決定ができる能力を

階 感受性を豊かにさせ、 関係を理解する力や 育成する。

に 守るべき自然がどのよ 問題解決能力を育成 ○環境保全や環境の改

応 うなものかを認識させ する。 善に主体的に働きか

じ る。 ○社会の一員、生態系 ける態度を育成す

た ○積極的に自然環境や生 の一員として環境に る。

環 活環境を理解しようと 配慮する態度を育成

境 する態度を育む。 する。

教 ［高学年］

育 ○環境にかかわる事象を

の 具体的に認識させ、因

推 果関係や相互関係を理

進 解する力や問題解決能

方 力を育成する。

針 ○社会の一員、生態系の

一員として環境に配慮

する態度を育成する。

具 ・人及び動植物と空 ・環境と調和を図った ・資源やエネルギーの

体 環 気・水・日光・土 科学技術の発展の必 有限性及びその有効

的 境 との関わりや水俣 要性を認識させる。 利用方法を認識させ

な 全 病などの公害、ご ・地球環境・資源・エ る。

目 般 み問題等について ネルギー問題に関す ・地球環境保全の重要

標 認識させ、環境に る課題を認識し、資 性、人間と環境との

の 関心を持たせる。 源やエネルギーの有 かかわりや各主体の

例 効利用の大切さを認 役割を認識させる。

識させる。

・健康に過ごすため ・自分の生活が環境に ・環境負荷の少ない生

生 には生活環境を整 与える影響について 活を目指して生活意

活 える必要があるこ 考え、環境に配慮し 識や生活様式を見直

環 とを認識させる。 た消費生活の工夫が すことができるよう

境 ・環境に配慮した生 できようにさせる。 にさせる。

活の工夫ができる ・熊本の大気や水の現 ・公害防止と環境保全

ようにさせる。 状や水俣病について の重要性を理解し、

学び公害と健康との 個人や企業の社会的

関係や生活環境の保 責任について考える

全の重要性を認識さ ことができるように

せる。 させる。

・環境の保全に配慮し
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た廃棄物処理の必要

性を認識させる。

・郷土の自然や身近 ・自然環境は自然界の ・自然環境や生物種を

自 な動植物とのふれ つり合いの上に成り 保全する意義を認識

然 あいを通してその 立っていることを理 させ保全策について

環 美しさ、不思議さ 解し、自然環境保全 考えることができる

境 等に気づき、生命 の重要性を認識させ ようにさせる。

を尊重し、自然環 る。

境を大切にするよ

うにさせる。

・熊本の地下水の現

状や水源涵養のた

めの森林資源の働

きを認識させる。

盲学校・聾学校及び養護学校の小学部、中学部、高等部においては、個々の児童

生徒の実態に応じて小学校、中学校、高等学校を参考に目標を設定する。

各教科等における環境教育 総合的な学習の時間における環境教育

また、学年、教科等における環境教育にかかわる内容を整理すると別表のようになりま

す。
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３ 学校における環境教育の進め方

学校における環境教育は、学習指導要領に示された各教科・領域等の目標や内容を

「環境」の視点で捉え、各教科等において目標とする能力・態度と環境教育の目標とす

る能力・態度との関連性を認識し、地域、学校及び児童生徒の実態に即して進める必要

があります。

また、教科・領域等及び「総合的な学習の時間」の間の連携を図って環境教育を展開

することで、環境教育の効果を高めることができます。一つの教科等のみでは断片的な

扱いにとどまり、限定した理解しか期待できませんが、複数の教科等で相互の連携を図

ることによって、各教科等で養う能力を統合することができます。

中学校や高等学校においても、他の教科等に配慮しつつ、横断的・総合的に取り組む

ことが必要ですが、教科担任制となっているため、各教科等間の連携を図った取組みが

行われにくい状況にあるといえます。したがって、環境教育を進めるに当たっては、校

内における環境教育の推進体制を整備するとともに、環境教育に関する全体計画や年間

計画を策定し、環境教育の計画的な推進を図る必要があります。

(1) 学校教育において環境教育を進める上での視点

学校教育において環境教育を進める上での視点としては次のようなことが考えられま

す。

① 学校教育目標の具現化に向けて、児童生徒に育みたい心情、知識、能力及び態度を

明らかにする。

② 各教科、道徳、特別活動 「総合的な学習の時間」の有機的な連携を図る。、

③ 地域の人材や施設・設備の積極的な活用を図り、児童生徒が身近な環境とそれにか

かわる問題や環境の実態等について関心をもち、環境に対する豊かな感受性をもつこ

とができるようにする。

④ 環境教育に関する全体計画については、全教職員が一体となって指導できる計画に

するとともに、教師の専門性や特技を生かすように工夫する。

⑤ 指導計画作成に当たっては、環境教育を通して自らの生活を振り返り、環境とのか

かわりにおいて、自己の生き方を考える場を計画的に位置づけるように工夫する。

(2) 学校教育において環境教育を進めるための条件整備

学校教育において環境教育を進める上での条件整備の内容としては次のようなことが

考えられます。

① 校内における指導組織・体制の整備

② 学校・家庭・地域社会との連携・協力の体制づくり

③ 学習環境の把握
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・身近な自然環境、校内の自然環境の把握

・地域の社会環境、文化環境の把握

・地域の環境関連施設・設備の把握

・地域の人材の把握

④ 学習環境の整備

・学習に生かすことができる校内の自然環境の整備

・情報収集、交流、発信を行うための学校図書館、コンピュータ等の整備

・地域の自然環境マップ、社会環境マップ、人材マップの整備
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学校教育における環境教育ガイドライン本編

４ 「総合的な学習の時間」における環境教育の進め方

(1) 「総合的な学習の時間」の趣旨とねらい

「総合的な学習の時間」の趣旨は、平成１０年７月に出された教育課程審議会答申で

は、

・ 各学校が、地域や学校の実態等に応じて創意工夫を生かして特色ある教育活動を

展開できるような時間の確保をすること。

・ 自ら学び、自ら考える力などの「生きる力」を育むために、既存の教科の枠を越

えた横断的・総合的な学習をより円滑に実施するための時間を確保すること。

とされています。

また 「総合的な学習の時間」のねらいは、、

・ 自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、よりよく問

題を解決する資質や能力を育てること。

・ 学び方やものの考え方を身につけ、問題の解決や探求活動に主体的、創造的に取

り組む態度を育て、自己の生き方を考えることができるようにすること。

とされています。

なお、各学校においては、上記のねらいを踏まえ、例えば国際理解、情報、環境、福

祉・健康等の横断的・総合的な課題、児童生徒の興味・関心・進路等に基づく課題・地

域や学校の特色に応じた学習活動及び自己のあり方生き方や進路について考察する学習

、 、活動を行うものとされ、さらに 「総合的な学習の時間」の学習活動を行うに当たって

以下の事項に配慮するものとされています。

・ 自然体験やボランティア活動等の社会体験、観察・実験、見学や調査、発表や討

論、ものづくりや生産活動等体験的な学習、問題解決的な学習を積極的に取り入れ

ること。

・ グループ学習や異年齢集団による学習等の多様な学習形態、地域の人々の協力も

得つつ全教師が一体となって指導に当たる等の指導体制、地域の教材や学習環境の

積極的な活用について工夫すること。

このように 「総合的な学習の時間」の中で課題の一つとして取り上げられている、

「環境」の問題は人類の存亡にかかわる大きな問題であり、環境教育は待つことのでき

ない教育としての取組みが要請されているものであるといえます。また、同時に「環

境」は「総合的な学習の時間」において、学習活動の中に「体験的な学習」や「問題解

決的な学習」の要素を十分に含んでいます。

したがって 「総合的な学習の時間」において「環境」をテーマに学習を展開するこ、

とは、環境教育を横断的・総合的に推進する上でも、また 「総合的な学習の時間」を、

より体験的な学習・問題解決的な学習とする上でも極めて有意義です。
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(2) 主題の設定

「総合的な学習の時間」において環境教育を行うに当たっては、主題（学習テーマ）

として何を取り上げるかが重要になります。

主題の設定に当たっては、地域を取り巻く自然環境・生活環境等によって様々な内容

が考えられますが、児童生徒の興味・関心を踏まえた主題を設定することが望まれます。

また 「総合的な学習の時間」及び環境教育のねらいを踏まえ、学習活動（学習の過、

程）の中に体験的な学習や問題解決的な学習の重視等数々の要素を十分に含んでいるか、

または含ませることができるかを考慮する必要があります。

なお、単元開発のプランとしては、学校主体の単元、学年主体の単元、学級主体の単

元、個人主体の単元等いろいろなタイプが考えられますが、児童生徒に多様な体験をさ

せることが大切です。特に 「子どもの問い」が次々と出され、学習が連続的に広がっ、

ていくとともに、これまでの学習で身についた見方、考え方、捉え方、感じ方が次時に

生かされ、学校で学んだことが家庭や地域社会へと広がっていくような主題を設定する

ことが望ましいといえます。

【主題設定のポイント】

① 児童生徒の意識の連続性・発展を図り、主体的な研究活動が可能な主題を設

定すること。

② 学習活動そのものが持つ多様性、総合性を生かし、種々の活動の組み合わせ

で多面的な追究を促す主題を設定すること。

③ 各学年で内容や活動に系統性・発展性があるように位置づけること。

(3) 指導目標の設定

指導目標は、学校教育の目標及び環境教育の目標を十分勘案し、単元で目指す児童生

徒の姿を目標として設定します。

「総合的な学習の時間」を支える「学ぶ力」は各教科や道徳、特別活動で養われるも

のを基盤としています。したがって、それら各教科等の接点を探り横断的・総合的な学

習を充実させ、有機的に関連させた「総合的な学習の時間」を構想していくことが大切

です。

そして、目指す児童生徒像を具体化するために、本単元で児童生徒につけさせたい力

や育てたい力を明確にしなければなりません。

すなわち 「総合的な学習の時間」及び環境教育のねらいを踏まえ、各学校が設定し、

た目標、学年の目標に基づき、本学習後に期待する児童生徒の具体的な姿をイメージし、

環境教育の具体目標、すなわち関心、知識、態度、技能、評価能力、参加等の中のいず

れを具現化するのかをはっきりとさせた目標を設定する必要があります。
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(4) 指導計画の策定

「総合的な学習の時間」において環境教育を実際に進めていく上でも指導計画が重要

です。

① 指導計画策定に当たっての配慮事項

「環境」をテーマに「総合的な学習の時間」を行うことは、そこに含まれる内容自

体が、自然環境、文化環境に関する内容を含む横断的・総合的なものであり、しかも

国際理解や健康・福祉等の現代的な課題に発展することが可能な内容です。

そこで、指導計画の作成を行うに当たっては、以下の点に留意する必要があります。

・ 目指す児童生徒像に基づいた単元構成をおこなうこと。

・ 児童生徒の興味・関心、発達段階の特性を考慮すること。

また、児童生徒主体の問題解決的な学習過程の構想、例えば「学習の過程とその結

果を振り返る場」や「活動と自分とをかかわらせて、自己の生き方を考える場」の位

置づけ等児童生徒の意識の流れを大切にした単元構成を構想することも大切です。

特に、環境教育においては、身近な自然や社会を客観的に観察するだけでなく、そ

れらが自分自身や自分の生活とどのように関係しているのかということに関心を持ち、

身の周りにある事物や事象・現象を見つめ直し、自分なりに課題意識を高めさせてい

くことが重要であり、そのための教師の指導と支援が必要です。さらに、自己の課題

意識に基づいて、調べたり、交流したり、体験したり、表現したりする学習過程の設

定に配慮する必要があります。

② 発達段階に応じた指導の進め方の系統例

小学校中学年

発達への配慮

低学年に比べ、児童の行動範囲は大きく広がり、知的な面でも身近な地域の社

会事象、自然事象に引きつけられる時期でもある。また 「総合的な学習の時、

間」と出会う最初の段階でもある。

指導に当たっての配慮事項

・児童の身近な地域素材を活用したものであること。

・児童の諸感覚を生かした活動を組み込めるものであること。

・児童の生活する場で体験的な活動ができること。

・児童にとって自分の身近なこととして問題解決的な展開が可能であること。

・幼児教育や生活科とのつながりを大切にしつつ、身近な地域の事象と十分触れ

合わせ、一人一人の気づきや追究意欲を大切にすること。

・学年の各教科の学習とも関連づけられ、活動が深められること。

小学校高学年
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発達への配慮

身近な地域や自分の生活と密接な社会的事象、自然事象あるいは自分にとって

未知な分野などに、視野を広げていくことが期待される。また、自分と他人の違

いを意識したり、多面的に考えたりするようになるなど、客観性が育つ時期でも

ある。その一方では、より多くの情報に振り回されたりすることも多い。

指導に当たっての配慮事項

・学習の対象は児童にとって身近で必要感のある問題となるよう指導すること。

・学習が単なる調べ学習で終わらないよう、体験的な活動を組み込むこと。

・助言する際に、複数の方法を示し選択させるなど、児童の主体性を重んじるこ

と。

・学習の途中で、児童自身が計画を修正する余地が残されていること。

・情報を選別したり、集約したり、検討を加えたりするなど、適切な助言をする

こと。

・相手を意識した情報発信と、受け取った情報の生かし方を学ぶ機会を設定する

こと。

・児童の活動の何が、どのようによいかを具体的に評価し、効果的なフィードバ

ックに努めること。

中学校

発達への配慮

小学校と比べ心身の発達が著しく、能力・適正、興味・関心等の多様化が一層

進展するとともに、社会性も発達してくる。また、自己を見つめ、現在や将来に

ついて真剣に考え、卒業後の進路、生きがいある生活の実現について考える時期

でもある。したがって、各教科等の学習で身につけた知識や技能、資質や能力が

生徒の中で一体となって働くよう、知的好奇心や探究心、論理的に考える力、情

報を主体的に選択し判断する力、自分の考えを的確に表現するなどの能力の育成

を重視する必要がある。

指導に当たっての配慮事項

・人間は、自然の営みの中で生きてきたことを諸感覚を通して捉えさせるよう努

めること。

・環境の変化や環境問題に関心を持ち、その重要性に気づかせるようにするこ

と。

・存在としての環境や人間と環境とのかかわりについての基本的な知識を得ると

ともに、環境のメカニズムについて理解できるようにすること。

・環境にかかわる情報を整理したり、学習の経過や成果を他人に伝えられるよう

表現できるようにすること。
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・価値観・倫理観を形成・変革しながら、その価値観・倫理観に基づいて意志決

定できる場を設定すること。

・具体的な行為を通して、環境保全・保護のための活動や調査に積極的に関与さ

せること。

高等学校

発達への配慮

生徒自らが進路等自己の生き方にかかわる「課題」を設定し､既習したことを

基礎として「知識や技能の深化、総合化を図る」学習活動を求めている。さら

に、小・中学校と比較して教科の専門性が高まるだけでなく、一人一人の進路決

定にかかわって、学科によりカリキュラムも異なり、さらに選択制の導入により

学習内容も生徒により異なる。この特徴をも考慮すると、高等学校での「総合的

な学習の時間」の形態として、学習指導要領が期待するものの１つには 「課題、

研究」があるということができる。

指導に当たっての配慮事項

実施に当たっては、在校する生徒の実態、地域の特色などをもう一度見なおし

その上で、目指す学校像を描かなければならない。見なおす過程で学校としての

課題も明確になり、学校独自の「総合的な学習の時間」のねらいや、内容も見え

てくる。職業教育を主とする学科では 「課題研究」で「総合的な学習の時間」、

の単位に代替することが認められているが、従前の「課題研究」の在り方や内容

が 「総合的な学習の時間」にふさわしいものであるかどうかの再検討も必要で、

ある。

(5) 体験的な学習の実施

平成１１年１２月に出された中央環境審議会答申では、環境教育における体験的な学

習について 「環境問題の現状やその原因について単に知識として知っているというこ、

とだけではなく、実際の行動に結びつけていく能力、すなわち、課題を発見すること、

課題を自分なりの感じ方で探求し、客観的に分析していくこと、たくさんの情報の中か

ら必要かつ客観的な情報を収集し活用すること、多様な選択肢の中から最善のものは何

かを判断すること、問題解決のための方法を見出し実践すること、様々なデータをもと

に先を見通していくこと、他者の意見に耳を傾け多様な立場の人たちと協力し合うこと、

自分の意見を他者に伝えていくこと等多様な能力が必要とされる。これらは、単なる知

識の習得だけでなくは得られるものではなく、体験型の学習により、学習者が自ら体験

し、感じ、分かるというプロセスを繰り返すこにより身につくものである。したがって、

環境教育・環境学習の実施に当たっては、このような手法を意識的に取り込んでいくこ
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とが必要である。また、環境教育・環境学習の基礎となる、自然への感性や環境を大切

に思う心は、恵み豊かな自然の中で、五感を駆使して感動、驚き、畏れ等を体感したり、

生活体験を積み重ねることにより、培われるものであり、特に、幼少期においては、こ

のような良質の体験機会が重視されるべきである 」と述べられています。。

したがって、以下の体験的な学習の意義等に留意し、本県の森、山、海、川などの自

然環境等の地域資源をいかした体験的な学習に積極的に取り組む必要があります。

体験的な学習の教育的意義としては次のようなことが考えられます。

・ 感覚や体験は思考や認識の確かな基盤である。

・ 自然体験、遊び、仕事、奉仕などの体験は基礎的な人間陶冶に欠かすことができ

ない。

・ 「なすことによって学ぶ」と言われるように、体験的な学習では「なすこと」

」 。（行動、身体的活動）と「考えること （思考、知的活動）とが一体となって働く

・ 学習への関心・意欲を高め、学習の満足感や成就感を体得させる。

・ 学習者一人一人が主体的に追究し、自分とのかかわりのなかで課題を見出し、解

決する能力を養う。

・ 知識を統合し、活用して生きた知識として定着させる。

・ 学習を通じて人と協力する態度を養い、個人の役割と責任を自覚させる。

また、体験的な学習における指導の配慮事項としては次のようなものが挙げられます。

・ 体験的な内容が主観的な偏狭さをもちやすいこと。

・ 感性的、主体的な印象から概念的、客観的な理解へ引き上げるための指導が大切

であること。

・ 外面的な活動の様子よりも学習者の内面的な心の動きに注目する必要があること

・ 同じ活動を行っていても、体験的な内容はそれぞれの学習者によって異なること

なお、環境教育を進める上での留意点でも述べているように、本県においては、

「水俣病の教訓」について児童生徒の発達段階に応じて体系的に学習させる必要があ

りますが、その中で、水俣市における体験的な学習は極めて効果的であると考えられ

ます。

【体験的な学習の例】

活動項目 具 体 的 な 活 動

自然観察 樹木・野草・昆虫観察、バード・スターウォッチング等

飼育栽培 動物の飼育、花・野菜栽培等

環境調査 生き物調べ、水や空気の汚れ調べ、日常生活の点検、資料収集等

環境保全活動 省エネ活動、清掃・美化活動、植林等の森林作業、リサイクル活

動、ごみの分別等

施設見学 清掃工場（ｸﾘｰﾝｾﾝﾀｰ 、上下水道施設、発電所等）

啓発活動 作文、標語、壁新聞、ポスター作り等
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水俣市訪問 水俣市立水俣病資料館 「語り部」講話、ごみの分別、熊本県環、

境センター等

その他 環境イベント参加、環境集会、学習発表会、農業体験等

(6) 地域素材の活用

地球環境問題といえども、その原因の多くはそれぞれの地域における一人一人の日

常生活における環境への負荷が積み重なって発生しているものです。また、環境は地

域ごとに様々な自然的、社会的、文化的特性を有しており、したがって、環境への配

慮も環境問題の解決方法も地域ごとに異なっているといえます。このため、環境教育

は自分自身の生活と地域社会の自然的、社会的、文化的な特性を踏まえて実施する必

要があり、そのためには地域素材の活用が重要です。

【地域素材の例】

素材項目 具 体 的 な 素 材

人にかかわる素材 地域の各種団体、様々な職業・技能を持つ人、地域の人

的資源

自然にかかわる素材 体験学習等に活用できる地域の自然環境（海、川等 、）

植生（森林等 ・動物の生態系）

歴史・伝統にかかわる素材 地域の歴史、歴史的建造物（神社、仏閣）史跡、遺跡、

地域の風土、地域の行事

社会にかかわる素材 人口・職業構成等、公共施設、商業施設、工業施設、交

通体系
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別表

各学年・教科等における環境教育にかかわる内容

【 】小学校

学年 教科 領域 内容及び内容の取扱い 環境関連項目

小１・２ 生活 目標

( )自分と身近な動物や植物などの自然とのかかわ 身近な自然との2
りに関心をもち、自然を大切にしたり、自分たち かかわり

の遊びや生活を工夫したりすることができるよう

にする。

内容

( )身近な自然を観察したり、季節や地域の行事に 季節の変化と生5
かかわる活動を行ったりして、四季の変化や季節 活

によって生活の様子が変わることに気付き、自分

たちの生活を工夫したり楽しくしたりできるよう

にする。

( )身の回りの自然を利用したり、身近にある物を 自然や物を使っ6
使ったりなどして遊びを工夫し、みんなで遊びを た遊び

楽しむことができるようにする。

( )動物を飼ったり植物を育てたりして、それらの 動植物の飼育・7
育つ場所 変化や成長の様子に関心をもち また 栽培、 、 、

それらは生命をもっていることや成長しているこ

とに気付き、生き物への親しみをもち、大切にす 生き物への親し

ることができるようにする。 み

内容の取扱い

( )自分と地域の人々、社会及び自然とのかかわり 校外での活動2
が具体的に把握できるような学習活動を行うこと

とし、校外での活動を積極的に取り入れること。

（後略）

道徳 内容

３ 主として自然や崇高なものとのかかわりに関す

ること。

( )身近な自然に親しみ、動植物に優しい心で接す 身近な自然1
る。

( )生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生 生命の尊さ2
命を尊重する。

４ 主として集団や社会とのかかわりに関すること

( )みんなが使う物を大切にし、約束やきまりを守 公徳心1
る。

小３ 理科 内容

Ａ生物とその環境

( ) 身近な昆虫や植物を探したり育てたりして、成1
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長の過程や体のつくりを調べ、それらの成長のき 昆虫と植物のか

まりや体のつくり及び昆虫と植物とのかかわりに かわり

ついての考えをもつようにする。

イ 植物の育ち方には一定の順序があり、その体は

根、茎及び葉からできていること。

ウ 昆虫には植物を食べたり、それをすみかにして

生きているものがいること。

体育 保健 ( )健康の大切さを認識するとともに、健康によい 身のまわりの清1
生活の仕方が理解できるようにする。 潔や生活環境

イ 毎日を健康に過ごすためには、体の清潔を保つ

ことで明るさ、換気などの生活環境を整えること

などが必要があること。

小３・４ 社会 内容

( )地域の人々の生活にとって必要な飲料水 電気 飲料水3 、 、

ガスの確保や廃棄物の処理について、次のことを 電気

見学したり調査したりして調べ、これらの対策や ガス

事業は地域の人々の健康な生活の維持と向上に役 廃棄物処理

立っていることを考えるようにする。

ア 飲料水、電気、ガスの確保や廃棄物の処理と自

分たちの生活や産業とのかかわり

イ これらの対策や事業は計画的、協力的に進めら

れていること。

内容の取扱い

「飲料水、電気、ガス」については、それらの中

から選択して取り上げるものとする。また「廃棄

物の処理」については、ごみ、下水のいずれかを ごみ

選択して取り上げ、その際、廃棄物を資源として 下水

活用していることについても扱うようにする。

道徳 内容

３ 主として自然や崇高なものとのかかわりに関す

ること。

( )自然のすばらしさや不思議さに感動し、自然や 自然環境1
動植物を大切にする。

( )生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生 生命の尊さ2
命を尊重する。

４ 主として集団や社会とのかかわりに関すること

( )約束や社会のきまりを守り、公徳心をもつ。 公徳心1

小４ 理科 目標

( )身近に見られる動物の活動や植物の成長を季節1
と関係付けながら調べ、見いだした問題に興味・

関心をもって追究する活動を通して、生物を愛護 生物愛護

する態度を育てるとともに、動物の活動や植物の

成長と環境とのかかわりについての見方や考え方
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を養う。

内容

Ａ生物とその環境

( ) 身近な動物や植物を探したり育てたりして、季 動物の活動や植1
節ごとの動物の活動や植物の成長を調べ、それら 物の成長と環境

の活動や成長と季節とのかかわりについての考え とのかかわり

をもつようにする。

Ｂ物質とエネルギー

( ) 乾電池や光電池に豆電球やモーターをつなぎ、 電気の動き3
乾電池や光電池の働きを調べ、電気の働きについ

ての考えをもつようにする。

イ 光電池を使ってモーターを回すことができるこ

と。

Ｃ地球と宇宙

( ) 水が水蒸気になる様子を観察し、温度と水の変2
化との関係などを調べ、水の状態変化についての 水の状態変化

考えをもつようにする。

ア 水は、温度によって水蒸気や氷に変わること。

イ 水は水面や地面などから蒸発し、水蒸気になっ

て空気中に含まれるとともに、結露して再び水に

なって現れることがあること。

小５ 社会 内容

( )我が国の農業や水産業について、次のことを調1
査したり地図や地球儀、資料などを活用したりし

て調べ、それらは国民の食料を確保する重要な役 食料確保

割を果たしていることや自然環境と深いかかわり 自然環境

をもって営まれていることを考えるようにする。

( )我が国の国土の自然などの様子について、次の4
ことを・・・

イ 公害から国民の健康や生活環境を守ることの大 公害

切さ

ウ 国土の保全や水資源の涵養のための森林資源の 水資源

働き 森林資源

内容の取扱い

( )内容の( )についての扱い6 4
ウ イについては、大気の汚染、水質の汚濁などの 大気の汚染

中から具体的事例を選択して取り上げること。 水質の汚濁

エ ウについては、我が国の国土保全等の観点から

扱うようにし、森林資源の育成や保護に従事して 国土保全

いる人々の工夫や努力及び環境保全のための国民

一人一人の協力の必要性に気付くよう配慮するこ

と。

理科 内容

Ａ生物とその環境

( ) 植物を育て、植物の発芽、成長及び結実とその1
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条件についての考えをもつようにする。 植物の発芽・成

イ 植物の発芽には、水、空気及び温度が関係して 長・結実

いること。

ウ 植物の成長には、日光や肥料などが関係してい

ること。

( ) 魚を育てたり人の発生についての資料を活用し2
たりして、卵の変化の様子を調べ、動物の発生や 動物の発生

成長についての考えをもつようにする。

ア 魚には雌雄があり、生まれた卵は日がたつにつ

れて中の様子が変化してかえること。

イ 人は母体内で成長して生まれること。

Ｃ地球と宇宙

( ) 地面を流れる水や川の様子を観察し、流れる水2
の速さや量による働きの違いを調べ、流れる水の 流水の働き

働きと土地の変化の関係についての考えをもつよ

うにする。

ア 流れる水には、土地を削ったり、石や土などを

流したり積もらせたりする働きがあること。

イ 雨の降り方によって、流れる水の速さや水の量

が変わり、増水により土地の様子が大きく変化す

る場合があること。

小５・６ 家庭 内容

( ) 日常よく使用される食品を用いて簡単な調理 暮らし方5
ができるようにする。

イ 材料の洗い方、切り方、味の付け方及び後片付

けの仕方が分かること。

( )住まい方に関心をもって、身の回りを快適に整6
えることができるようにする。

イ 身の回りを快適に整えるための手だてや工夫を

調べ、気持ちよい住まい方を考えること。

( )身の回りの物や金銭の計画的な使い方を考え、7
適切に買物ができるようにする。

ア 物や金銭の使い方を自分の生活とのかかわりで

考えること。

( )近隣の人々との生活を考え、自分の家庭生活に8
ついて環境に配慮した工夫ができるようにする。 環境への配慮

内容の取扱い

エ ( )のアについては、使っていない物を家庭内7
で再利用するなど物の活用についても扱うこと。 物の再利用

道徳 ３ 主として自然や崇高なものとのかかわりに関す

ること。

( )自然の偉大さを知り、自然環境を大切にする。 自然環境1
( )生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生 生命の尊さ2
命を尊重する。

４ 主として集団や社会とのかかわりに関すること
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( )身近な集団に進んで参加し、自分の役割を自覚1
し、協力して主体的に責任を果たす。

( )公徳心をもって法やきまりを守り、自他の権利 公徳心2
を大切にし、進んで義務を果たす。

小６ 理科 内容

Ａ生物とその環境

( ) 人及び他の動物を観察したり資料を活用したり1
して、呼吸、消化、排出及び循環の働きを調べ、

人及び他の動物の体のつくりと働きについての考 動物の体のつく

えをもつようにする。 りと働き

ア 体内に酸素が取り入れられ、体外に二酸化炭素

などが出されていること。

イ 食べ物は、口、胃、腸などを通る間に消化、吸

収され、吸収されなかった物は排出されること。

ウ 血液は、心臓の働きで体内を巡り、養分、酸素

及び二酸化炭素を運んでいること。

( ) 動物や植物の生活を観察し、生物の養分のとり2
方を調べ、生物と環境とのかかわりについての考 生物と環境

えをもつようにする。

ア 植物の葉に日光が当たるとでんぷんができるこ

と。

イ 生きている植物体や枯れた植物体は動物によっ

て食べられること。

ウ 生物は、食べ物、水及び空気を通して周囲の環

境とかかわって生きていること。

Ｂ物質とエネルギー

( ) いろいろな水溶液を使い、その性質や金属を変1
化させる様子を調べ、水溶液の性質や働きについ 水溶液の性質

ての考えをもつようにする。

ア 水溶液には、酸性、アルカリ性及び中性のもの

があること。

、 。ウ 水溶液には 金属を変化させるものがあること

( ) 物を燃やし、物や空気の変化を調べ、燃焼の仕 燃焼と空気2
組みについての考えをもつようにする。

ア 植物体が燃えるときには、空気中の酸素が使わ

れて二酸化炭素ができること。

内容の取扱い

( )生物、天気、川、土地などの指導については、2
野外に出掛け地域の自然に親しむ活動を多く取り

入れるとともに、自然環境を大切にする心やより

よい環境をつくろうとする態度をもつようにする

こと。

小１～６ 国語 ３ 教材については、次の事項に留意するものとす

る。

（ ）教材は、児童の発達段階に即して適切な話題1
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や題材を精選して調和的に取り上げること。

（ ）教材は、次のような観点に配慮して取り上げ2
ること。

イ 伝え合う力、思考力や想像力及び言語感覚を養

うのに役立つこと。

ウ 公正かつ適切に判断する能力や態度を育てるの

に役立つこと。

エ 科学的、論理的な見方や考え方をする態度を育

て，視野を広げるのに役立つこと。

カ 生命を尊重し、他人を思いやる心を育てるのに 生命の尊重

役立つこと。

キ 自然を愛し、美しいものに感動する心を育てる 自然を愛する心

のに役立つこと。 を育てる

ク 我が国の文化と伝統に対する理解と愛情を育て

るのに役立つこと。

コ 世界の風土や文化などに理解をもち、国際協調

の精神を養うのに役立つこと。

特別 目標

活動 望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた

発達と個性の伸長を図るとともに、集団の一員とし 集団の一員とし

ての自覚を深め、協力してよりよい生活を築こうと ての自覚

する自主的、実践的な態度を育てる。

上記 他の教科等における環境教育に関連する内容や、

以外 実生活における環境に関連する事象を児童の発達段

の教 階を考慮しつつ、題材や課題に取り入れるようにす

科等 ること。

【 】中学校

中２ 社会 地理 内容

( ) 世界と比べて見た日本3
ア 様々な面からとらえた日本

世界的視野から見た日本の地域的特色と日本全

体の視野から見た国内の諸地域の特色を追究し、

我が国の国土の特色を様々な面から大観させると

ともに，地域の規模に応じて、また、地域間を比

較し関連付けて、地域的特色を明らかにする視点

や方法を身に付けさせる。

(ア) 自然環境から見た日本の地域的特色

世界的視野から見て、日本は環太平洋造山帯に 日本の自然環境

属し大地の動きが活発であること、温帯の島国、

山国で降水量が多く、緑におおわれた国であるこ

と、自然災害が発生しやすく防災対策が大切であ

ることといった特色を理解させるとともに、国内
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では地形、気候などにおいて地域差がみられるこ

とを大観させる。

(ウ) 資源や産業から見た日本の地域的特色

世界的視野から見て、日本はエネルギー資源や エネルギー資源

鉱物資源に恵まれていない国であること、土地が

高度に利用されていること、産業の盛んな国であ

ることといった特色を理解させるとともに、国内

では地域の環境条件を生かした多様な産業地域が 環境やエネルギ

みられること、環境やエネルギーに関する課題な ーの課題

どを抱えていることを大観させる。

イ 様々な特色を関連付けて見た日本

アの各項目で学習した成果を相互に関連付け、

世界的視野から見た日本の地域的特色、日本全体

の視野から見た諸地域の特色を大観させる。

歴史 内容

( ) 近現代の日本と世界5
ク 高度経済成長以降の我が国の動きを世界の動き 高度経済成長と

と関連させてとらえさせ、経済や科学技術の急速 公害の発生

な発展とそれに伴う国民の生活の向上や国際社会 国際社会におけ

において我が国の役割が大きくなってきたことに る我が国の役割

ついて気付かせる。

保健 保健 ( )健康と環境について理解できるようにする。 環境への適応2
体育 分野 ア 身体には、環境に対してある程度まで適応能力

があること。また、快適で能率のよい生活を送る

ための温度、湿度や明るさには一定の範囲がある

こと。

イ 飲料水や空気は、健康と密接なかかわりがある 飲料水・空気と

ことから、衛生的な基準に適合するよう管理する 健康

必要があること。

ウ 人間の生活によって生じた廃棄物は 衛生的に 廃棄物、 、

また、環境の保全に十分配慮し、環境を汚染しな 環境保全

いように処理する必要があること。

内容の取扱い

( )内容の( )については、地域の実態に即して公害 公害と健康5 2
と健康との関係を取り扱うことも配慮するものと

する。また、生態系については、取り扱わないも

のとする。

中３ 社会 公民 内容

( )国民生活と経済2
イ 国民生活と福祉

国民生活と福祉の向上を図るために、国や地方

公共団体が果たしている経済的な役割について考

えさせる。その際、社会資本の整備、公害の防止 公害の防止

など環境の保全、社会保障の充実････ 環境の保全
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( )現代の民主政治とこれからの社会3
ウ 世界平和と人類福祉の増大

また、人類福祉の増大を図り、よりよい社会を

築いていくために解決すべき課題として、地球環 地球環境・資源

境、資源・エネルギー問題などについて考えさせ エネルギー問題

る。

内容の取り扱い

４ーウ

(ｴ)「地球環境、資源・エネルギー問題」について

は、適切な課題を設けて行う学習を取り入れる。

理科 第１ 内容

分野 ( )科学技術と人間7
エネルギー資源の利用と環境保全との関連や科 エネルギー資源

学技術の利用と人間生活とのかかわりについて認 環境保全

識を深めるとともに、日常生活と関連付けて科学

的に考える態度を養う。

ア エネルギー資源

イ 科学技術と人間

(ｱ)科学技術の進歩による成果として新素材など

の利用が行われ、日常生活が豊かで便利になっ

たことを知るとともに、環境との調和を図りな 環境との調和

がら科学技術を発展させていく必要があること

を認識すること。

第２ 内容

分野 ( )自然と人間7
微生物の働きや自然環境を調べ、自然界におけ

る生物相互の関係や自然界のつり合いについて理

解し、自然と人間のかかわり方について総合的に

見たり考えたりすることができるようにする。

ア 自然と環境

(ｱ)微生物の働きを調べ････

(ｲ)学校周辺の身近な自然環境について調べ、自 身近な自然環境

然環境は自然界のつり合いの上に成り立ってい

ることを理解するとともに、自然環境を保全す

ることの重要性を認識すること。

イ 自然と人間

(ｱ)自然がもらたす恩恵や災害について調べ、こ

れらを多面的、総合的にとらえて、自然と人

間のかかわり方について考察すること。

内容の取扱い

( )内容の( )については、次のとおり取り扱うもの8 7
とする。

ア アの(ｱ)については、生産者、消費者及び分解

者の関連を扱い、土壌動物については簡単に扱う 大気 水

こと。
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イ アの(ｲ)の自然環境について調べることについ

ては、学校周辺の生物や大気、水などの自然環境

を直接調べたり、記録や資料を基に調べたりする

活動などを適宜行うこと。

保健 保健 ( ) 健康な生活と疾病の予防について理解を深め 健康と生活4
体育 分野 ることができるようにする。

ア 健康は、主体と環境の相互作用の下に成り立っ

ていること。さらに、疾病は主体の要因と環境の

要因がかかわりあって発生すること。

イ 健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応じ

た食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活

が必要なこと。また、食事の量や質の偏り、運動

， 、不足 休養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れは

健康を損なう原因となること。

中１～３ 国語 ３ 教材については、次の事項に留意するものとす

る。

( ) 教材は、生徒の発達段階に即して適切な話題1
や題材を精選して調和的に取り上げること。

( ) 教材は、次のような観点に配慮して取り上げ2
ること。

イ 伝え合う力、思考力や想像力を養い言語感覚を

豊かにするのに役立つこと。

ウ 公正かつ適切に判断する能力や創造的精神を養

うのに役立つこと。

エ 科学的、論理的な見方や考え方を養い，視野を

広げるのに役立つこと。

カ 人間、社会、自然などについての考えを深める 自然について考

のに役立つこと。 えを深める

キ 我が国の文化と伝統に対する関心や理解を深

め、それらを尊重する態度を育てるのに役立つこ

と。

ク 広い視野から国際理解を深め、日本人としての

自覚をもち、国際協調の精神を養うのに役立つこ

と。

音楽 内容の取扱い

( ) 各学年の「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導に 自然音や環境音11
当たっては、適宜，自然音や環境音などについて

も取り扱うとともに、コンピュ－タや教育機器の

活用も工夫すること。

技術 技術 内容

家庭 分野 ( )生活や産業の中で技術の果たしている役割につ1
いて、次の事項を指導する。

イ 技術と環境・エネルギー・資源との関係につ 技術と環境
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いて知ること。

( )作物の栽培について、次の事項を指導する。6
ア 作物の種類とその生育過程及び栽培に適する

環境条件を知ること。 栽培と環境条件

内容の取扱い

( )ア ( )のイについては、技術の進展がエネルギ1 1
ーや資源の有効利用、自然環境の保全に貢献し 自然環境の保全

ていることについて扱うこと。

エ ( )については、草花や野菜等の普通栽培を6
原則とするが、地域や学校の実情等に応じて施

設栽培等を扱うこともできること。

家庭 内容

分野 Ａ 生活の自立と衣食住

( ) 食品の選択と日常食の調理の基礎について、2
次の事項を指導する。

ア 食品の品質を見分け、用途に応じて適切に選択 食品選択と環境

することができること。 への影響

イ 簡単な日常食の調理ができること。

ウ 食生活の安全と衛生に留意し、食品や調理器具

等の適切な管理ができること。

( ) 衣服の選択と手入れについて、次の事項を指 資源や環境への3
導する。 配慮

イ 日常着の計画的な活用を考え、適切な選択がで

きること。

ウ 衣服材料に応じた日常着の適切な手入れと補修

ができること。

( ) 室内環境の整備と住まい方について、次の事 室内環境4
項を指導する。

イ 安全で快適な室内環境の整え方を知り、よりよ

い住まい方の工夫ができること。

( )家庭生活と地域とのかかわりについて、次の事6
項を指導する。

イ 環境や資源に配慮した生活の工夫について、課 生活の工夫

題を持って実践できること。

Ｂ 家族と家庭生活

( ) 家庭生活と消費について、次の事項を指導す 環境に配慮した4
る。 消費生活

イ 自分の生活が環境に与える影響について考え、

環境に配慮した消費生活を工夫すること。

選択教科 年間時数

中１： ０～ ３０時間

中２： ５０～ ８５時間

中３：１０５～１６５時間

内容

課題学習
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補充的な学習

発展的な学習

道徳 内容

３ 主として自然や崇高なものとのかかわりに関す

ること。

( )自然を愛護し、美しいものに感動する豊かな心 自然愛護1
をもち、人間の力を超えたものに対する畏敬の念

を深める。

( )生命の尊さを理解し、かけがえのない自他の生 生命の尊さ2
命を尊重する。

４ 主として集団や社会とのかかわりに関すること 集団や社会

( )公徳心及び社会連帯の自覚を高め、よりよい社3
会の実現に努める。

特別 目標

活動 望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた

発達と個性の伸長を図り、集団や社会の一員として 集団や社会の一

よりよい生活を築こうとする自主的、実践的な態度 員としての態度

を育てるとともに、人間としての生き方についての

自覚を深め、自己を生かす能力を養う。

上記 他の教科等における環境教育に関連する内容や、

以外 実生活における環境に関連する事象を生徒の発達段

の教 階を考慮しつつ、題材や課題に取り入れるようにす

科等 ること。

【総合的な学習の時間】

小３～ 総合的な学 取扱い

中３ 習の時間 １ 地域や学校、児童生徒の実態に応じて、総合的

・横断的な学習や児童生徒の興味・関心等に基づ

く学習など創意工夫を生かした教育活動を行う。

２ ねらい

( ) 自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主1
体的に判断し、よりよく問題を解決する資質や

能力を育てること。

( )学び方やものの考え方を身に付け、問題の解2
決や探究活動に主体的、創造的に取り組む態度

を育て、自己の生き方を考えることができるよ

うにすること。

３ 学習活動

例えば国際理解、情報、環境、福祉、健康など

の横断的・総合的な課題、児童生徒の興味・関心

に基づく課題、地域や学校の特色に応じた課題な

、 。どについて 学校の実態に応じた学習活動を行う

４ 配慮事項
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、( )自然体験やボランティア活動などの社会体験1
観察・実験、見学や調査、発表や討論、ものづ

くりや生産活動など体験的な学習、問題解決的

な学習を積極的に取り入れること。

( )グループ学習や異年齢集団による学習などの2
多様な学習形態、地域の人々の協力も得つつ全

教師が一体となって指導に当たるなどの指導体

制、地域の教材や学習環境の積極的な活用など

について工夫すること。

( )＜小学校のみ＞国際理解に関する学習の一環3
としての外国語会話等を行うときは、学校の実

態等に応じ、児童が外国語に触れたり、外国の

生活や文化などに慣れ親しんだりするなど小学

校段階にふさわしい体験的な学習が行われるよ

うにすること。

総合的な学習の時間における環境教育に関する内容例

【 】小学校

小３～４ （環境全般）

・飲料水、電気、ガスの確保や廃棄物の処理と環境

問題との関係を認識させ、それらが環境に配慮し

て行われていることや外国とのかかわり、自分た

ちの生活や産業とのかかわりなどを考えさせる。

（生活環境）

・再資源化のために決められたゴミ分別の必要性を

認識させ、地域社会の一員として社会のきまりや

約束を守ることの必要性を考えさせる。

・健康に過ごすためにはきれいな空気や水などが必

要であることを認識させ、環境保全の大切さを考

えさせる。

（自然環境）

・身近な自然や動植物の飼育・栽培を通してその大

きさ、美しさ、不思議さ等に気づかせ、生命を尊

、 。重し 自然環境を大切にする必要性を認識させる

小５～６ （環境全般）

・人及び動植物と空気・水・日光・土との関わりや

、 、水俣病などの公害 ごみ問題等について認識させ

環境保全の大切さを考えさせる。

・熊本の環境、周辺の環境の現状や水俣の環境保全

の取組み等の調査や社会体験などを通して、地域

社会の一員であることを自覚させるとともに、環

境保全のためには一人ひとりの協力が必要である

ことを認識させ、自分たちできることを考えさせ

る。

（生活環境）
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・水俣病を題材に水の汚染と健康についての関係を

認識させ、家庭での水の使われ方や生活排水がも

たらす環境への影響を考えさせ、環境に配慮した

水の使い方の工夫ができるようにする。また、水

だけでなく、日常生活でのエネルギーの使用など

よる環境への影響を考えさせ、環境に配慮した家

庭生活の工夫ができるようにする。

（自然環境）

・熊本の地下水の現状や水源涵養などの森林の働き

を認識させ、地下水や森林保全のためにできるこ

とを考えさせる。

・郷土の自然に親しむなどして自然環境を大切にす

る心やよりよい環境をつくろうとする態度を育て

る。

【 】中学校

中１～３ （環境全般）

・水俣病を教訓として、環境と調和を図った科学技

術の発展の必要性を認識させる。

・地球環境・資源・エネルギー問題に関する課題を

認識させ、それらの解決のためには、国際協力や

協調の必要性や身近な生活との関連性などを考え

させる。

・環境保全のための国や自治体の役割を考えさせる

とともに、ボランティア活動などを通して、社会

の一員としての役割と責任を自覚させ、環境保全

活動に積極的に参加できるようにする。

（生活環境）

・日本の環境やエネルギーの問題などをを認識させ

日常生活が環境に与える影響について考えさせ

る。

・熊本の大気や水の現状や水俣病などから環境と健

康は密接な関係があることを認識させ、生活環境

の保全の重要性や考えさせる。

・環境に配慮した消費生活の工夫ができるようにす

る。

（自然環境）

・自然環境は食物連鎖などによって自然界のつり合

いの上に成り立っていることや水俣病が食物連鎖

によって起こったことなどから、自然環境保全の

重要性を認識させ、人と自然とのかかわり方につ

いて考えさせる。
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【高等学校】
教科等 科 目 内 容 環境関連項目（配慮事項や内容の取り扱い等）

地理歴史 世界史Ａ （３） 現代の世界と日本 ・ 生徒の主体的な追究を通し、地球的課題とし

ての環境問題などについて考察し、国際協調

の必要性を認識する。

世界史Ｂ （５） 地球世界の形成 ・ 環境問題などを歴史的観点から追究し、自然

との共存・共生を図る方途について考察す

る。

日本史Ａ （４） 第二次世界大戦後 ・ 地球的規模での環境問題、その他我が国が

の世界と日本 直面する課題に対する理解と日本の果たし得

る役割について認識を深める。

日本史Ｂ （７） 同上 ・ 同上

地理Ａ （２） 地域性を踏まえてと ・ 環境、資源・エネルギー、人口、食料及び居

らえる現代世界の課 住・都市問題を地球的及び地域的視点から追

題 究し、それらの課題の解決に当たって国際協

力の必要性を認識する。

地理Ｂ （３） 現代世界の諸課題 ・ 環境、エネルギー問題を世界的視野から地域

の地理的考察 性を踏まえて追究し、その解決には国際協力

が必要であることを認識する。

公民 現代社会 （１） 現代に生きる私たち ・ 地球環境問題、資源・エネルギー問題など現

の課題 代社会の諸問題について課題を設け、主体

的に追究する。

（２） 現代の社会と人間と ・ 公害の防止と環境保全について理解するとと

しての在り方生き方 もに，個人と企業の経済活動における社会的

責任について考える。

倫理 （２） 現代と倫理 ・ 生命、又は環境における倫理的課題を、自己

の課題とつなげて追究し、人間としての生き方

について自覚する。

政治経済 （３） 現代社会の諸問題 ・ 地球環境問題の現れ方、現状の理解ととも

に、環境保全と経済発展とを対照させ「持続

可能な開発」という視点から考察する。

理科 理科基礎 （３） 科学の課題とこれか エネルギーの問題が現在及び将来において・

らの人間生活 直面する大きな課題であり、エネルギー資源

やその利用可能な技術の開発と環境保全に

ついて科学技術の果たす役割が大きいことを

考察する。

生命と環境にかかわる課題に対して、適切な・

判断や意志決定に基づく行動をするには、理

性的、合理的、総合的な判断の基になる科学

技術の役割が大きいことを考察する。

理科総合 (2) 資源・エネルギーと 多様なエネルギー資源が発電や熱源に利用・

Ａ 人間生活 されていること及び蓄積型のエネルギー資源

の成因、分布、埋蔵量の有限性並びにこれら

がエネルギーとして利用できる過程について

の概略を扱い、環境への配慮が必要であるこ
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理科 とを学習する。

（４） 科学技術の進歩と 物質や資源の利用、エネルギーの変換や利・

人間生活 用など科学技術に関する身近な課題を取り上

げ、科学技術と人間生活とのかかわりなどを

学習する。

理科総合 （４） 人間の活動と地球 ・ 水や大気の汚染、植物の遷移現象、地球温

Ｂ 環境の変化 暖化など生物とそれを取り巻く環境に関する

身近な課題を取り上げ、人間と環境のかかわ

り、地球環境を保全することの重要性などを探

究する。

物理Ⅰ 、 全体を通して ・ 科学技術の進歩は日常生活に利用できる物

Ⅱ 質、エネルギー、情報などの拡大をもたらし、

人類の福祉に大きく寄与している。一方、エネ

ルギーの大量消費による自然環境の破壊な

ど、自然との調和を考慮しなければならない

問題も多い。したがって科学的な自然観の育

成とともに、科学技術の成果の長所短所を判

断し、自然科学の進歩に対応できる基礎的な

能力を身に付ける。

物理Ⅱ （４） 原子と原子核 ・ 放射能及び原子力の利用とその安全性の問

題について学習する。

化学Ⅰ 、 全体を通して ・ 同じ物質が示す有益と有害の二面性、有限な

Ⅱ 資源と地球規模で循環する物質をどう利用す

るか。また、廃棄物と環境の問題、現代社会

における化学が果たすべき役割などについて

学習する。

化学Ⅰ （１） 物質の構成 ・ 化学の成果が人間生活を豊かにしたことを具

体的例を通して扱う。その際に、有害な物質

については適切な管理が必要であることを学

習する。

生物Ⅰ （２） 環境と生物の反応 ・ 環境と生物の反応の間に見られる仕組みを観

察、実験などを通して探究し、生物は、個体と

して外部環境の変化に対応して、安定した内

部環境を維持したり、成長や器官の分化を調

節したりすることを理解する。

生物Ⅱ （３） 生物の集団 ・ 個体群の構造と維持、生物群集と生態系につ

いて観察、実験などを通して探究し、生物を

集団のレベルでとらえて生物と環境とのかか

わりについて理解するとともに、生態系におけ

る動的平衡とその重要性及び環境の保全の

意義を理解する。

（４） 課題研究 ・ 自然環境についての調査については、野外

の生物に関する調査・研究などを行う。（例）

指標生物による環境の調査

地学Ⅰ （２） 大気・海洋と宇宙の ・ 大気の熱収支と大気の運動や、オゾン層の破



- 3 -

構成 壊・地球温暖化など地球環境問題について理科

は、資料を用いながら地球環境の現状を把握

する観点から学習する。

・ 自然環境についての調査については、自然

地学Ⅱ （４） 課題研究 環境に関する地学的調査などを行う。課題の

例としては「酸性雨を調べる」、「大気汚染の

調査」、「地球環境問題を地学的観点から調

べる」などである。

保健体育 保健 （３） 社会生活と健康 ・ 人間の生活や産業活動は，自然環境を汚染

し健康に影響を及ぼすこともあること。このた

め，様々な対策がとられていることを学習す

る。

※廃棄物の処理と健康についても触れるもの

とする。

・ 学校や地域の環境を健康に適したものとする

よう基準が設定され，環境衛生活動が行われ

ていること。また，食品の安全性を確保するた

めの基準が設定され，食品衛生活動が行わ

れていることを学習する。

芸術 音楽 Ａ 表現 ・ 風、雨、川のせせらぎ、小鳥の声、虫の声、人

工音など身のまわりの自然音や環境音を意識

してとらえ、これらの音と人間の関わりを見つ

め直す。

Ｂ 鑑賞 ・ 我が国の自然や風土、そこで育まれた美意識

に根ざしていることを理解する。

・ 社会生活の中で望ましい音環境がいかにある

べきかを考えさせることなど、社会の一員とし

てのこれからの音楽文化の在り方についても

目をむける。

美術 Ａ 表現 ・ 地域の人々や自然と共に生きる上での環境、

生活や遊びの中の造形やあったら良いと思う

夢などを考えたりして心豊かな主題を生成す

る。

・ 心安らぐ美的な環境形成における造形の役割

や責任など理解し、生活の中から課題を自ら

発見し、社会へのメッセージとしての主題を生

成すること。

・ 生活環境を良りよく改善しようとする態度を育

て、色彩や形体が身近な環境で果たす役割

や重要性に関心をもち、環境と造形との関わ

りを理解し、構想に生かす。

・ 身近な環境を造形的に美しく工夫し、自然と

造形物との調和を考え、心安らぐ環境のデザ

インを創出する。

・ 映像メディアが社会や環境に及ぼす影響、自
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芸術 己の表現と他者に対する心遣いとの調和など

を理解し、主題を心豊かに生成し、創意工夫

して表現する意欲を高める。

Ｂ 鑑賞 ・ 自然の中にある美的秩序や美しい空間を発

見するとともに、自然との調和を考えた造形作

品が生活空間に置かれ、生活を心豊かに演

出していることについて理解する。

・ 美術の主体的な学習態度を育てるために、環

境を視野に入れた彫刻、光の効果を使った総

合デザインなど、自ら学習する課題を設定し

て、幅広く多様な学習を展開する。

・ 美術と社会とのかかわり、文化や伝統の形成

について関心をもち、美術が社会や環境形成

に果たす役割について理解する。

工芸 Ａ 表現 ・ 身近な環境を観察する中から自分の表現の

主題を見いだし、そこから新鮮で夢のある発

想をするなど、自由に楽しく発想することで表

現することの喜びや意欲を引き出し、心豊か

なものづくりができるようになる。

・ 人間と自然との調和を求めながら、生活に役

立つ様々なものづくりから出発し、生活環境を

より心豊かに快適に過ごすために空間の構成

など、幅広い観点から独創的な発想をする。

・ より美的で独創的な表現を生活空間を基に探

求することによって、手作りの工芸作品のよさ

や美しさ、人間と生活環境とのよりよい関係に

ついて理解を深める。

・ 身近な公園、建築、建造物など地域の環境づ

くりを通して人間と生活、自然と環境などにつ

いて考える。

Ｂ 鑑賞 ・ 作品と作品が作られた時代や社会的背景及

び生活環境などの学習を通して、作品や作

者、工芸と社会や生活とのかかわりについて

理解を深めたり、地域の優れた工芸家との交

流を通して製作のための技術や作者の気持

ちに直に接したりする。

・ 工芸を通して自然と人間の生活とのかかわり

を考え、生活環境を明るく心豊かにしていく態

度を培う。

全体を通して ・ 社会生活や身近な環境についての基礎的理

解の上に、問題意識をもって生活をより深く観

察し、使う者の立場に立って生活を心豊かに

するための課題を発見し、その中から個性的

で創造的な発想を創出できるようにする。例え

ば、環境を配慮した資源の再利用や自然エネ
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ルギーの利用を提案したり、誰もが住みやす芸術

い生活空間や使いやすい生活用品をバリアフ

リーの発想から考案するなど、問題意識をもっ

て主体的に取り組めるよう題材の工夫をする。

家 庭 （ 普 家庭基礎 （３） 消費生活と環境 ・ 環境問題や資源・エネルギー問題が生じてい

通） ることを理解し、各自の消費行動とこれらの問

題との関連について事例を通して具体的に考

える。

・ 環境問題にかかわる物資・サービスの選択、

購入、活用や生活の仕方などを点検し、環境

負荷の少ない生活の工夫について考える。

・ 環境保全は個人や家庭の取組みだけではな

く、地域や企業、行政、国際的な取組みなど

社会全体が一体となった取組みや社会経済

システム全体の見直しが必要であり、現在、様

々な取組みが進められていることを理解し、実

践への意欲をもつようにする。

・ 国際標準化機構（ＩＳＯ）で、製品規格の標準

化、品質管理や環境管理などのシステムの標

準化がすすめられていることを知る。

家庭総合 （４） 生活の科学と文化 ・ 資源・エネルギーに配慮した食品の購入や調

理などを考える。

・ 健康と安全に配慮した被服の調達と活用、資

源・エネルギー問題や環境保全に配慮した再

利用や適正な廃棄の方法などについて具体

的に学習する。

・ 資源の有効利用の観点から再利用、廃棄など

を考えた被服計画の必要性について学習す

る。

・ 健康に配慮した衛生的な住居について、冷暖

房、住居内で使用される化学物質による空気

汚染などの室内環境を取り上げて学習する。

・ 自然環境や社会環境と住生活の関連につい

て考える。

・ 環境問題や資源・エネルギー問題が生じてい

ることを理解し、各自の消費行動とこれらの問

題との関連について具体的な事例を通して考

える。

（５） 消費生活と資源・環 ・ 各自の消費行動は国内の問題にとどまらず、

境 外国の資源や環境へも影響を与えていること

を知る。

・ 環境負荷の少ない生活を目指して環境に調

和したライフスタイルの確立を図る。

・ 環境問題や資源・エネルギー問題は、消費段

階だけでなく、資源調達、生産、流通・廃棄な
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どそれぞれの段階での環境への負荷につい家庭（普

て考えることが重要であることを認識する。通）

・ 環境保全は個人や家庭の取組みだけではな

く、地域や企業、行政、国際的な取組みなど

社会全体が一体となった取組みや社会経済

システム全体の見直しが必要であり、現在、様

々な取組みが進められていることを理解し、実

践への意欲をもつようにする。

・ 国際標準化機構（ＩＳＯ）で、製品規格の標準

化、品質管理や環境管理などのシステムの標

準化がすすめられていることを知る。

・ に負の財産を残さないよう環境の保全に積極

的に取り組むことが、消費者としての責任であ

ることを認識する。

生活技術 （２） 消費生活と環境 ・ 環境問題や資源・エネルギー問題が生じてい

ることを理解し、各自の消費行動とこれらの問

題との関連について事例を通して具体的に考

える。

・ 環境問題にかかわる物資・サービスの選択、

購入、活用や生活の仕方などを点検し、環境

負荷の少ない生活の工夫について考える。

・ 環境保全は個人や家庭の取組みだけではな

く、地域や企業、行政、国際的な取組みなど

社会全体が一体となった取組みや社会経済

システム全体の見直しが必要であり、現在、様

々な取組みが進められていることを理解し、実

践への意欲をもつようにする。

・ 国際標準化機構（ＩＳＯ）で、製品規格の標準

化、品質管理や環境管理などのシステムの標

準化がすすめられていることを知る。

（３） 家庭生活と技術革 ・ 科学技術の進展の中で、科学技術について

新 の正確な知識や情報を得るとともに、個人の

利便性の追求だけでなく、環境への配慮など

の総合的な視点をもって判断することが重要

であることを理解させ、家庭生への適切な活

用について考える。

・ 環境保全や資源の有効利用の立場から、家

庭用機器の適切な選択や活用についても考

える。

（４） 食生活の設計と調 ・ 資源やエネルギーに配慮した食品の購入や

理 調理方法などについても学習する。

・ 被服の調達、活用、再利用や廃棄などを計画

的に行うことが必要であることを理解し、環境

に配慮し、各自のライフスタイルに応じた被服

計画が立てられるようにする。



- 7 -

（５） 衣生活の設計と製 ・ 環境に配慮した洗濯について考え、実践でき家庭（普

作 るようにする。通）

・ 健康と安全に配慮した被服の調達と活用、資

源・エネルギー問題や環境保全に配慮した再

利用や適正な廃棄の方法などについて具体

的に学習する。

（６） 住生活の設計とイン 自然環境や社会環境と住生活の関連につい

テリアデザイン て考える。

・ 健康に配慮した衛生的な住居について、冷暖

房、住居内で使用される化学物質による空気

汚染などの室内環境を取り上げて学習する。

国語 国語表現 ・ 教材は、特に、論理的思考力を伸ばす学習

ⅠⅡ 活動に役立つもの、情報を活用して表現する

学習活動に役立つもの、歴史的、国際的な視

野から現代の国語を考える学習活動に役立

つものを取り上げるようにする。

国語総合 ・ 情報を活用して、公正かつ適切に判断する能

力や創造的精神を養うのに役立てる。

・ 科学的、論理的な見方や考え方を養い、視

野を広げるのに役立てる。

・ 人間、社会、自然などに広く目を向け、考えを

深めるのに役立てる。

・ 我が国の文化と伝統に対する関心や理解を

深め、それらを尊重する態度を育てるのに役

立てる。

・ 広い視野から国際理解を深め、日本人として

の自覚をもち、国際協調の精神を高めるのに

役立てる。

現代文 様々な文章を読むことを通して、人間、社会、

自然などについて自分の考えを深めたり発展

させたりすることができるようになる。

古典 人間、社会、自然などに対する様々な時代の

人々のものの見方、感じ方、考え方について

理解を深めるのに役立てる。

上記以外 他の教科等における環境教育に関連する

の教科等 内容や、実生活・社会における環境に関連す

る事象を題材や課題として学習する。

職業に関する専門教科

教科等 科 目 内 容 環境関連項目（配慮事項や内容の取り扱い等）

農業 農業科学 （１） 農業と環境保全 ・ 食料の生産と供給、環境の保全と創造、保健

基礎 休養の場の提供などの農業の多面的な役割

と人間生活との関係について基本的な内容を

学習する。

環境科学 （１） 環境と人間生活 ・ 地域環境の観察や統計資料を用いた具体的
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基礎 な学習を通して、環境と人間生活の相互関係農業

及び生態系における物質循環について理解

し、環境と環境学習に関心をもつ。

（２） 環境の調査 ・ 観察や調査などを通して、地域の環境要因と

環境調査の方法を体験的に理解する。

（３） 環境の保全、創造 ・ 観察や実習などを通して、森林による国土・環

境の保全及び都市や農村の緑地による景観

創造の機能を体験的に理解する。

（４） 農業生物の育成 ・ 農業生物の育成に関する実験・実習やプロジ

ェクト学習を通して、作物などの特性と栽培環

境の関係について理解し、科学的な見方と実

践力を学ぶ。

作物 （２） 作物の特性と栽培 ・ 作物の生育の規則性、生理作用、環境要素

技術 が作物に与える影響及び作物栽培の技術の

仕組みについて学習する。

（３） 作物の栽培 ・ 観察や実験・実習を通して、作物の特性と栽

培環境の相互関係から作物の生育と環境の

調節について理解する。

野菜 （２） 野菜の特性と栽培 ・ 野菜の生育過程、生理作用、環境要素や成

技術 長調節物質が野菜に与える影響及び野菜栽

培の技術の仕組みについて学習する。

（３） 野菜の栽培 ・ 観察や実験・実習を通して、野菜の特性と栽

培環境の相互関係から野菜の生育と環境の

調節及び人工環境における栽培技術につい

て学習する。

果樹 （２） 果樹の特性と栽培 ・ 果樹の生育過程、生理作用、環境要素や成

技術 長調節物質が果樹に与える影響及び果樹栽

培の技術の仕組みについて学習する。

（３） 果樹の栽培 ・ 観察や実験・実習を通して、果樹の特性と栽

培環境の相互関係から果樹の生育と環境の

調節について理解し、果樹栽培に関する科学

的な見方と実践について学習する。

草花 （２） 草花の特性と栽培 ・ 草花の生育過程、生理作用、環境要素や成

技術 長調節物質が草花に与える影響及び草花栽

培の技術の仕組みについて学習する。

（３） 草花の栽培 ・ 観察や実験・実習を通して、草花の特性と栽

培環境の相互関係から草花の生育と環境の

調節について理解し、草花栽培に関する科学

的な見方と実践について学習する。

畜産 （２） 家畜の生理・生態と ・ 家畜の生理・生態と行動的な特性、環境要因

飼育環境 が家畜に与える影響及び飼育環境の調節を

学習する。

（３） 家畜と飼料 ・ 観察や実習を通して、家畜の特性と飼育環境

の相互関係から飼育環境の調節について理

解し、家畜飼育に関する科学的な見方や実
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践力を培う。農業

（４） 家畜の飼育 ・ 同上

食品製造 （７） 生産管理の改善 ・ 品質維持を図るための工程と生産環境の管

理、衛生検査及び作業体系の基本的な内容

を学習する。

食品化学 （４） 食品の衛生検査 ・ 成分分析や衛生検査の意義と原理について

理解し、食品製造に応用する実践力を培う。

微生物基 （１） 微生物利用の意義 ・ 食品や医薬品製造における微生物利用の状

礎 と分野 況、自然界の物質環境における微生物の役

割並びに発酵食品などの食品の製造と保存

及び食品の品質の劣化と微生物の関係につ

いて基本的なことを学習する。

植物バイ （５） バイオマス・エネル ・ バイオテクノジーを活用して、セルロースなど

オテクノロ ギーの利用 の木材成分やもみがらなどの有機廃棄物を変

ジー 換利用する技術を学習する。

動 物 ・ 微 （３） 微生物のバイオテク ・ アミノ酸の発酵生産に用いる微生物を中心に

生物ﾊﾞｲｵ ノロジー それらの微生物の種類と利用、きのこの種菌

ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ の培養などの基本的なことを学習する。

食品流通 （２） 食品流通の構造と ・ 食品流通と環境問題について学習する。

機能 ・ 食品の栄養や安全性などの品質の保持と保

（４） 食品の品質と規格 証、そのための検査、包装及び環境条件の整

備について学習する。食品の変質と環境条件

について学習する。

森林科学 （２） 森林の生態と分布 ・ 遷移及び森林植生の分布と気候の関係につ

いて基本的な内容を学習する。

（３） 材木の生育と環境 ・ 我が国の有用林木の細胞組織などの性状、

耐陰性などの生育特性及び環境要因が材木

の生育に及ぼす影響について学習する。

（５） 森林の保育と山地 ・ 人工林の維持増進、材木と林地の保育作業、

の保全 森林の災害からの保護及び治山と林道につ

いて基本的な内容を学習する。

（７） 森林の総合的利用 ・ 生産機能や環境保全機能などの森林の多様

な機能の総合的な利用と生物の多様性の保

全などを図る持続可能な森林経営の概要を

学習する。

森林経営 （２） 森林の機能 ・ 森林が有する、木材等の林産物の生産や供

給、国土の保全や水資源の涵養、保健休養

や教育的利用の場の提供などの機能に関す

る基本的な内容を学習する。

農業土木 （６） 農業土木構造物の ・ 自然環境と調和した農業土木構造物を設計

設計 設計 することを学習する。

農業土木 （２） 農業の基盤整備と ・ 各種の工事を自然環境に配慮し、合理的に

施工 自然環境 施工することを学習する。

造園計画 （１） 造園計画の意義と ・ 造園の目的と計画及びそれに基づく造園空

緑地環境の役割 間の創造と利用の概要を学習する。
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（２） 環境と造園の様式 ・ 日本と外国の造園様式を、それぞれの国や地農業

域の自然環境、文化的環境及び社会的環境

と関連付けて学習する。

（５） 公園、緑地の計画・ ・ 都市緑地、農村緑地、自然公園の種類、機

設計 能、役割、環境条件など公園や緑地の計画・

設計に関する基本的な内容を学習する。

造園技術 （５） 植物及び工作物の ・ 造園樹木のせん定と整姿、工作物の補修など

管理 の維持管理及び造園の目的に沿った景観の

維持管理について学習する。

グリーンラ （３） 農業・農村の機能の ・ 里山や渓流などの自然環境、田畑や農家な

イフ 活用 どの農村景観、郷土芸能などの文化や地域

の農産物加工などの農業・農村がもつ機能の

活用について基本的なことを学習する。

工業 目標：工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ現代社会におけ

る工業の意義や役割を理解させるとともに、環境に配慮しつつ、工業技術の諸問題を主

体的、合理的に解決し、社会の発展を図る創造的な能力と実践的な態度を育てる。

工業技術 （１） 人と技術と環境 ・ 環境に配慮した工業技術について、身近な事

基礎 例を通して、その意義や必要性について理解

する。

実習 全体を通して ・ 廃材、排気、廃液などの処理について十分留

意できるようにする。

工業管理 （４） 安全管理 ・ 環境の保全、特に生産活動における公害発

技術 生とその防止の概要を学習する。

機械工作 （５） 生産の管理 ・ 災害の予防や安全対策について基礎的な内

容を学習する。

原動機 （１） エネルギー変換と環 ・ エネルギー消費と環境問題の関連を簡単に

境 学習する。

（４） 自動車 ・ 自動車の法定整備と安全確保及び環境対策

に関する基礎的な内容を簡単に学習する。

（５） 蒸気原動機 ・ 原子炉による動力発生について、原理、構

成、利用及び環境への配慮を簡単に学習す

る。

電子機械 （１） 電子機械の概要と ・ 省エネルギーや環境保全等の分野における

役割 重要な技術であることを理解する。

自動車工 （５） 自動車と環境 ・ 自動車の安全確保及び環境保全に関する技

学 術の基礎的な内容を学習する。

自動車整 （３） 自動車の整備と試 ・ 環境保全と安全確保に関する装置の整備に

備 験 ついて、技術の進展に留意して題材を取り上

げ、基礎的な内容を学習する。

電力技術 （４） 省エネルギー技術 ・ 発電・送電及び電力利用の省エネルギー技

術の原理と方法を学習する。

建築施工 （３） 各種工事 ・ 解体工事の概要と廃材の処理を学習する。

建築計画 （２） 建築と環境 ・ 自然条件が建築物に与える影響や快適な住

環境を計画する上で基礎的な要因であること

について理解する。
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（３） 建築の設備 ・ 省エネルギーの必要性を簡単に学習する。工業

設備計画 （１） 設備の基礎 ・ 設備工業と自然環境及び室内環境とのかか

わりを学習する。

衛 生 ・ 防 （１） 給水・給湯設備 ・ 水質基準と水道施設の概要を学習する。

災設備 （２） 排水通気設備 ・ 排水の種類と下水道施設の概要を学習する。

（３） 排水処理設備 ・ 環境保全の観点から排水処理の必要性につ

いて理解し、し尿浄化設備の構成と排水の再

利用を学習する。

社会基盤 （１） 社会基盤整備の概 ・ 電力やガスなどのエネルギー資源の活用の

工学 要 概要について理解する。

（３） 治水と利水 ・ 水資源の開発及び上下水道の基礎的な内容

を学習する。

（４） 社会基盤システム ・ 基本的な環境保全及び社会基盤施設と景観

とのかかわりを学習する。

工業化学 全体を通して ・ 化学工業が、資源とエネルギーを有効に利用

して様々な材料を製造していること及び環境

保全に関して重要な技術であることについて

理解する。

（６） 生活と化学工業製 ・ 有害物質と危険物の取扱い方法及び取扱者

品 の管理責任の概要を学習する。

化学工学 全体を通して ・ 熱の有効利用や廃棄物の再利用及び省資源

や省エネルギーの考え方について理解する。

（２） 物質とエネルギーの ・ 資源及びエネルギーの有効活用の事例を通

収支 して、具体的に理解する。

地球環境 全体を通して ・ 地球の環境保全のために、化学技術が重要

化学 な役割を果たしていることについて理解する。

（１） 地球環境と人間 ・ 自然環境の保全と人間生活や生態系とのか

かわりを簡単に学習する。

（２） 資源とエネルギー ・ 資源の有限性、資源及びエネルギーの有効

利用の必要性、化石燃料の使用が地球環境

に及ぼす影響などを学習する。

（３） 自然環境の調査 ・ 大気汚染と水質汚濁の事例を取り上げ、汚染

の種類と原因を考える。また、関係法規に基

づいた測定法による基礎的な環境分析技術

及び調査方法を学習する。

（４） 環境の保全と化学 ・ 環境保全のための製造プロセスの改善に関

技術 する基礎的な内容や環境汚染物質の基礎的

な処理技術、廃棄物の再資源化の基礎的な

処理技術を学習する。

（５） 環境保全に関する ・ 法規の概要を学習する。

法規 ・ 環境に対して安全な工業材料の製造及び活

工業材料 （６） 環境と材料 用法を学習する。また、工業材料のリサイクル

の基礎的な技術を学習する。

材料加工 （４） 工業材料の製造管 ・ 生産工場における大気及び水質の汚染対策

理 を簡単に学習する。
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セラミック （６） セラミック技術と安全 ・ セラミックスの製造における環境保全及び資工業

技術 源の再利用技術の基礎的な内容を学習す

る。

インテリア （２） インテリアの環境条 ・ 気温・日照等の屋外の環境や照明・音響等の

計画 件 屋内の環境とインテリアの関係の基礎的な内

容を学習する。また、インテリアの色彩と形態

及びそれが人間の感覚に与える影響の基本

的な内容について学習する。

デ ザ イ ン （４） 環境構成デザイン ・ 室内、家具及び店舗のデザインについて、基

技術 礎的な内容を学習する。

商業 ビ ジ ネ ス （２） 経済生活とビジネス ・ ビジネスの発展について、地球環境問題、エ

基礎 ネルギー問題への対応など新たなビジネスの

問題にも触れ、ビジネスの創造の重要性につ

いて理解する。

国際ビジ （２） 我が国の企業経営 ・ 企業を取り巻く環境の変化を踏まえて、経済

ネス 社会の一構成要素としての企業の責任につ

いて理解する。その際、環境問題などに対す

る企業の社会的責任についても理解する。

商品 と流 （２） 商品 ・ 自然や生活に環境性などを取り上げて商品の

通 特性、商品のライフサイクルや商品の分類に

ついても理解する。

水産 目標：水産や海洋の各分野における生産や流通、環境などに関する基礎的・基本的な

知識と技術を習得し、水産業及び海洋関連産業の意義や役割を理解する。

水産基礎 （１） 海のあらまし ・ 海と人間のかかわり、水産資源及び海洋環境

の保全と管理等について基礎的なことを学習

し、海や地域の陸水の環境調査等、体験的な

学習を行う。

漁業 （１） 漁業と水産生物 ・ 海の生態系、食物連鎖及び海の生産力につ

いて学び、汚染防止等海の環境保全に必要

な基本的な内容を学習する。

船用機関 （５） 補機 ・ ビルジ排出装置、油水分離装置、汚水処理装

置、廃油焼却装置等の船舶に必要な環境汚

染防止装置の概要について学習する。

栽培漁業 （３） 栽培技術 ・ 水産生物の繁殖保護の方法や種苗の移植、

放流、産卵場等の環境改善、漁業管理等の

基礎的な知識と技術を学習する。

水産生物 （１） 水産動物 ・ 水産動物の生活と環境とのかかわり及び生態

系、資源等の中で水産動物の果たす役割に

ついて学習する。

海洋環境 （１） 海洋環境管理の概 ・ 水産資源の維持や増大に果たしている海洋

要 や陸水の環境管理の意義と沿革及び現状と

今後の展望について学習する。

(2) 海洋・陸水環境の保 ・ オゾン層の破壊、エルニーニョ現象など地球

全 環境の変化と海洋環境のかかわり及び排水、

油汚染等の環境要因の基礎的な学習をす
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る。水産

・ 河川、湖沼等の陸水の環境要因の基礎につ

いて学習する。

・ 海洋環境に関する法規や国際条約の概要及

び環境アセスメントの意義や役割について学

ぶ。

（３） 栽培漁業を取り巻く ・ 栽培漁業における基礎的な環境要因及び水

環境 産生物の生育に適する水質や自然条件など

の環境づくりについて学習する。

・ 遊漁などの海洋性レクリエーションと環境との

かかわりについて学習する。

（４） 漁場環境と調査 ・ 内水面、浅海及び増養殖場の環境特性につ

いて学習する。

・ 水質、底質、生物調査等の基本的な調査方

法について学習する。

（５） 海洋工事と環境保 ・ 沿岸域の基礎的な環境の調査及び保全技術

全 並びに沿岸環境の保全と整備について学習

する。

水産食品 （５） 廃水及び廃棄物の ・ 水産生物の繁殖や成長などに必要な環境を

製造 処理 造成するための基礎的な技術などについて基

本的な機械等を含めて学習する。

・ 食品製造に起因する公害の発生要因とその

対策及び水質汚濁と廃水の処理方法の基礎

的な内容を学習する。

・ 水産食品製造によって生じる廃水や廃棄物を

処理する方法と悪臭・騒音対策、水産食品製

造に使用する危険物などについて基礎的な

内容を学習する。

ダ イ ビ ン 全体をとおして ・ 安全指導や安全管理、水中や沿岸などの環

グ 境保全等に十分留意しながら学習する。

家 庭 （ 専 消費生活 (3) 消費者の権利と責 ・ 消費行動と環境との関わりについて理解さ

門） 任 せ、環境保全に配慮した生活の在り方につい

て考えることができるようにする。

リビングデ (1) 生活と住居 ・ 健康で安全な室内環境の条件、住居と自然

ザイン 環境や社会環境との関わりなどを学習する。

公衆衛生 (2) 環境衛生 ・ 現代の生活と自然環境とのかかわりについて

具体的な事例を通して理解させ、生活環境の

保全のための方策について考えさせること。

看護 看護基礎 （７） 生活と健康 ・ 物理的、化学的、生物的、社会的な環境要因

医学 と健康との相互作用並びに衣食住と健康との

相関について理解し、健康を保持増進するた

めには環境の保全や調整が必要であることを

理解する。
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特別活動

特別活動 ホームル (2) ア 個人及び社会 高等学校段階では、中学校での経験やより広

ーム活動 の一員としての在り い社会的認識に立って、人間としての在り方

２ 活 動 方生き方に関するこ 生き方についての自覚を深め、社会的自立に

内容 と （カ）ボランテ 結び付けていくことが大切である。具体的に

ィア活動の意義の理 は、社会福祉活動、環境保全・保護活動、な

解 ど。

生徒会活 (1) 学校生活の充実や 例えば、校内の美化活動や緑化運動を盛り上特別活動

動 改善向上を図る活 げたり、資源やゴミ問題等への課題意識を深

２ 活動 動－イ 環境の保 めたりするなど、生徒会活動として積極的に取

内容 全や美化のための り組むことが期待される。

活動

総合的な学習の時間

総合的な 取扱い 各学校は、地域や学校，生徒の実態等に応じて、横断的・総合的な学習や

学習の時 生徒の興味・関心等に基づく学習など創意工夫を生かした教育活動を行う

間 ものとする。

ねらい (1) 自ら課題を見付け、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題  
を解決する資質や能力を育てること。

(2) 学び方やものの考え方を身に付け、問題の解決や探究活動に主体的、  
創造的に取り組む態度を育て、自己の在り方生き方を考えることができる

ようにすること。

学習活動 ア 例えば、国際理解、情報、環境、福祉・健康などの横断的・総合的な課  
題についての学習活動

イ 生徒が興味・関心、進路等に応じて設定した課題について、知識や技  
能の深化、総合化を図る学習活動

ウ 自己の在り方生き方や進路について考察する学習活動  
配慮事項 (1) 自然体験やボランティア活動、就業体験などの社会体験、観察・実験・  

実習、調査・研究、発表や討論、ものづくりや生産活動など体験的な学

習、問題解決的な学習を積極的に取り入れること。

(2) グループ学習や個人研究などの多様な学習形態、地域の人々の協力  
も得つつ全教師が一体となって指導に当たるなどの指導体制、地域の教

材や学習環境の積極的な活用などについて工夫すること。

総合的な学習の時間における環境教育に関する内容例

環境全般 ・ 地球的及び地域的視野から環境、資源・エネ

ルギー、人口、食料、都市問題、交通問題な

どは相互に関連し合っていることを認識し、そ

の解決には、資源やエネルギーの有限性及

びその有効利用法や地域性を踏まえた取組

みや国際協力の必要性を考える。

・ 地球環境問題をテーマにそのメカニズムなど

から人間と環境とのかかわりを認識し、地球環

境保全のための国際的な取組み、日本役割

などを考える。

・ 企業、行政、ＮＧＯ、個人がそれぞれの役割
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に応じて環境保全にかかわる必要性を認識総合的な

し、循環型社会の形成のために各主体がパー学習の時

トナーシップのもと環境の保全、創造に取り組間

んで行く必要があることを考える。

生活環境 ・ 身近な地域社会や日常生活が、地球環境な

どに与える影響を認識し、環境負荷の少ない

社会や生活を目指して生活意識や生活様式

等を見直すことができるようになる。

・ 公害防止と環境保全の重要性に対しての認

識を深め、個人や企業の社会的責任、生き

方、在り方について考える。

自然環境 ・ 自然環境は、多様な生物が、食物網や物質

循環・エネルギーの流れなどの生態系のバラ

ンスの上に成り立っており、その自然環境が

人間の生活や産業活動によって失われている

ことを認識し、自然環境や生物種を保全する

意義や保全策につい考える。
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【特殊教育諸学校（盲学校、聾学校及び養護学校 】）
（盲学校、聾学校、肢体不自由・病弱養護学校）

教科等 科目 内 容 環境関連項目（配慮事項や内容の取扱い等）

各教科の目標、各学年の目標及び内容、指導計画の作成と各学年にわたる内容の取

扱いについては、小学校、中学校及び高等学校に準じる。

（知的障害養護学校小学部）

自然 ・自然の中で遊んだり、木の実拾い、落ち葉拾（ ）９

（自然とのふれあ いなどをしたりしながら、自然の事物や事象に

、 、い） ふれ 自然がその姿を変えることが分かったり

動物の動きなどに興味を持つ。

（動物の飼育・植 ・動物を飼育する場合は外敵の防止や気温の変

生活 物の栽培） 化などに十分配慮し、飼育環境を整えるように

する。植物を栽培する場合は発芽、開花、結実

といった一連の成長の様子が分かるようなもの

を選び、長期にわたる観察を行う。また、除草

したり、肥料を施したりする。

（季節の変化と生 ・天候の変化や、太陽、月、星などと昼夜との

活） かかわりに関心をもつ。冬は寒く夏は暑いなど

の季節の特徴に関心をもつ。

（知的障害養護学校中学部）

地域の様子や社会 ・自分が住む地域を中心に、我が国のいろいろ（ ）５

。の変化 な地域の様子や社会の移り変わりに関心をもつ

社会

自然 ・自然の事物・現象についての興味を広げ、日（ ）４

理科 常生活との関係を知る。

美術 鑑賞 ・自然や造形品の美しさに親しみをもつ（ ）３

家庭に関する基礎 ・家庭生活に必要な被服、食物、住居などに関職業・家 （ ）７

的事項 する基礎的な知識と技能を身に付ける。庭

・例えば国際理解、情報、環境、福祉・健康な

どの横断的・総合的な課題、児童又は生徒の興

味・関心に基づく課題、地域や学校の特色に応

総合的な じた課題などについて、学校の実態に応じた学

学習の時 習活動を行うものとする。

間 ・自然体験やﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ活動などの社会体験、観察

・実験、見学や調査、発表や討論、ものづくり

や生産活動、交流活動など体験的な学習、問題

解決的な学習を積極的に取り入れること。
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（知的障害養護学校高等部）

教科等 科目 内 容 環境関連項目（配慮事項や内容の取扱い等）

我が国の地理・歴 ・我が国のいろいろな地域の自然や生活の様子（ ）５

社会 史 を理解し、社会の変化に関心をもつ。

・地図や各種の資料などを活用し、我が国のい

ろいろな地域の様子や社会の変化を知る。

生物 ・生物についての理解を深め、生命の大切なこ（ ）２

理科 とを知る。

・生物とそれを取り巻く自然環境についての理

解を深め、生命を尊重する態度を育てる。

自然 ・自然の事象・現象についての理解を図るとと（ ）４

もに、自然と生活との関係について理解を深め

る。

美術 鑑賞 ・自然や優れた造形品を鑑賞し、美しさを味わ（ ）３

うとともに、地域の伝統工芸品に関心をもつ。

、 、 、（ ）４ 家庭生活に関する ・被服 食物 住居などに関する実習を通して

家庭 事項 実際的な知識と技能を習得し、生活に生かす。

・例えば国際理解、情報、環境、福祉・健康な

総合的な どの横断的な課題についての学習活動。

学習の時 ・自然体験やﾎﾞﾗﾝﾃｲｱ活動、就業体験などの社会

間 体験、観察・実習、調査・研究、発表や討論、

ものづくりや生産活動、交流活動など体験的な

学習、問題解決的な学習を積極的に取り入れる

こと。

※知的障害（重度・重複障害を含む）については、個々の児童生徒の実態に応じて、ここに示さ

れた内容だけではなく、小学校、中学校、高等学校の内容を参考に、領域・教科を合わせた指

導（生活単元学習等）や総合的な学習の時間等において学習する。
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１ 学校教育における環境教育の体系図
【教科（科目 ・領域別】）

小 学 校

１・２年 生活科 季節の変化と生活
自然や物を使った遊び
動植物の飼育・栽培

道徳 身近な自然に親しむ
自他の生命を尊重する
公徳心を持つ

３年 理科 昆虫や植物の体のつくりと育ち方

体育科 身のまわりの清潔や生活環境

３・４年 社会科 電気・ガスと生活・産業とのかかわり
自然と産業とのかかわり
水と生活・産業とのかかわり
下水道と生活
ごみと生活

道徳 自然環境を大切にする
自他の生命を尊重する
公徳心を持つ

４年 理科 季節と生き物
電気や光の働き
自然界の水の行方

５年 社会科 食糧の確保
大気の汚染
森林の働き／地下水のかん養
水質の汚濁
国土の保全
公害

理科 植物の発芽・成長・結実
動物の発生と成長
流水の働き

５・６年 家庭科 暮らし方
ものの再利用

道徳 自然環境を大切にする
自他の生命を尊重する
公徳心を持つ

６年 理科 動物の体のつくりと動き
生物と環境
水溶液の性質
燃焼と空気
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１～６年 国語科 下記の能力等を育てることに役立つものを教
材として取り上げる。
・伝達力、思考力、想像力
・判断能力
・科学的、論理的見方や考え方
・生命の尊重する心
・自然を愛する心
・文化や伝統に対する理解
・国際協調の精神

上記以外 他の教科や児童の発達段階等を考慮して題材
の教科等 や課題に取り入れる。

中 学 校

２年 社会科 日本の自然環境
環境やエネルギー資源の課題（地理分野）
高度経済成長と公害の発生
国際社会における我が国の役割（歴史分野）

保健体育科 空気の衛生的管理（保健分野）
飲料水の衛生的管理（保健分野）
生活に伴う廃棄物の衛生的管理（保健分野）
※公害と健康（保健分野）地域の実態に即して取り扱う

３年 社会科 地球環境、
資源・エネルギー問題
公害の防止等環境の保全（公民分野）

理科 エネルギー資源（第１分野）
科学技術と人間（第１分野）
自然と人間（第２分野）
自然と環境（第２分野）

１～３年 国語科 下記の能力等を育てることに役立つものを教
材として取り上げる。
・伝達力、思考力、想像力
・判断能力、創造的精神
・科学的、論理的見方や考え方
・人間、社会、自然についての考え
・文化や伝統に対する理解
・国際協調の精神

技術家庭科 技術と環境（技術分野）
作物の栽培（技術分野）
生活の工夫（家庭分野）

道徳 生命の尊重
自然の愛護
公徳心・社会連帯

上記以外 他の教科や生徒の発達段階等を考慮して題材
の教科等 や課題に取り入れる。
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高 等 学 校

世界史 環境問題に関する国際協調（現代の世界と日
本）
地球世界の形成（地球世界の形成）

日本史 日本の果たし得る役割（第二次世界大戦後の
日本）

地理 国際協力の必要性（地域性を踏まえてとらえ
る現代世界の課題）
国際協力の必要性（現代世界の諸課題の地理
的考察）
現代社会の諸問題（現代に生きる私たちの課
題）

現代社会 地球環境問題、資源・エネルギー問題（現代
に生きる私たちの課題）
公害の防止と環境保全（現代の社会と人間と
しての在り方生き方）

政治経済 持続可能な開発（現代社会の諸問題）

倫理 人間としての生き方についての自覚（現代と
倫理）

理科基礎 生命と環境（科学の課題とこれからの人間生
活）
物質とエネルギー（科学の課題とこれからの
人間生活）

理科総合 人間の活動と地球環境の変化（人間の活動と
地球環境の変化）
人間の活動と地球環境の変化（人間の活動と
地球環境の変化）

物理 原子と原子核（原子と原子核）

化学 物質と人間生活（物質の構成）

生物 環境と生物の反応（環境と生物の反応）
生態系とその平衡（生物の集団）
野外の生物（課題研究）

地学 大気の熱収支と大気の運動（大気・海洋と宇
宙の構成）
自然環境についての調査（課題研究）

保健体育 保健 環境と健康、環境と食品の健康（社会生活と
健康）
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（ 、 ） （ 、音楽 音 自然音 環境音 と人間の関わり 表現
鑑賞）

美術 自然と造形物との調和（表現、鑑賞）
自然愛護、自然保護（鑑賞）

、 （ ）工芸 資源の再利用 自然エネルギーの利用 全体
人間と自然との調和（表現）
工芸と社会や生活との関わり（鑑賞）

家庭 家庭基礎 環境負荷の少ない生活（消費生活と環境）
生活技術

家庭総合 環境負荷の少ない環境に調和した生活
（消費生活と資源・環境）

国語表現 論理的思考力を伸ばすものを教材に取り上げ
る。

国語総合 下記の能力等を育てることに役立つものを教
材として取り上げる。
・判断能力、創造的精神
・科学的、論理的見方や考え方
・人間、社会、自然についての考え
・文化や伝統に対する理解
・国際協調の精神

現代文 人間、社会、自然に対する考えの深化、発展

古典 人間、社会、自然に対する見方、感じ方、考
え方

上記以外 他の教科や生徒の発達段階等を考慮して題材
の教科等 や課題に取り入れる。

高等学校（農業教育に関する科目）

農業化学基礎 農業の多面的な役割と人間生活との関係（農
業と環境保全）

（ ）環境科学基礎 環境と人間生活の相互関係 環境と人間生活
地域の環境要因と環境調査の方法（環境の調
和）
生態系における物質循環（環境と人間生活）
農村の緑地による景観創造（環境の保全、創
造）
森林による国土・環境の保全（環境の保全、
創造）
農業生物の育成（農業生物の育成）
作物の特性と栽培環境との関係（農業生物の
育成）
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作物 環境要素が作物に与える影響（作物の特性と
栽培技術）
作物の生育と環境の調節（作物の栽培）

野菜 環境要素が野菜に与える影響（野菜の特性と
栽培技術）
野菜の生育と環境の調節（野菜の栽培）

果樹 環境要素が果樹に与える影響（果樹の特性と
栽培技術）
果樹の生育と環境の調節（果樹の栽培）

草花 環境要素が草花に与える影響（草花の特性と
栽培技術）
草花の生育と環境の調節（草花の栽培）

畜産 環境要素が家畜に与える影響（家畜の生理・
生態と飼育環境）
家畜の生育と環境の調節（家畜と飼料、家畜
の飼育）

食品科学 生産環境の管理（食品の衛生検査）

微生物基礎 自然界の物質環境における微生物の役割（微
生物利用の意義と分野）

植物バイオテクノロジー 有機廃棄物の変換利用（バイオマス・エネル
ギーの利用）

（ ）食品流通 食品流通と環境問題 食品流通の構造と機能
食品の栄養や品質保持と環境条件（食品の品
質と規格）

森林科学 森林生態系での物質循環・森林植生の分布
（森林の生態と分布）
林地保育作業と治山（森林の保育と山地の保
全）
環境保全機能など森林機能の総合的利用（森
林の総合的利用）
環境要因が材木の生育に与える影響（森林の
保育と環境）

森林経営 森林の機能（森林の機能）

農業土木 設計 環境と調和した農業土木構造物の設計（農業
土木構造物の設計）

施工 環境に配慮した工事施工（農業基盤整備と自
然環境）

造園計画 造園計画の意義と緑地環境の役割（造園計画
と緑地環境の役割）
環境条件と公園・緑地の計画・設計（公園、
緑地の計画・設計）
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（ ）地域の環境と造園の様式 環境と造園の様式

造園技術 造園の目的に沿った景観の維持管理（植物及
び工作物の管理）

グリーンライフ 農村景観など農業・農村が持つ機能の活用
（農業・農村の機能の活用）

高等学校（工業教育に関する科目）

工業技術基礎 環境に配慮した工業技術（人と技術と環境）

実習 廃材、排気、廃液の処理の配慮

工業管理技術 生産活動における公害防止（安全管理）

機械工作 災害の予防や安全対策（生産の管理）

原動機 エネルギーの消費と環境問題（エネルギー変
換と環境）
自動車の環境対策（自動車）
原子炉の環境配慮（蒸気原動機）

電子機械 電子機械の環境保全等における重要性（電子
機械の概要と役割）

自動車工学 自動車の環境保全に関する技術（自動車と環
境）

自動車整備 自動車の環境保全装置の整備（自動車の整備
と試験）

電力技術 電力利用の省エネルギー技術（省エネルギー
技術）

建築施工 解体工事の廃材の処理（各種技術）

建築計画 設備における省エネルギーの必要性（建築の
設備）
快適な住環境の計画（建築と環境）

（ ）設備計画 設備工業と自然環境との関わり 設備の基礎

衛生・防災設備 水質基準と水道施設（給水・給湯設備）
排水の種類と下水道施設（排水通気設備）
排水処理の必要性とし尿処理設備の構成（排
水処理設備）
排水の再利用（排水処理設備）
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社会基盤工学 基本的な環境保全（社会基盤システム）
社会基盤施設と景観との関わり（社会基盤シ
ステム）

（ ）エネルギー資源の活用 社会基盤整備の概要
水資源の開発と上下水道（治水と利水）

工業化学 資源などの有効利用における化学工業技術
化学工業技術の環境保全に関する重要性

（ ）有害物質とその取扱い 生活と化学工業製品

化学工学 熱の有効利用や省エネルギー・省資源
廃棄物の再利用

地球環境化学 自然環境の保全と人間生活・生態系の関わり
地球環境保全における化学技術の重要性
化石燃料が地球環境に与える影響（資源とエ
ネルギー）
資源やエネルギーの有効利用（資源とエネル
ギー）

（ ）大気汚染の原因・調査方法 自然環境の調査
（ ）水質汚濁の原因・調査方法 自然環境の調査

廃棄物の再資源化技術（環境の保全と化学技
術）
環境保全のための製造工程や環境汚染物質の
処理技術（環境の保全と化学技術）
環境保全に関する法規（環境保全に関する法
規）

工業材料 工業材料のリサイクル（環境と材料）
環境に安全な工業材料の製造・活用（環境と
材料）

材料加工 生産工場における大気汚染対策（工業材料の
製造管理）
生産工場における水質汚染対策（工業材料の
製造管理）

セラミックス技術 セラミックス資源の再利用技術（セラミック
技術と安全）
セラミックス製造における環境保全（セラミ
ック技術と安全）

インテリア計画 インテリアの環境条件（インテリアの環境条
件）

デザイン技術 室内等の環境構成デザイン（環境構成デザイ
ン）
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高等学校（商業教育に関する科目）

ビジネス基礎 環境問題に関する新たなビジネス（経済生活
とビジネス）

国際ビジネス 環境問題に対する企業の社会的責任（我が国
の企業経営）

商品と流通 商品の特性と環境問題（商品）

高等学校（水産教育に関する科目）

水産基礎 海と人間の関わり（海のあらまし）
水産資源・海洋環境の保全と管理（海のあら
まし）

漁業 海の汚染防止（漁業と水産生物）
海の生態系、食物連鎖（漁業と水産生物）

船用機関 船舶に必要な環境汚染防止装置（補機）

栽培漁業 環境改善、漁業管理の技術（栽培技術）

水産生物 水産生物と環境との関わり、生態系

海洋環境 地球環境の変化と海洋環境との関わり（海洋
・陸水環境の保全）
水産資源と海洋・陸水の環境管理（海洋環境
管理の概要）
海洋環境に関する法規（海洋・陸水環境の保
全）
栽培漁業における環境要因（栽培漁業を取り
巻く環境）
漁場の環境特性（漁場環境と調査）
水質等の調査方法（漁場環境と調査）
海洋工事と環境保全（海洋工事と環境保全）
水産生物の生育に必要な環境造成技術（海洋
工事と環境保全）
陸水の環境要因（海洋・陸水環境の保全）
水産生物の生育と環境（栽培漁業を取り巻く
環境）
遊魚と環境との関わり（栽培環境を取り巻く
環境）

水産食品製造 食品製造に起因する水質汚濁と排水処理方法
（海水及び廃棄物の処理）
水産食品製造に起因する公害対策（排水及び
廃棄物の処理）

ダイビング 環境保全に配慮したダイビング
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高等学校（家庭（専門）教育に関する科目）

消費生活 環境保全の考え方を踏まえた消費生活（消費
行動と環境保全）

リビング 健康で安全な室内環境、自然環境（住生活と
デザイン と環境）

公衆衛生 現代の環境問題、生活環境の保全

高等学校（看護教育に関する科目）

看護基礎医学 健康を増進するための環境保全（消費行動と
環境保全）
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２ 学校教育における環境教育の内容と熊本県環境基本計画との対応図

小 学 校

分野別 大気環境 地球環境 電気・ガスと生活・産業とのか
かわり（社会科３・４年）

電気や光の働き（理科４年）

食糧の確保（社会科５年）

暮らし方（家庭科５・６年）

燃焼と空気（理科６年）

大気 大気の汚染（社会科５年）

水環境 水循環、河 水と生活・産業とのかかわり
川・海洋 （社会科３・４年）

（ ）下水道と生活 社会科３・４年

自然界の水の行方（理科４年）

水質の汚濁（社会科５年）

流水の働き（理科５年）

水溶液の性質（理科６年）

地下水 森林の働き／地下水のかん養
（社会科５年）

廃棄物・ 廃棄物 ごみと生活（社会科３・４年
資源利用

（ ）資源利用 ものの再利用 家庭科５・６年

生活環境 身の回りの清潔や生活環境（体
育科３年）

公害の防止と生活環境の保全
（社会科５年）

暮らし方（家庭科５・６年）
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自然環境 季節の変化と生活（生活科１・
２年）

自然や物を使った遊び（生活科
１・２年）

身近な自然に親しむ（道徳１・
２年）

動植物にやさしい心で接する
（道徳１・２年）

動植物の飼育・栽培（生活科１
・２年）

自他の生命を尊重する
（道徳１～６年）

自然と産業とのかかわり（社会
科３・４年）

自然環境を大切にする（道徳３
～６年）

昆虫や植物の体のつくりと育ち
方（理科３年）

季節と生き物（理科４年）

植物の発芽・成長・結実
動物の発生と成長（理科５年）

森林の働き（社会科５年）

動物の体のつくりと働き
生物と環境（理科６年）

共通的事項 環境保全行動 公徳心をもつ（道徳１～６年）

中 学 校

分野別 大気環境 地球環境 エネルギー資源（理科第１分野
３年）
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環境やエネルギー資源の課題
（社会科地理分野２年）

資源・エネルギー問題（社会科
公民分野３年）

（ ）地球環境 社会科公民分野３年

大気 空気の衛生的管理（保健体育科
保健分野２年）

水環境 飲料水の衛生的管理（保健体育
科保健分野２年）

廃棄物・ 廃棄物 生活に伴う廃棄物の衛生的管理
資源利用 （保健体育分野２年）

生活環境 技術と環境（技術家庭科技術分
野１～３年）

高度成長と公害の発生（社会科
歴史分野２年）

公害の防止等環境の保全（社会
科公民分野３年）

※公害と健康（保健体育科保健
分野２年 （地域の実態に即）

して取り扱う）

（ ）自然環境 自然と人間 理科第２分野３年

（ ）自然と環境 理科第２分野３年

自然の愛護
生命尊重（道徳１～３年）

日本の自然環境（社会２年）

共通的事項 環境保全行動 生活の工夫（技術家庭科家庭分
野１～３年）

公徳心・社会連帯（道徳１～３
年）

環境配慮・ネ 科学技術と人間（理科第１分野
ットワーク ３年）
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作物の栽培（技術家庭科技術分
野１～３年）

国際社会における我が国の役割
（社会科歴史分野２年）

高 等 学 校

分野別 環境全般 現代社会の諸問題（地理Ｂ／現
代に生きる私たちの課題）

人間としての生き方についての
自覚（倫理／現代と倫理）

持続可能な開発（政治経済／現
代社会の諸問題）

生命と環境（理科基礎／科学の
課題とこれからの人間生活）

資源の開発と利用（理科総合Ａ
）／資源・エネルギーと人間生活

科学技術の進歩と人間生活（理
科総合Ａ／科学技術の進歩と人
間生活）

物質と人間生活（化学Ⅰ／物質
の構成）

環境と健康（保健／社会生活と
健康）

資源の再利用、自然エネルギー
の利用（工芸／全体）

大気環境 地球環境 地球世界の形成（世界史Ｂ／地
球世界の形成

人間の活動と地球環境の変化 理（
科総合Ｂ／人間の活動と地球環
境の変化）

原子と原子核（物理Ⅱ／原子と
原子核）
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大気の熱収支と大気の運動（地
）学Ⅰ／大気・海洋と宇宙の構成

自然環境についての調査（地学
Ⅱ／課題研究）

物質とエネルギー（理科基礎／
科学の課題とこれからの人間生
活）

自然環境 環境と生物の反応（生物Ⅰ／環
境と生物の反応）

生態系とその平衡（生物Ⅱ／生
物の集団）

（ ）野外の生物 生物Ⅱ／課題研究

音（自然音、環境音）と人間の
関わり（音楽／表現、鑑賞）

自然と造形物との調和（美術／
表現、鑑賞）

自然愛護、自然保護（美術／鑑
賞）

人間と自然との調和（工芸／表
現）

文化財 工芸と社会や生活との関わり 工（
芸／鑑賞）

共通的事項 環境保全行動 環境と健康（保健／社会生活と
健康）

環境と食品の保健（保健／社会
生活と健康）

環境負荷の少ない生活（家庭基
礎／消費生活と環境）

環境負荷の少ない生活（生活技
術／消費行動と環境）

環境負荷の少ない環境に調和し
た生活（家庭総合／消費生活と
資源・環境）
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環境配慮・ネ 環境問題に関する国際協調（世
ットワーク 界史Ａ／現代の世界と日本）

日本の果たし得る役割（日本史
Ａ・日本史Ｂ／第二次世界
大戦後の日本）

国際協力の必要性（地理Ａ／地
域性を踏まえてとらえる現代世
界の課題、地理Ｂ／現代世界の
諸課題の地理的考察）

高等学校（農業教育に関する科目）

分野別 環境全般 環境と人間生活の相互関係（環
境科学基礎／環境と人間生活）

地域の環境要因と環境調査の方
（ ）法 環境科学基礎／環境の調査

大気環境 地球環境 有機廃棄物の変換利用（植物バ
イオテクノロジー／バイオマス
・エネルギーの利用）

自然環境 生態系における物質循環（環境
科学基礎／環境と人間生活）

森林生態系での物質循環・森林
植生の分布（森林科学／森林の
生態と分布

景観 農村の緑地による景観創造（環
、 ）境科学基礎／環境の保全 創造

造園計画の意義と緑地環境の役
割（造園計画／造園計画と緑地
環境の役割）

造園の目的に沿った景観の維持
管理（造園技術／植物及び工作
物の管理）

農村景観など農業・農村が持つ
機能の活用（グリーンライフ／
農業・農村の機能の活用）

文化財 地域の環境と造園の様式（造園
計画／環境と造園の様式）
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共通的事項 環境保全行動 農業の多面的な役割と人間生活
との関係（農業科学基礎／農業
と環境保全）

森林による国土・環境の保全 環（
、 ）境科学基礎／環境の保全 創造

林地保育作業と治山（森林科学
／森林の保育と山地の保全）

環境保全機能など森林機能の総
合的利用（森林科学／森林の総
合的利用）

環境条件と公園・緑地の計画・
設計（造園計画／公園、緑地の
計画・設計）

環境配慮・ネッ 農業生物の育成（環境科学基礎
トワーク ／農業生物の育成）

作物の特性と栽培環境との関係
（環境科学基礎／農業生物の育
成）

環境要素が作物に与える影響 作（
物／作物の特性と栽培技術）

作物の生育と環境の調節（作物
／作物の栽培）

環境要素が野菜に与える影響 野（
菜／野菜の特性と栽培技術）

野菜の生育と環境の調節（野菜
／野菜の栽培）

環境要素が果樹に与える影響 果（
樹／果樹の特性と栽培技術）

果樹の生育と環境の調節（果樹
／果樹の栽培）

環境要素が草花に与える影響 草（
花／草花の特性と栽培技術）

草花の生育と環境の調節（草花
／草花の栽培）
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環境要素が家畜に与える影響 畜（
産／家畜の生理・生態と飼育環
境）

家畜の生育と環境の調節（畜産
／家畜と飼料、家畜の飼育）

生産環境の管理（食品化学／食
品の衛生検査）

自然界の物質環境における微生
物の役割（微生物基礎／微生物
利用の意義と分野）

食品流通と環境問題（食品流通
／食品流通の構造と機能）

食品の栄養や品質保持と環境条
件（食品流通／食品の品質と規
格）

環境要因が材木の生育に与える
影響（森林科学／森林の生育と
環境）

森林の機能（森林経営／森林の
機能）

環境と調和した農業土木構造物
の設計（農業土木設計／農業土
木構造物の設計）

環境に配慮した工事施工（農業
土木施工／農業基盤整備と自然
環境）

高等学校（工業教育に関する科目）

分野別 環境全般 基本的な環境保全（社会基盤工
学／社会基盤システム）

自然環境の保全と人間生活・生
態系の関わり（地球環境化学／
地球環境と人間）

大気環境 地球環境 地球環境保全における化学技術
（ ）の重要性 地球環境化学／全体
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化石燃料が地球環境に与える影
響（地球環境化学／資源とエネ
ルギー）

エネルギーの消費と環境問題 原（
動機／エネルギー変換と環境）

電力利用の省エネルギー技術 電（
力技術／省エネルギー技術）

設備における省エネルギーの必
要性（建築計画／建築の設備）

エネルギー資源の活用（社会基
盤工学／社会基盤整備の概要）

資源などの有効利用における化
学工業技術（工業化学／全体）

熱の有効利用や省エネルギー・
省資源（化学工学／全体）

資源やエネルギーの有効利用 地（
）球環境化学／資源とエネルギー

大気 大気汚染の原因・調査方法（地
球環境化学／自然環境の調査）

生産工場における大気汚染対策
（材料加工／工業材料の製造管
理）

水循環 水循環、河 水質基準と水道施設（衛生・防
川・海洋 災設備／給水・給湯設備）

水資源の開発と上下水道（社会
基盤工学／治水と利水）

水質汚濁の原因・調査方法（地
球環境化学／自然環境の調査）

生産工場における水質汚染対策
（材料加工／工業材料の製造管
理）

廃棄物・ 廃棄物 解体工事の廃材の処理（建築施
資源利用 工／各種工事）
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排水の種類と下水道施設（衛生
・防災設備／排水通気設備）

排水処理の必要性とし尿処理設
備の構成（衛生・防災設備／排
水処理設備）

排水の再利用（衛生・防災設備
／排水処理設備）

資源利用 廃棄物の再利用（化学工学／全
体）

廃棄物の再資源化技術（地球環
境化技術）

工業材料のリサイクル（工業材
料／環境と材料）

セラミックス資源の再利用技術
（セラミックス技術／セラミッ
クス技術と安全）

自然環境 設備工業と自然環境との関わり
（設備計画／設備の基礎）

景観 社会基盤施設と景観との関わり
（社会基盤工学／社会基盤シス
テム）

共通的事項 環境配慮・ネ 環境に配慮した工業技術（工業
ットワーク 技術基礎／人と技術と環境）

廃材、排気、廃液の処理の配慮
（実習／全体）

生産活動における公害防止（工
業管理技術／安全管理）

自動車の環境対策（原動機／自
動車）

原子炉の環境配慮（原動機／蒸
気原動機）

電子機械の環境保全等における
重要性（電子機械／電子機械の
概要と役割）
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自動車の環境保全に関する技術
（自動車工学／自動車と環境）

自動車の環境保全装置の整備 自（
）動車整備／自動車の整備と試験

快適な住環境の計画（建築計画
／建築と環境）

化学工業技術の環境保全に関す
る重要性（工業化学／全体）

有害物質とその取扱い（工業化
学／生活と化学工業製品）

環境保全のための製造工程や環
境汚染物質の処理技術（地球環

）境化学／環境の保全と化学技術

環境保全に関する法規（地球環
）境化学／環境保全に関する法規

環境に安全な工業材料の製造・
活用（工業材料／環境と材料）

セラミックス製造における環境
保全（セラミック技術／セラミ
ックス技術と安全）

インテリアの環境条件（インテ
リア計画／インテリアの環境条
件）

高等学校（商業教育に関する科目）

共通的事項 環境配慮・ネ 環境問題に関する新たなビジネ
ットワーク ス（ビジネス基礎／経済生活と

ビジネス）

環境問題に対する企業の社会的
責任（国際ビジネス／我が国の
企業経営）

商品の特性と環境問題（商品と
流通／商品）



- 12 -

高等学校（水産教育に関する科目）

分野別 大気環境 地球環境 地球環境の変化と海洋環境との
関わり（海洋環境／海洋・陸水
環境の保全）

水環境 水循環、河 食品製造に起因する水質汚濁と
川・海洋 排水処理方法（水産食品製造／

海水及び廃棄物の処理）

海と人間の関わり（水産基礎／
海のあらまし）

水産資源・海洋環境の保全と管
理（水産基礎／海のあらまし）

海の汚染防止（漁業／漁業と水
産生物）

陸水の環境要因（海洋環境／海
洋・陸水環境の保全）

生活環境 水産食品製造に起因する公害対
策（水産食品製造／排水及び廃
棄物の処理）

自然環境 海の生態系、食物連鎖（漁業／
漁業と水産生物）

水産生物と環境との関わり、生
態系（水産生物／水産動物）

水産生物の生育と環境（海洋環
境／栽培漁業を取り巻く環境）

遊魚と環境との関わり（海洋環
境／栽培漁業を取り巻く環境）

共通的事項 環境配慮・ネ 船舶に必要な環境汚染防止装置
ットワーク （船用機関／補機）

環境改善、漁業管理の技術（栽
培漁業／栽培技術）

水産資源と海洋の環境管理（海
洋環境／海洋環境管理の概要）
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海洋環境に関する法規（海洋環
境／海洋・陸水環境の保全）

栽培漁業における環境要因（海
洋環境／栽培漁業を取り巻く環
境）

漁場の環境特性（海洋環境／漁
場環境と調査）

水質等の調査方法（海洋環境／
漁場と調査）

海洋工事と環境保全（海洋環境
／海洋工事よ環境保全）

水産生物の生育に必要な環境造
成技術（海洋環境／海洋工事と
環境保全）

環境保全に配慮したダイビング
（ダイビング／全体）

高等学校（家庭（専門）教育に関する科目）

分野別 生活環境 健康で安全な室内環境、自然環
境（リビングデザイン／住生活
と環境）

共通的事項 環境保全行動 環境に配慮した消費生活（消費
生活／消費行動と環境保全）

現代の環境問題、生活環境の保
全（公衆衛生／環境衛生）

高等学校（看護教育に関する科目）

共通的事項 環境保全行動 健康を保持増進するための環境
保全（看護基礎医学／生活と環
境）



- 1 -

No1３ 環境教育のテーマ例「地球環境」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

地球環境問題 地球環境問題は、被害・ ある問題の結果が別の問題の 地球環境問題の特徴は、長い時間をか ＨＰ

影響が一国にとどまらな 原因になっているなど、地球 けて進行しているが、近年急速に人類 ・国立環境研究所

い問題や国際的な取組み 環境問題は相互に複雑に結び の生存基盤に深刻な影響を与えること http//www.eic.or.jp/ecolif/

が必要な問題で、具体的 つき合っている。また、非常 や、複雑にからみあっていることを理 c001.html

には地球温暖化、オゾン に長い時間をかけて進むプロ 解させる。

層の破壊、酸性雨及び以 セスがあり、人類の生存基盤 また、地球規模の問題であるため、自

下に挙げる問題がある。 に深刻な影響を与えることか 分たちの問題としてとらえることが難

特徴として、個々の問題 らその解決が難しい。 しいが、私たちに何ができるのかを考

が大気や水、生態系の動 また、そういったことから自 えさせる。

きや世界経済を通じて相 分たちが何をしても変化はな

互に複雑に結びつきあっ いと考えがちになる。

ている。

森林の減少の 過度の焼畑耕作、薪炭材 森林減少の背景に貧困や人口 森林減少の背景を理解させ、私たちが ＨＰ

原因 の過剰採取、森林以外の の増大という社会的・経済的 日常生活や事業活動で木材資源をどの ・国立環境研究所

放牧地や農地などへの用 な原因がある。先進国を中心 ように消費していることかなど森林減 http//www.eic.or.jp/ecolif/

途転用、不適切な商業伐 とした森林資源の大量の輸入 少の原因及び循環型社会にむけた木材 c008.html

採などにより森林が失わ 消費も原因の一端となってい 利用と森林管理のあり方について考え

れて、植林も行われずに る。また、伐採後の植林など させる。

いる。 の適正な管理も十分ではない

という課題もある。

森林減少の影 森林減少により、そこに 一度絶滅した種は、再び人間 森林の持つ機能を理解させ、森林の破

響 生息する野生生物種の減 の力で作り出せない。 壊が私たちの生活に直接・間接的にど

少、土壌の流出、森林に 北方針葉樹林については、気 のような影響があるのか考えさせる。

蓄積された炭素の放出に 候条件が厳しいことから回復

よる温暖化の進行、水源 に時間がかかり、熱帯雨林で

の涵養機能や熱循環機能 は、養分の流出や分解が激し

などの低下がなどの影響 いため森林の再生が大変難し

がある。 い。
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項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

私たちの暮ら 私たちの身の回りには木 大量消費型・大量廃棄型の社 私たちの大量消費・大量廃棄型の社会 資料

しとの関わり 材を資源とする製品が非 会を見直し、森林資源の有効 も森林破壊の原因の一つになっている ・熊本県林業統計要覧

常に多くあり、日々木材 活用を図っていく必要があ ことを理解させ、日常生活で使用して 熊本県林務水産部発行

資源を大量に消費してい る。 いる紙などの木材製品を無駄に使って

る。しかし、その木材を 生物の生息地などの機能があ ないか、リサイクルできなかなどを考 ＨＰ・パンフ：森林を活かす

生産している森林・林業 り、いかに保全していくか。 えさせる。また、熊本の森林の状況、 http://www.pref.kumamoto.jp/in

の現状がほとんど理解さ 持続可能な森林利用のあり方を考えさ dustry/sinrin/index.html

れていない。 せる。

世の中の動向 森林保全のために、地球サミットにおいて「森林原則声明」が採択され、また、ＦＡＯ（国連食糧農業機関 、ＵＮＥＰ（国連）

） （ ） 。（世界、国、 環境計画 やＩＴＴＯ 国連熱帯木材機関 などの国際機関によって森林保全のための様々なプロジェクトが実施されています

県等）

砂漠化の原因 干ばつなどの気候的要因 気候的要因と人為的要因によ 食糧生産基盤の悪化、生物多様性の喪 ＨＰ

と過放牧、薪炭材の過剰 り砂漠化が進展しそれがまた 失や気候変動への影響など砂漠化の影 ・国立環境研究所

伐採などの人為的要因が 気候変動や過放牧などの人為 響を理解させ、その背景には、開発途 http//www.eic.or.jp/ecolif/

相互に影響しあって砂漠 的要因の原因となるなど、悪 上国の貧困、人口増加といった社会的 c009.html

化が進行している。 循環によりますます砂漠化が ・経済的な要因があることを考えさせ

進行してしまう。 る。

人為的要因の背景には、開発

途上国の貧困、人口増加とい

った社会的・経済的な原因が

ある。

砂漠化の影響 砂漠化の影響は、食糧生 砂漠化は地球上の全陸地の約

産基盤の悪化、生物多様 ２５％にも及んでおり、砂漠

性の喪失、貧困の加速、 化の影響が、また砂漠化を含

気候変動への影響、都市 めた環境問題の原因となる悪

への人口集中、難民の増 循環が生まれる。

加などがある。
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項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

砂漠化への取 国連レベルでの取組みが 砂漠化の実態の観測・監視や 砂漠化の研修調査、植林事業や乾燥地

組み 行われている。 機構解明、乾燥地農業などに 農業の指導などの国際協力などに理解

関する研究調査や植林事業な を示し協力していく必要があることを

どを行って行く必要がある。 考えさせる。

世の中の動向 1968～73年に起きたアフリカの干ばつを契機に、77年に国連砂漠化防止会議が開催され、ここで砂漠化防止行動計画が採択され

（世界、国、 ました。さらに94年砂漠化防止条約が合意されるなどして、地球規模で砂漠化の問題に対応する体制が整い各種対策が進められ

県等） ています。

生物種減少の 野生生物種の減少は、直 世界的に野生生物種の絶滅が 人間によって絶滅した種や絶滅に瀕し 資料

原因 接的な乱獲や密猟のほ 進行しており、国内でも数多 ている種が増加していることを理解 ・熊本県の保護上重要な野生動植

か 森林破壊 海洋汚染 くの野生動植物が絶滅危惧種 し、それは、他の環境問題に起因して 物（ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸくまもと）、 、 、

砂漠化などの生息域の破 にあげられている。 いることを考えさせる。また、種の絶 ・くまもとの希少な野生動植物

壊・減少や地球温暖化、 滅が人類にどのようなマイナス面をも （レッドデータブック普及版）

や酸性雨などによっても たらすかをを考えさせる。 熊本県自然保護課

進行している。 ・日本の絶滅のおそれのある

野生生物

生物種減少の 直接的には 生物資源 食 人類の活動によって多数の種 野生生物種の減少が進むことにより、 脊椎動物編、 （

影響 糧、医薬品等）遺伝子資 が絶滅している。一度絶滅し 生態系に変化が起き、人類の生存環境 爬虫類・両生類

源の減少や、観光資源の た生物種は、再び作り出すこ にも影響が出てくることがことが心配 植物Ⅰ（維管束植物）

減少がある。 とはできない。 されることを理解させ、種の保存を行 植物Ⅱ（維管束植物以外）

野生生物の減少により、 野生動植物が絶滅することに って行く必要性を考えさせる。 （財）自然環境研究センター

密接に関わり合った生物 より生態系が変化し、どのよ ＨＰ

種の相互関係が崩壊し他 うな環境変化が引き起こされ ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ自然研究所（環境省）

の生物へ影響がある。 るか予測困難である。 http//www.sizenken,biodic.
go.jp

生物種減少へ 条約等により絶滅のおそ 種の減少が、最も進行してい 私たち自身も、身近な環境保全に取り ・国立環境研究所

の取組み れのある種の保護や種の ると考えられるのは、熱帯雨 組むことや、それらの施策に取り組ん http//www.eic.or.jp/ecolif/

生存に重要な場所の保全 林地域でそのほとんどは、開 でいる団体等への協力など取組み可能 c007.html

等が行われている。 発途上国である。 なことを考えさせる。
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世の中の動向 野生生物種の保護、生物多様性の保全のために 「絶滅のおそれのある野生生物種の種の国際取引に関する条約 （ワシントン条、 」

（世界、国、 約 「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約 （ラムサール条約 「生物の多様性に関する条約 （生物多様）、 」 ）、 」

県等） 性条約）などが締結され野生生物の減少に対して歯止めをかける取組みが行われてます。

また、国においては、自然環境保護法等法制度の整備、生物多様性国家戦略の策定などを行い取組みを進めています。

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

海洋汚染 タンカー事故や海洋への 海洋汚染は、多くの国や周辺 海は私たちにとっても身近な存在であ ・国立環境研究所

汚染物質の投棄、河川な 国に影響を及ぼすとともに、 り、海洋汚染の進行により生態系の破 http//www.eic.or.jp/ecolif/

どを通じた陸起源の汚染 汚染からの回復が容易でない 壊、漁業資源の喪失、有害汚染物質に c010.html

物質の流入、沿岸の開発 ことから、いかに汚染を未然 よる海洋生物への影響や人体への影響

など様々な人為的要因に に防止していくか。 がることが懸念されることを理解し、

より海洋汚染が進行して 巨大な容量を持つ海洋にはかなりの浄

いる。 化機能が備わっているが、このような

海洋汚染により生態系の 浄化機能を持つ海洋において深刻な汚

破壊、漁業資源の喪失、 染が顕在化することは、危機的な状況

有害汚染物質による海洋 にあることを考えさせる。

生物や人体への影響が懸 ごみの投棄や生活排水の問題など日常

念される。 生活の中で取り組めることもあること

を考えさせる。

世の中の動向 陸上で発生した廃棄物の海洋投棄及び洋上焼却に関する規制を行う（ロンドン条約）や船舶からの油や有害液体廃棄物、廃棄物

（世界、国、 の排出などに関する規制を行う（マルポール条約）が採択・発効されています。また日本では、中国、韓国、ロシアの４カ国の

県等） 間で「北西太平洋地域海域行動計画」が採択され日本海及び黄海を対象に、データベースの開発、環境関連法・政策の調査、共

同モニタリング計画、海洋汚染防止のための計画などが実施されています。

開発途上国の 開発途上国では 工業化 開発途上国においては 資金 開発途上国で環境（公害）問題がなぜ ・国立環境研究所、 、 、 、

公害問題 都市化などの進展に伴 技術、人材、経験などが不足 深刻化しているかを理解させ、それが http//www.eic.or.jp/ecolif/

い、大気汚染、水道汚濁 しており、自国の努力のみに 地球温暖化や酸性雨問題などを始め他 c012.html

などの公害問題が深刻化 よる改善には限界がある。こ の環境問題の原因となるため決して対

している。 のため、先進諸国や国際機関 岸の火事ではすまされないことを考え

環境汚染が生じる背景に などによる支援が必要。 る。

は、急速な開発や人口増
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項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

加、人口の大都市への集

中などに対して都市基盤

や公害防止施設・制度の

整備が追いつかないこと

がある。

世の中の動向 開発途上国においては、国内において法や体制の整備、生活環境保全等に係る機器の導入、上下水道の整備などのほか、途上国

（世界、国、 間においては、情報、技術等環境協力を行うなどの連携を行っている。

県等） また、日本をはじめとした先進国は、開発途上国に対して、モニタリングや情報提供、人材育成を行うほか、ＯＤＡなどによる

資金・技術援助を行っている。

有害廃棄物の 廃棄物の量が年々増大 有害廃棄物の越境移動は、先 経済的な問題、各国間での廃棄物処分 ・国立環境研究所

越境移動 し、内容も複雑化する中 進国から開発途上国に運ば のための法規制が異なることなどから http//www.eic.or.jp/ecolif/

で、特に発生国において れ、廃棄物の有害性が極めて 起こることを理解させる。 c011.html

処分に困った有害な廃棄 高いケースが多いため、移動

物が国境を越えて発生国 先において適切な処理・処分

以外の国において処分さ がなされなず、深刻な環境汚

れる事例が増えている。 染につながる事例が多い。

有害廃棄物の越境移動

は、廃棄物の有害性が極

めて高かったり、受入れ

先国において適正な処分

がなされなかったりした

ために環境汚染につなが

る事例が多く地球的規模

の環境問題となってい

る。

世の中の動向 国際的には、有害廃棄物の国境を越える移動及びその処分の規制を行う（バーゼル条約）が採択され、国においては、バーゼル

（世界、国、 条約に加入するとともに、その国内対応法である「特有有害廃棄物等の輸出入等の規制に関する法律」を制定しています。

県等）
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No1環境教育のテーマ例「地球環境（地球温暖化）」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

地球温暖化の 温室効果ガス排出量の増 このまま、温暖化が進行する 地球の気温を暖かく保つ二酸化炭素の 資料

メカニズム 加、森林破壊などにより と約１００年後地球の平均気 役割を理解するとともに、二酸化炭素 ・熊本県地球温暖化防止行動計画

温暖化が進行している。 温が最大5.8度上昇し、様々 の増加により地球の気温が上昇してい ・熊本県版環境家計簿（エコライ

な影響が予想される。 ることを理解させる。 フカレンダー）

（熊本県環境政策課）

・ 2001ストップ・ザ・オンダンカ

地球温暖化の 異常気象の発生件数の増 温暖化の進行により、気候へ 温暖化の進行は、海面の上昇だけでな ・急激に温暖化した２０世紀

影響 加など地球温暖化の影響 の影響自 自然環境への影響 く様々な影響があることを理解させ、 ・身近な地球温暖化対策、 、

と考えられる現象が各地 社会環境への影響などが予想 温暖化が進むとどういった影響が及ぶ （環境省）

２で起こっている。 される。 のかを考えさせる。 ・家庭で減らすＣＯ

・地球にやさしい乗り物を選ぼう

温室効果ガス 産業革命以降エネルギー 先進国が、二酸化炭素の大半 石油や石炭などの化石燃料を燃やすこ （全国地球温暖化防止推進ｾﾝﾀｰ）

二酸化炭素 消費量の増加に伴い温室 を排出しているが、今後は発 とによって二酸化炭素を排出している（ ）

の排出量 効果ガス排出量が増加し 展途上国からの排出量の増加 ことを理解し、資源やエネルギーを無 ＨＰ

ている。 が予想される。 駄に使わない社会システムの必要性な ・環境省

どを考えさせる。 http//www.eic.or.jp/ecolif/

・国立環境研究所

国際的な取組 1992年気候変動枠組条約 京都議定書については、各国 ＥＵとアメリカ、先進国と発展途上国 http//www.eic.or.jp/ecolif/

み が締結され温室効果ガス の主張の違いから、未だ発効 など各国の立場の違いを理解し、日本 c001.html

の排出抑制のために国際 していない。 は、今後どのような立場を取って交渉 ・全国地球温暖化防止推進ｾﾝﾀｰ

会議が行われている。 をすすめるべきかを考えさせる。 http//www.jccca.org

・省エネルギーセンター

http//www.ecoj.or.jp

暮らしのなか 私たちは、日々エネルギ 私たちが日常生活で消費して 日常生活の中で、無駄に使っている資

でできる温暖 ーや資源を当たり前のこ いる電気やガソリンなどのエ 源やエネルギーがないかを見直し、そ

化対策 ととして消費して生活し ネルギー量は、年々増加して の無駄も二酸化炭素の排出に結びつく

ている。 いる。 ことを理解させ、今後どういったこと

に気をつければいいのかを考えさせ

る。
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No2

植物の働き 世界的には、経済活動に 森林を守り、今後いかに森林 植物の光合成や生態系内での植物の役 地球温暖化防止活動推進員

より森林の面積が減って を増やしていくか。 割、森林が持つ機能などを理解させ、 ボランティアで地球温暖化対策

きている。 植物や森林の大切さを考えさせる。 の普及啓発を行う地球温暖化防止

また、今後どのように森林を守り、増 活動推進員が、全市町村に最低１

やしていくのか考えさせる。 名 合計１２１名います。

問い合わせは、

社会全体で取 世界では、京都メカニズ 経済発展の問題との関連や国 世界や国で行われている・行われよう 県環境政策課、

組む温暖化対 ムいついての検討され、 民にどのように理解を求めて としている施策を理解し、今後必要な 各地域振興局総務企画課

策 国においても様々な対策 いくかなどを考えながら政策 政策にはどのようなものがあるのかを

が実施され、また、新た を実施する必要がある。 考えさせる。

に環境税なども検討され

ている。

他の環境問題 地球温暖化は、他の環境 互いの関連は、例えば、地球 他の環境問題と関連性があることを理

との関係 問題とも深い関係があ 温暖化が進むと他の地球環境 解し、一つの事象が様々な分野に影響

る。 問題も同時により深刻になる を及ぼすことを考えさせる。

といった恐れがある。

世の中の動き 国際的には、1992年気候変動枠組条約締結され、1997年 第３回締約国会議（京都会議）で先進各国の温室効果ガス排出量につ

（世界、国、 いて数値目標を盛り込んだ京都議定書採択、アメリカの京都議定書の離脱問題があったものの、2000～2001年第６回締約国会議

県等） において京都議定書の中核要素（吸収源、京都メカニズムなど）についての基本的合意がなされ、京都議定書の発効に向け一歩

前進しました。

国においては、1990年地球温暖化防止行動計画が策定され地球温暖化対策を総合的かつ計画的に推進していくための政府とし

ての方針等が示された。京都会議を契機として、1998年に地球温暖化対策推進大綱を決定しあらゆる政策手段を動員して着実に

京都議定書の６％の削減目標が達成されるよう総合的な施策を計画的に推進することとした。また、1998年省エネルギー法改正

により工場・事業所における省エネルギーと自動車や電化製品のエネルギー消費効率のさらなる改善を規定した。そして、1998

年地球温暖化対策推進法を制定し、国、地方公共団体、事業者及び国民が一体となって地球温暖化対策に取り組むための枠組み

が定められました。

1990年熊本県環境基本条例、2000年に地球温暖化防止に向けた県庁率先実行計画を策定し、県庁が一事業者として率先して温

室効果ガスの削減を図ることとした。2001年に熊本県地球温暖化防止行動計画を策定し、2010年の熊本県の温室効果ガスを1990

年比で６％削減することを目標に県民、事業者、行政がパートナーシップのもとで、それぞれの役割に応じた取り組みを図るこ

ととしました。



- 8 -

環境教育のテーマ例「地球環境（オゾン層破壊）」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

メカニズム 放出されつづけたフロン 環境中におけるフロンの寿命 地上に到達する太陽光の中の有害紫外 ○パンフレット

「 」 ）により、オゾン層が破壊 は数十年といわれているが、 線の存在を知らせる。 オゾン層を守ろう (環境省編

され現在にも続いてい その対応及び解決策が解明さ 「守ろう地球、オゾン層」

る。 れていない。 (経済産業省編）

○VTR

フロンとは 安定した物質で、取扱い 過去に放出された特定フロン 毒性、刺激性がなく、安全といわれな ・地球環境問題①「オゾン層の破

も容易。冷媒、洗浄剤等 がなおも存在する。 がら、何故環境問題につながったのか 壊(一般対象 」）

に使用されていた特定フ 代替フロンは地球温暖化を進 を考えさせる。 ・おばけ大作戦‐地球SOS②｢オゾ

ロンは製造中止。オゾン めるという新たな問題が生じ ン層破壊編(アニメ 」）

層破壊係数が低い代替フ ている。 ＊熊本県環境ｾﾝﾀｰ所有

ロンが主になっている。 ○環境省ホームページ

http://www.env.go.jp/

健康被害 有害紫外線が増え、皮膚 日光浴は身体によいというこ １日の中で、また季節で紫外線の量・ 熊本県環境センターホームペー

ガンや白内障等が増加す れまでの常識が通用しなくな 強さが異なることを知らせるととも ジ

る。 っていること。 に、健康への被害状況を知らせる。 http:/www.kumamoto-eco.jp

私たちにでき 冷媒だけでなく、断熱材 断熱材製造に利用されたフロ 生活面でのフロンによる恩恵を考えさ

ること 製造にもフロンが使用さ ンの回収技術が確立されてい せる。

れている。 ない。

世の中の動き オゾン層保護問題は、他の地球環境問題に先駆けて検討が行われており、既に「ウィーン条約 （１９８５年）及び「モント」

リオール議定書 （１９８７年）が採択され、国際的にオゾン層破壊物質の生産量及び消費量の削減が義務付けられています。」

日本では、１９８８年に「特定物質の規制によるオゾン層の保護に関する法律（オゾン層保護法 」を制定して、１９８９年７）

月からオゾン層破壊物質の生産・輸出入の規制を開始するとともに、その需要を円滑かつ着実に削減していくための施策を行っ

ています。

、 、 （ ） 。また 現在も冷蔵庫等に使用されているフロンについて 適性に回収・処理 破壊 を行うよう法律・条例が整備されました

「家電リサイクル法 （平成１３年４月施行 、フロン回収・破壊法（平成１４年４月施行 、熊本県生活環境の保全等に関する」 ） ）

条例（平成１２年１月施行）
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環境教育のテーマ例「地球環境（酸性雨）」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

メカニズム 化石燃料の燃焼に伴い、 狭い地域でなく、地球規模の エネルギー利用量の変遷と環境問題の ○環境白書総説(環境省編）

酸の基 硫酸根や硝酸根 問題であり、一国では対応が 関わりを知らせ、酸性雨のメカニズム ○VTR（ ）

が生成され、雨に溶けて 難しいこと。 を理解させる。 ・地球環境問題③「酸性雨（一般

強い酸となり雨に混じっ 対象 」）

て降ってくるもの。 ・おばけ大作戦‐地球SOS③｢酸性

PH 雨編(アニメ 」５．６以下の雨をいう。 ）

○環境省ホームページ

環境の現況 日本国内でも、全国的に 国内の発生源は改善されてい 酸性雨は 地球環境問題の一つであり http://www.env.go.jp/、 、

・発生源との 観測されている。 るのに何故、酸性雨ができる 大気の動きは大陸を包み込む大きな流

関わり 熊本県内での継続して観 のか解明されていないこと。 れであることを理解させる。

測されている。

環境 ･人への 欧米で森林の枯損 被害の修復（環境の復元等） 環境破壊の代償は極めて大きく、環境

影響 北欧、北米における湖水 はできるのか目途が立ってい 復元には膨大な時間と費用を要するこ

の酸性化、水生生物の死 ないこと。また、日本でも酸 とを理解させる。

滅。 性雨による影響と思われる森

文化財の被害。 林の立ち枯れやコンクリート

霧雨による人の目や皮膚 からの石灰分の溶出が見つか

に対する刺激。 っていること。

私たちにでき 原因が化石燃料に起因す 化石燃料に代わるエネルギー 生活の中でのエネルギーの使用を考え

ること ること、その燃料はあら は何か。風、太陽光･熱等の る態度を育てる。

ゆる工場で使用されてい 代替エネルギーの利用促進。

る。

、 、世の中の動き 酸性雨問題に関して 北米やヨーロッパでは湖沼や森林等の生態系あるいは遺跡等の建造物などへの影響が早くから問題となり
昭和５４年には「長距離越境大気汚染条約（ウィーン条約 」が締結され、これに基づき国際的取組が進められた。）
一方、東アジア地域においても、各国の経済発展に伴い硫黄酸化物、窒素酸化物の排出量が増大し、酸性雨問題が現実のものと
なりつつあることから「東アジア酸性雨モニタリングネットワーク」が平成１３年から本格稼動。
国内では、環境省が被害の未然防止を図るため、専門家による「酸性雨対策検討会］を設置し昭和５８年度から本格的な実態把
握のための調査を開始。
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環境教育のテーマ例「大気環境」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

大気汚染 一般大気環境は高度経済 自動車社会の現状から如何に ・必要以上に自動車を利用していない

成長期に比べ改善されて 脱皮するか。 か、また無駄なエネルギー消費をして ○熊本県環境白書(当年版）

いる。しかし、都市にお いないかを考えさせる。

ける道路沿道においては ○VTR

悪化傾向。 熊本県環境センター映像資料

から「大気質編」１１種類
発生源 工場は排出規制を受けて 技術的開発がおくれていた。 ・自動車の環境影響が大気汚染だけで

おり 対策は進んでいる 今、燃料系、機械系双方に目 なく、騒音問題、地球温暖化問題とも、 。

自動車については、ﾃﾞｨｰ 途が立ちつつある。 関わっていることを理解させる。 ○環境省ホームページ

ｾﾞﾙ車対策が遅れている http://www.env.go.jp/

熊本県環境センターホームペー
汚染物質 ①燃焼によるもの ①環境基準が守られていない ・燃原料の成分から汚染物質が発生す ジ

：二酸化硫黄、二酸化 ところが道路沿道、都市部に る仕組みを理解させる。 http:/www.kumamoto-eco.jp

窒素、浮遊粒子条物 集中する。

質（SPM)等

②最近の問題

：ベンゼン、テトラク ②生産過程で多くの化学物質

ロロエチレン等有害 が使用されている。

大気汚染物質

・窒素酸化物、SPMによ ・低濃度でも長期の暴露で被 ・普段の生活の中で清浄な空気の存在

健康影響 る呼吸器疾患。 害生じる。 の大切さ自覚していないことを理解す

・有害大気汚染物質の発 させる。

ガン性

我々にできる 無頓着にものを買い、も 身の回りのものの殆どが工場 ・３Rを理解させる。

こと のを棄てる。 で生産されたもので、その全

てに多くの燃原料が使用され

ていることに気づいていな

い。

世の中の動向 自動車について、ディーゼル規制が大型車についても対象となった。

（世界、国、 有害大気汚染物質について、環境基準が徐々に設定されている。

県等）
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No1環境教育のテーマ例「水環境（水全般）」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

・ 水の学習～授業の実施に向けて～」水の循環とは 水はいろいろな形態をとり 社会の進歩とともに、人間は 水の循環を視覚的なイメージで捉え、人間 「

・ 新みんなで守ろう くまもとの水」のながら循環をしているが、 多大の水を浪費し、環境破壊につ によって質及び量の健全なサイクルが壊れ 「

啓発ビデオその健全な「水の循環」が ながるような水の使い方をしてい つつあることを理解させる。

「 」（ ）壊れつつある。 る。 ・啓発資料 くまもとの水 指導書も含め

～以上共通資料～

（熊本県環境保全課水保全対策室）

熊本県は生活用水の大部分 最近 地下水の涵養量に比べて 熊本県は豊富な地下水に恵まれた地域であくまもとの水 、 、
を地下水にたよっている。 使用量の方が増え、近い将来地下 るが、今のままでは将来地下水の枯渇を招 ・パンフレットについて
水を求めて、また水害を る。 ①「水の大切な使い方」水の枯渇を招く可能性がある く可能性があることを知らせ、自分達の生

防ぐため、昔から様々な取 水と人との関わりの歴史の理解 を育てる。 ②「家庭でできるカンタン節水」活を見直す態度
組みが行われている。 が不足している。 水道水や産業用水は、人々の苦労の上で （熊本県環境保全課水保全対策室）

利用できており、感謝の念のもとに、水に
関わる地域文化（雨乞太鼓、踊りなど）を
理解させる。

・パンフレット
「日本の水」節水について 人間が使える水は地球上 １人の人間が１日あたり平均 限りある水資源を大切に使う節水の態度

（熊本県環境保全課水保全対策室）の水の０．８％に過ぎない バケツ４５杯分の水を使ってい を育てる。

が、私たちはその限りある る。このままでは、水の使用量が

水を無駄に使っている。 多くなって、日常生活に支障をき

たすようになる。

日常生活の中で、気づかな いかに環境汚染にならないよ 日常生活の中で、環境汚染につながる生川や海の汚染

いうちに、米のとぎ汁など うに、生活排水を処理していくの 活排水の存在に気づき、環境をよりよくし防止のための

環境汚染につながる生活排 かの啓発が不足している。 ていこうとする態度を育てる。意識づけ

。水が無意識に出されている

水はいつも当たり前にある 近い将来、深刻な水不足をはじ これまでの学習を振り返って、作文の読み私達にできる

ものと思って、時々無駄に め、直面するであろう環境問題に 合わせや話し合い活動を通して、節水や水こと

使っている。 関する危機意識が少ない。 環境保全のための実践的な活動目標を設定

し、行動できる態度を育てる。

世の中の動向 豊富な地下水に恵まれている熊本県でも、近い将来、水が質量ともに深刻な状況を迎えることが予測されている。

（世界、国、県 県でもそれをみこして地下水涵養のための手だてを、長期的な展望に立ってすすめている。

、 、 。 。等） 世界を見渡すと 水に恵まれていない地域では 水は非常に高価なものとして扱われている 時には地域や国家同士の紛争に至ることも考えられる

将来を担う子ども達にきちんとした環境教育をしておくことは、我々大人の責務であると考えられる。
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No2

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

川の水環境調 県で調査マニュアルを作 更なる実務指導者の育成 啓発促進のため、各地で、地区毎の指 資料

査 成し、実施の普及と環境 導者の必要性を理解させる。 ・川の水環境調査のてびき

保全への啓発を図ってい （熊本県環境保全課）

る。

水 生 生 物 調 県で研修会を開催するな 指導者対象の研修と、小中学 単に調査を行ってみることから始め、

査、水質簡易 ど、普及を図っている。 生など次世代を担う子供達へ 結果の評価、その意味あいを理解させ

調査等 の普及がさらに必要。 る。

住民等への指 各地域振興局で実施され 地域の川の特性などに応じた 水質汚濁と生活への関わり、水質汚濁

導、啓発活動 ているが、地域の特性な 普及、啓発が必要。また、海 防止のための取組みの方法を考えさせ

どで実態が異なる。 岸については、別の取り組み る。

が必要。

発展的理解と 県で作成した調査マニュ 水生生物の調査による水質判 指標生物の意味を理解させ、さらに他

活動 アルについて、部分的な 定、水質簡易調査や、周辺の の水質調査結果との比較検討などを通

調査に終わっていること 観察との組み合わせによる総 して水質汚濁と人間生活の関わりに気

が多い。 合的環境保全評価が必要。 づかせる。

調査結果の活 調査結果は、単に結果紹 調査実施者による検討会等が 調査の実施者について、地域振興局単

かし方 介にとどまっている。 行われていない。 位などで意見交換や、検討会を行うこ

とによって、新たな発展の糸口を見出

させる。

今後の対応 河川現場で調査の実施、 結果の評価、県で実施したも 調査結果を評価させ、今後の水環境保

結果の取りまとめ のとの比較検討。 全にどう活かすかを考えさせる。

世の中の動向

（世界、国、

県等）
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環境教育のテーマ例「水環境（海・川）」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

赤潮発生 赤潮とは、ある種のプラ 赤潮の原因としては、水質中 赤潮が発生する原因を理解させる。 資料

ンクトンが急激に増殖し の栄養塩が増加すると出現す ・熊本県環境白書（当年版）

て水の色を変える また るといわれているが、気象条。 、

海でも湖でも川でも、赤 件などの要因も複雑に絡み合 VTR

くなっても青くなっても っていることから、明確なメ ・熊本県環境センター映像資料

赤潮という。 カニズムは解明されていな 一覧（水質参照）

い。

水質の現状 閉鎖性水域である有明海 水質悪化がこのまま進行して 海の水質を悪くするのは、主として生

・八代海では近年、赤潮 いくと、生物種・数がともに 活排水であり、このほかに工場排水な

が頻発している。 豊富で、多くの固有種を有し ども川を通じて海に入ってきているこ

ている有明海・八代海から生 とを理解させる。

物が少なくなっていく懸念が

ある。

調査 現在は水質に関する化学 海岸で底質や生物の状況を調 海岸の底質（特に潟土）の色や臭いを

的な分析による調査を行 べたいが、川の水環境調査と 嗅いでみたり、土を採取して生物がい

っている。 違って確立した調査方法がま るかどうか、またどんな種類がいたの

だないので、どういうふうに かだけでも記録させながら、海の状況

行えばいいのかよくわからな を知らせる。

い。

私たちにでき 海や川を汚す要因の一つ 生活排水の処理がされないま 家から出る生活排水をどのようにすれ

ること として生活排水がある。 ま海に流れている場合がまだ ば少なくできるのか、また、どのよう

まだ多い。 にすれば少しでもきれいな水を出せる

のかを考えさせる。

世の中の動向

（世界、国、

県等）
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環境教育のテーマ例「水環境（生活排水）」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

生活排水問題 生活排水とは、し尿と 河川の汚濁の原因の６０％以 生活排水とは何か、生活排水が河川 資料

ふるさとの川や海をきれいにとは 生活雑排水 台所 風呂 上は、生活排水と推定されて の汚濁の６０％以上を占めることを理（ 、 、

（熊本県環境保全課）洗濯などからの排水）で いる。 解させる。

あるが、生活雑排水の発

生負荷量が、生活排水の

発生負荷量の約７割をし

める。

排水対策の意 生活雑排水対策として 学校教育も含めて、排水対策 どのような排水対策がなされているか

義 は、ハード面では、公共 の必要性を啓発し、条件整備 を知らせ、まだまだ整備が必要である

下水道、合併処理浄化槽 をすすめていくことが大切で ことを理解させる。また、施設整備だ

等の整備があるが、平成 ある。 けでなく、日常生活での生活排水対策

１２年度においても整備 が重要であることを理解させる。

率は約５７％であり、そ

の他は無処理で流されて

いる。

今の私達にで ハード面は、年々整備さ ハード面だけでなく、生活雑 川や海の水質を改善するためには、生

きること れている。 排水の汚濁を少なくするため 活排水対策が重要なこと、それには、

の啓発が必要である。 生活雑排水の汚濁を少なくするための

各家庭の協力が必要なことを理解させ

る。

新しい動きを 学校の中でかなり啓発教 地域も含めた学社融合の啓発 生活排水対策のための新しい動きにつ

知る 育が進んでいる。 活動を進めていく必要がある いて知り、自分達の実践していこうと。

する態度を育てる。

世の中の動向 今年８月、有明海で問題になった「赤潮」など、生活排水が要因と考えられる現象が、新聞やテレビで話題となった。

（世界、国、 知事も県議会で、教育における啓発活動が重要であることを、答弁の中で 表明されている。

県等） 今後、地域や行政も一緒になっての生活排水対策の必要性が、より一層求められている。
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NO.1環境教育のテーマ例「自然保護」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

野生生物の 開発や乱獲、化学物質 人間活動がこのまま拡大 多様な野生生物で構成されている生 資料

保護 などによる環境汚染、気 し、自然環境に与える圧力が 態系を保全することは人間の生存基盤 ・熊本県の保護上重要な野生動植

候の温暖化など人間活動 増大していけば、多くの野生 を確保することであり、野生生物種を 物（ﾚｯﾄﾞﾃﾞｰﾀﾌﾞｯｸくまもと）

が及ぼす環境への影響に 動植物種の絶滅によって、生 絶滅から守り多様な遺伝資源を保存す ・くまもとの希少な野生動植物

より、野生動植物種の絶 命の誕生以来進化してきた遺 ることが人類にとっての持続的な発展 （レッドデータブック普及版）

滅が進行している。 伝子資源が失われるだけでな につながることを理解させる。 （熊本県自然保護課）

く、人間の生存基盤である環

境を支えてきた生態系が崩壊 ・日本の絶滅のおそれのある

するおそれがある。 野生生物

脊椎動物編

物質循環に果 地球上には１千万種を 健全な生態系に支えられた 生態系を支えるすべての野生動植物 爬虫類・両生類

たす自然の役 超える多様な生物が生息 物質循環のシステムを無視し 種が炭素や酸素、窒素、リンなどの物 植物Ⅰ（維管束植物）

割 し 有機物の生産や消費 て人類がその活動を拡大して 質の循環に関して一定の役割を果たし 植物Ⅱ（維管束植物以外）、 、

分解、移動という生態系 いけば、さらに大きな環境破 ていることを理解させ、生物による物 （ 財）自然環境研究センター）（

による物質循環のシステ 壊を引き起こし、人間の生存 質循環のシステムが環境の恒常性に寄 ＨＰ

（ ）ムを構成している。これ 基盤そのものを危うくするお 与していることを理解させる。 ・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ自然研究所 環境省

は地球全体の物質循環の それがある。 http//www.sizenken,biodic.

一翼を担って環境の安定 go.jp

に寄与している。本来は ・国立環境研究所

人間の生活もこの循環の http//www.eic.or.jp/ecolif/

輪の中で営まれてきた。 c007.html

しかし、今日の人間によ

る活動は生態系の処理能

力を超えて廃棄物や化学

物質を排出し、活動の拡

大に伴って地球の循環シ

ステムを支える生態系の

破壊を進めつつある。
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No.2

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

自然の適正な 人間の活動は野生動植 現在の自然環境のオーバー 安定した自然環境は現在に生きる者

利用 物の安定した生存の上に ユースが続けば、多様な生物 にとってだけでなく、将来の人間にと

築かれた健全な自然環境 群集で構成された安定した環 っても重要な生存の基盤であることを

を保証するものでなけれ 境のバランスが崩れて、野生 理解させ、自然がもたらす利益を将来

ばならない。今日、趣味 生物種の単純化や移入種の異 に引き継いでいくために、その持続可

や実益だけを求めた野生 常繁殖、森林の荒廃、生物資 能な利用に努める必要があることを理

動植物の無秩序な捕獲・ 源の枯渇などが進行し、人間 解させる。

採取や安易な外来種の導 の生存への悪影響も懸念され

入、資源の乱獲、開発目 る。

的の森林や草原、海岸の

改変などが後を絶たな

い。また、環境の許容範

囲を超えるレジャーの増

加や利用マナーの悪化な

ど、人間の身勝手な利用

によって、我々を取り巻

く自然環境が大きな痛手

を受けている。

世の中の動向

（世界、国、

県等）
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環境教育のテーマ例「廃棄物・資源利用」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

ごみ対策の必 技術革新による大量生産 このままでは、ごみの最終処 なぜごみが増えたのか、暮らしの中で 資料

要性 ・大量消費型の社会構造 分場が数年で満杯となるが、 どのような物がどれくらいごみとして ・廃棄物をテーマとした環境教育

の結果、大量のごみが排 住民反対等から処分場建設も 出されているか考えさせる。 ・環境学習の展開

出されている。 困難であり、ごみの処分が出 （環境省）

本県のごみの排出量は、 来なくなる。 ・がんばれヤングくらしのミニガ

68万5千t(11 )、産業廃 イド年度

棄物は673万1千t(12 ) （熊本県県民生活総室）年度

である。

・国立環境研究所

くらしに及ぼ 不法投棄、ダイオキシン 不法投棄された廃棄物による 自分たちのくらしにどういう影響があ http//www.eic.or.jp

す影響 等の問題が各地で起きて 環境汚染やごみの散乱等によ るのか、ごみ処理施設等ではどのよう

いる。 り、地球環境への悪影響が懸 な対策がなされているかを理解させ

念される。 る。

家庭で出来る 個人で取り組む意識が低 ごみ処理のための施設建設や ごみ問題解決のために、分別収集、集

ごみ減量化 く、なかなか減量化が進 維持管理に多額の費用を要す 団回収、ごみを出さない工夫等自分た

まない。 る。 ちで出来ることを考えさせる。

リサイクル 各種リサイクル法が整備 地球資源を枯渇させないた 各種リサイクルの現状及びリサイクル

され、リサイクルへの機 め、資源のリサイクルは重要 社会の構築のためにはリサイクル製品

運が高まっている。 である。 の購入の必要性を理解させる。

世の中の動向 国では、廃棄物・リサイクル施策の総合的・計画的な推進の基盤を確立するとともに、循環型社会の構築に関する基本的な法

（世界、国、 律として「循環型社会形成推進基本法」が制定された。さらに、容器包装リサイクル法、家電リサイクル法に加え食品リサイク

県等） ル法、建設リサイクル法が相次いで制定され、リサイクルに対する法整備が整いつつある。

県では 「熊本県環境基本計画」において、平成１７年度までの数値目標を示し、目標達成に向けての施策を実施している。、
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環境教育のテーマ例「水俣病問題」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

主な施設見学水俣病という 認識不足のため伝染病、 水俣病の発生地域や地域住民 水俣病の発症メカニズムについて正し ・

病気について 遺伝病等といった誤った に対する偏見や差別意識が植 く理解させる。 環境省水俣病情報センター

の認識 認識がいまだに残ってい え付けられることとなる。 (TEL:0966-69-2400)

る。

熊本県環境センター

水俣病が地域 水俣病発生地域に対し、 同上 水俣病発生地域の地域再生への取り組 (TEL:0966-62-2000)

社会や地域住 いまだにマイナスイメー みと現状について正しく理解させる。 水俣市立水俣病資料館

民に与えた影 ジが残っている。 (TEL:0966-62-2621)

響 水俣病歴史考証館

(TEL:0966-63-5800)

水俣病問題の 水俣病問題の教訓が十分 水俣病発生地域としての県民 「公害の原点」といわれる水俣病を体

教訓 に生かされていない。 としての自覚とその教訓をど 験した県民として、その教訓を今後の

のように生かしていくか 環境問題に生かし、また、広く国内外

に発信し、且つ、後世に引き継ぐ責務

を認識させる。

主な資料等・

「水俣病その歴史と対策」 (1999 環境省作成)

「水俣湾環境復元事業の概要」 (H9 熊本県作成)

「水俣病－その歴史と教訓－」 (2000 水俣市作成)

「水俣病１０の知識」(2001改訂 環境創造みなまた実行委員会作成)

主なＨＰ・

環境省（水俣病情報センター）http://www.nimd.go.jp/archives/inde

x.html

熊本県 http://www.intra.pref.kumamoto.jp/

水俣市（水俣病資料館）http://www7.ocn.ne.jp/~mimuseum/

（財）水俣病センター相思社 http://www.fsinet.or.jp/~soshisha

熊本日日新聞 http://www. kumanichi.com/index.htm
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世の中の動向 水俣病をはじめとした水銀汚染問題は、ブラジル、タンザニア、フィリピン、インドネシア、ベトナム等の国々における金の

（世界、国、 採掘に伴う金属水銀の使用による局地的な汚染問題のみならず、地球環境全体においても、化石燃料の大量消費等により大気中

県等） へ放出された水銀が環境中を循環し、その過程で一部が有機化し、食物連鎖を通し、人の健康に及ぼす影響も懸念されている。

県においては、水俣病問題については、長年、県政の重要問題として位置づけ、各種の施策を行ってきたが、平成７年の「政

」 、 。府解決策 の実施などにより一応の決着はみているものの いくつかの点で取り組んでいかなければならない問題も残っている

こうした状況において、本県では水俣病問題の解決に向け、引き続き水俣病認定業務の促進や総合対策医療事業などを実施す

る他、水俣病関連資料整備事業や平成１３年度に水俣市で開催の「水銀国際会議」などを通じて水俣病問題に関する情報発信を

行うこととしている。

また、県庁ホームページにおいて、水俣病に関する情報を提供する他、県が発行する各種広報誌などを活用して水俣病に関す

る啓発・情報発信を行っている。

国においても、今年６月に水俣病情報センターをオープンさせ、水俣病に関する情報を提供している他、例年、世界各地にお

いて「水俣病経験の普及に関するセミナー」を開催し、水俣病の教訓を生かす努力を行っている。

水俣病発生地域である水俣市でも、水俣病資料館において、水俣病に関する情報を提供しており、また、水俣病の教訓を生か

した行動指針として「環境モデル都市づくり」を進め、２４種類のゴミの分別収集や省資源・ゴミ減量など環境に配慮した店づ

くりをしている店舗を「エコショップ」として認定するなどの取組みを行っている。その他、環境教育の場として水俣市への修

学旅行の誘致も積極的に行っている。
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環境教育のテーマ例「騒音・振動・悪臭」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

メカニズム① 工場、建設作業、自動車 自動車騒音については、車体 音の大きさは数字(デシベル）で表 資料

(騒音） など発生源は多く、空気 構造以外に、道路構造、交通 示できるが、数字の大きさが不快感の ・熊本県環境白書

の伝播で広がる。工場、 量が絡んでおり単体規制で対 目安になるのか、心地よい音との違い ・騒音と振動の規制

建設作業については生活 応が困難。 は何かを知らせる。 ・悪臭規制のしおり

の場から離れた場所にあ 最近はメカニズムがよくわ また、感覚的なもので、感じ方に個 （熊本県環境保全課）

るが 自動車については からない低周波音対策が急が 人差があることを理解させる。、 、

生活の場に近いところで れている。感覚的なもので、 VTR

(道路沿道）で発生。 感じ方に個人差がある。 「環境ビデオライブラリーNo9

（生活騒音）一般対象」

メカニズム② 工場、建設作業、自動車 同上 都市における住宅と工場の混在、工場 「うるさい怪獣どーこだ（小学生

(振動） などから、地面を通じて 機械の大型化、建設工事の増加等が大 対象 」）

伝わる。 きく関与していることを知らせる。 熊本県環境センター所有

地盤構造により、伝わり

方、強度は異なる。 ＨＰ

・環境省

メカニズム③ 感覚公害の最たるもの。 スプロール的な市街地の拡大 生活における臭気を考えさせる。 （日本の音１００選）

(悪臭） 発生源、悪臭物質につい で養豚場、養鶏場等に近接し http//www.env.go.jp/air/life

ては多種多様。空気の流 て住宅が建てらるようになっ /oto/jndex.html

れに乗って拡散。風下に た。においに対する感覚に個 （日本の香り１００選）

被害多い。苦情も多い。 人差がある。 http//www.env.go.jp/air/life

/kaori/jndex.html

被害と対応・ 不快感、睡眠妨害等の生 発生源には小規模な事業所が 身近な生活の場で、隣同士で迷惑かけ

我々にできる 活妨害、建物のひび割れ 多く、住宅に近接している。 ていないかを考えさせる。

こと 等の物的被害が生じてい また、低周波音のようにメカ

る。また心理的苦痛、生 ニズムが分からないのがあ

理的苦痛の訴えもある。 る。

世の中の動き 典型７公害(大気汚染、水質汚濁、土壌汚染、騒音、振動、地盤沈下、悪臭）に関する苦情件数では、全国的に騒音、悪臭は上位

を占めている。

公害問題で困った場合、公害苦情として市町村、都道府県の公害担当窓口を通して苦情処理を行うが、争いになった場合は公害

紛争として公害等調整委員会又は都道府県公害審査会等を介するなど公害紛争処理制度にのって解決へ導かれる。
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環境教育のテーマ例「ダイオキシン」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

生成メカニズ 物の燃焼に伴い、副次的 発生原因のよくわかっていな 主な発生源である「ごみ」はどこから ○関係省庁共通パンフレット

ム に生成されるもの。 いｺﾌﾟﾗﾅｰPCBを含め、さらに くるのかを考えさせ、ごみの中身を考 「ダイオキシン類 2001版」

現在の主な発生源はごみ ダイオキシン類の発生状況を えさせる。 ○リーフレット

による燃焼であるが、森 把握することが重要。 「ダイオキシン類減らす」

林火災、火山活動等でも ○VTR

生じるといわれている。 ダイオキシン類とは 「ダイオキシン汚染」

・ポリ塩化ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾊﾟﾗｼｵｷｼﾝ（PCDD）ﾞ 「ごみを見なおして見よう」

・ポリ塩化ｼﾞﾍﾞﾝｿﾞﾌﾗﾝ（PCDF) ＊熊本県環境ｾﾝﾀｰ所有

・ｺﾌﾟﾗﾅｰﾎﾟﾘ塩化ﾋﾞﾌｪﾆﾙ（ｺﾌﾟﾗﾅｰPCB) ○環境省ホームページ

http://www.env.go.jp/

環境の現況 大気、水質、土壌に環境 環境濃度は極めて小さい値で 発生源と環境の関係を知らせり、環境

基準が設定されている。 ある。 とは脆いものでもあることを理解させ

熊本県ではおおむね環境 そのために発生源の規制がな る。

塩素が含まれることによって、ダイオ基準を達成している。 されている。

。キシン類が発生することを理解させる

人への取込 安全の目安となる指標 脂肪組織に残留しやすいた 食生活の内容を分析し、バランス良い

（TDI)が設定されている め、魚介類、肉、卵からの取 食生活について考えさせる。

が、日本人の平均的な摂 込が７～９割程度占めてい

取量はその指標値を下回 る。

っている。

私たちにでき 県内で収集・処分された 如何にしてごみの量を減らす 家庭から発生するごみがダイオキシン

ること ごみの量は約68万㌧（Ｈ か。 の発生に大きな関係がある事を知ら

11年度 。 192億円の経 せ、分別収集の意味を理解させる。）

費がかかっている。

世の中の動き 平成１１年３月ダイオキシン対策関係閣僚会議で「ダイオキシン対策推進基本指針」を策定。この中で平成１４年度までにダイ

オキシン類の総排出量を平成９年度に比べ「約９割削減」することとされている。

平成１２年１月１２日ダイオキシン類対策特別措置法施行。この中で、工場･事業場の規制、環境監視等が定められている。

環境調査結果はその都度国、県で公表されている。
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環境教育のテーマ例「環境ホルモン」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

ホルモンとは 人間のホルモンには多く ホルモンが過不足すると異常 人間のホルモンとその作用の関係はど ○内分泌攪乱化学物質問題への環

何か の種類がありそれぞれに が生じる うなっているのかを知らせる。 境庁の対応方針について（環境ホ

機能している ルモン戦略計画SPEED'98 2000年1

1月改訂）

環境ホルモン ６５物質がリストアップ どの程度疑わしいのかがはっ どのような物質が、どのような作用を ○パンフレット「環境ホルモンに

とは何か されているが、疑わしい きりきりわからない するといわれているのかを知らせる。 ついて知っていただくために」

とされている段階 ○環境省ホームページ

http://www.env.go.jp/

野生動物や人 野生動物に関する異変の どの物質によるものか推定の 野生動物に起きている異変を知らせ、

間への影響 報告は多数されている 段階のものが多い。また、人 人間に関する異変の報告の例は無いの

間への影響は明らかでない。 かを考えさせる。

行政の取り組 国は環境調査や、リスク 基準や指針がないため、調査 国は具体的にはこれまでどのような取

み 評価に、県は環境調査に 結果の評価が出来ない り組みをし、これからどのように使用

取り組んでいる としているのかを考えさせる。

身の回りの環 食品や、生活用品に多く 日常生活での使用に関する安 生活用品の中で、どんなものに、どの

境ホルモン の環境ホルモン物質が使 全性が十分確認されていない ような物質が使用されているか考えさ

われている せる。

私たちに出来 環境ホルモンや様々な化 化学物質に対する不安がある 環境ホルモンから自分を守るために

ること 学物質にさらされながら が、利便性もある は、どのようなことに注意すればよい

生活している かを考えさせる。

世の中の動向 アメリカ；野生生物に対しては、化学物質による影響があるが、必ずしも内分泌攪乱によるものとは判定していない。人に対し

（世界、国、 ては、現在の暴露濃度では影響の有無を特定する根拠に乏しいとしている。

県等） イギリス；2000年3月に、環境中に存在する内分泌攪乱化学物質を低減する新たな戦略を発表した。

欧州委員会；内分泌攪乱物質作用についての評価を優先的に行うリストの作成。評価手法の開発。 の研究。代替品の開発。メカニズム

経済協力開発機構；内分泌攪乱化学物質に関する新たなテスト指針の作成や加盟国間における内分泌攪乱化学物質に関するリス

ク評価手法の整合性を図ることを目的に、テストガイドラインの確立に着手した。
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環境教育のテーマ例「環境保全活動」

項 目 現 状 課 題 視 点 参考資料等

○行政の取組み環境保全活動の 環境保全の重要性について ・日常生活の見直しを行わせ、環境保全活環境に対する人間の責任と役
環境基本計画、環境家計簿実践の必要性 は、認識していても、日常 動に参加する態度を育てる。割を理解し、環境保全活動に

参加する態度や問題解決に資生活において実践できてい
○企業の取組みないのが実状 また 公害。 、 、 する能力を育成する必要があ
・企業の経営者等のインタビュ環境保全というと、企業の る。
ー等を聞く（企業では環境に責任だけがクローズアップ
やさしい製品の開発やISO14されるが、今日の環境問題
001の取得等により、環境へは、大量生産、大量消費・
の負荷の低減に向けた取組を大量廃棄型の経済社会やラ
行っている ）イフスタイルの積み重ねに 。

・熊本県環境保全協議会ホームよるものであり、企業、県
ページ民、行政が一体となって環

http:/WWW.kumamoto.page.ne.jp境保全活動に取り組む必要
がある。

行政の取組み 行政の取組みについて理解 行政の取組みを理解させ 企業 行政 ○グリーン購入環境保全の推進のため、行 、 、 、

について し、環境保全に積極的に参加 県民のパートナーシップによる環境保 ・グリーン購入ネットワーク政では、いろいろな啓発資

するための取組みを理解す 全活動の実践の必要性を考えさせる。 http://eco.goo.ne.jp/gpn/inde料を作成している。

る。 x.html

資料
企業の取組みに 環境保全の推進のため、企 企業の取組みについて理解し、環 行政の取組みを理解させ、企業、行政、県

・やってみよう！グリーン購入ついて 業では、環境にやさしい製 境保全に積極的に参加するための 民のパートナーシップによる環境保全活動

（グリーン購入ネットワーク）品開発や環境への負荷の低 取組みを理解する。 の実践の必要性を考えさせる。

減に向けて取組みを行って

いる。

私たちにできる 日頃から環境保全活動の実 環境に対する人間の責任と役割を ・行政の取組み、企業の取組みを理解させ

こと。 践を行う。 理解し、環境保全活動に参加する た上で、自分たちの身近なものとして考え

態度や問題解決に資する能力を育 る態度を育てる。

成する必要がある。

世の中の動向 環境への継続的な負荷の低減を目的として、特にヨーロッパを中心にＩＳＯ１４００１の取得が進められ、環境に配慮することが企業間の取引の要

（世界、国、県 件となっており、日本でも、企業において、このような取組みが進んでいる。

等） このような背景には、国民の環境保全に対する実践が反映されている。



４ 熊本県環境基本指針・環境基本計画概念図

【３ つ の 理 念】 水俣病の教訓様々な公害の発生、自然の
環境破壊を未然に防ぐ破壊により私たちの生存が ①循環型社会の構築
という観点脅かされているという状況 ②環境との共生

③環境資源の適正管理

基
次世代に快適な パートナーシッ
環境を引き継ぐ プのもとで連帯

する
【５ つ の 基 本 的 視 点】

将来を展望し、本
今、行動する 環境と共生し、

社会の持続的発
展をめざす

地球的な規模で
考え、足元から指
行動する

熊 本 県 の 環 境 の 現 状
自動車の増加に伴う二酸化炭素・二酸化窒素排出量の増加、地下水位の低下、生活排水等針
による水質汚濁、一般廃棄物排出量の増加、産業廃棄物の不法投棄等の問題がある

施 策 の 展 開

循環を基調とする環境調和 熊本の特性を生かす自然と 学び参加する足元からの環 環境配慮に向けた制度とネ
型社会の実現 共生した環境づくり 境保全行動 ットワークの展開

方
１地球環境の保全 １森林、水辺等の自然環境 １環境教育・環境学習の推 １開発における環境配慮
２大気質の保全 の保全 進 ２環境情報・研究のネット
３水環境の保全 ２野生動植物の保護管理 ２環境保全行動の推進 ワーク化
４廃棄物の適正処理及び資 ３騒音、振動、悪臭等に関向
源利用 する対策

５新たな環境問題等への対 ４土壌汚染の防止及び地盤
応 沈下対策

５緑と水のある生活空間の
保全

６良好な景観の保全・形成
７文化財の保護

１地球環境問題への対応 １森林・水辺等の自然環境 １環境教育・環境学習の推 １開発における環境配慮
①地球温暖化対策 の保全 進 ①環境アセスメント制度
②オゾン層の保護対策 ①自然保護のための総合 ①家庭、地域社会、職場 の充実具
③酸性雨対策 的な対策 等における環境学習の ②県実施の公共事業等に

２大気質に係る対策 ②すぐれた自然の保護 推進 おける環境配慮システ

①地域の大気環境の保全 ③自然とのふれあいの体 ②学校における環境学習 ムの拡充基 体
策 験の促進 の推進 ③市町村実施の公共事業

②熊本都市圏自動車交通 ④森林、農地、水域等に ③環境学習の指導者の育 における環境配慮の仕
クリーン計画等の計画 おける自然環境の保全 成 組みの導入の促進的
的な推進 ・創造 ２環境保全行動の推進 ④民間の開発事業におけ

３水環境に係る対策 ２野生動植物の保護管理 ①県民の環境保全行動へ る環境配慮の取組みの本
①健全な水循環の確保 ３騒音、震動、悪臭等に関 の支援 促進な
②地下水の質・量の保全 する対策 ②事業者の環境保全行動 ２環境情報・研究のネット
策 ４土壌汚染と地盤沈下の調 への支援 ワーク化

③きれいな川と海づくり 査・監視 ③行政における率先的な ①環境情報・研究のネッ内

４廃棄物の適正処理及び資 ５緑と水のある生活空間の 環境保全行動の展開 トワークシステムの構計
源利用に係る対策 保全・創造 ④県民、事業者、行政が 築
①ごみの減量化 ６良好な景観の保全・形成 一体となった環境保全 ②産・学・行政の連携に容
②リサイクルの推進 ７文化財の保護 活動の推進 よる環境研究・技術開
③廃棄物の適正処理 発と環境産業の振興

５新たな環境問題への対応 ③国際協力の推進画
①ダイオキシン類対策
②環境ホルモン対策
③新たな化学物質問題等
への対応

地 域 計 画
【 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 】熊本 宇城 荒尾・玉名 山鹿・鹿本 菊池 阿蘇 上益城 八代 水俣・芦北 人吉・球磨 天草

地域の環境特性に応じた地域ごとの取組みの方向及び重点的に取り組む施策

快 適 な 環 境 の 保 全 ・ 創 造

環 境 立 県 く ま も と
県民、事業者及び行政があらゆる活動を展開するに当たって、環境への配慮を当たり前のこと
として行う循環と共生を基調とする社会
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５ 環境教育全体計画・年間指導計画[例]
（出典：学校における環境教育 平成１３年３月熊本県教育員会）

（１）免田町立免田小学校

環 境 教 育 全 体 構 想

学習指導要領 県環境基本条例学校教育目標

自ら学ぶ意欲 自ら考え判断し実践する心身ともにたくましい児童の育成 環境基本方針
と社会の変化
に主体的に対 １．自ら学び 考え 工夫する子ども
応できる能力 ２．豊かな心で 友だちや郷土を大切にする子ども
の育成。 ３．たくましい心と体で やりぬく子ども

総合的な学習のテーマ 自らのよさを伸ばし、自己表現できる子どもをめざして

伝 地 産 生 人 身 季 住 健 環 飼 環 動自 環 生
記 域 業 物 と 近 節 ま 康 境 育 境 植 境 命
・ 学 ・ 分 環 な と い な 問 ・ 整 物然 保 尊
説 習 地 野 境 自 生 の 住 題 栽 備 愛 全 重
明 理 然 活 工 ま 学 培 実 護愛
文 夫 い 習 践

特 別 活 動 道 徳全 教 科

授業を通じて
地域の実態 児童の実態環境問題の科学的認識を深

めさせる
チュウ－リップ・リﾕ 恵まれた自然や歴史の
－キン花・わき水等の 中に育っている子ども
自然に恵まれた環境、 達も、自ら考え、積極
また、免田式土器等の 的に実践行動に移ると本校の環境教育研究テ－マ
歴史遺産の保存にも力 ころまでには至ってい
を注いでいる。 ない。環境に心を配り、よりよい

環境の創造に意欲的に
取り組む児童の育成

町花「リュウキンカ」を通して
環境にやさしい「免田っ子」の育成

ＰＴＡ体験活動を通じて 啓発活動を通じて
環境保全の精神と実践力を身につけ 環境問題を児童をはじめ地域・家庭 活 動
させる へ広く伝えていく

植 動 整 校 整 校 的 環 報 テ ニ ゴ ル ゴ コ 学 の か
物 物 備 内 備 外 行 境 道 レ ﾕ ミ 調 ミ ｜ 級 発 べ
の の 活 環 活 環 事 教 の ビ ｜ 処 査 ・ ナ 単 行 新
栽 飼 動 境 動 境 ・ 育 教 ・ ス 理 リ ｜ 位 聞
培 育 創 材 新 場 サ の の

意 科 聞 イ 設 環
ク 置 境

環 境 教 育 で 目 指 す 児 童 像

１．身近な環境問題を理解し関心をもつ子
２．環境問題を主体的に捉えその改善に向けて行動できる子
３．人や自然に対して思いやりの心を持ち命を尊重する子
４．地球環境に関心をもつ子



平成１２年度 免田町立免田小学校環 境 教 育 関 連 単 元 一 覧 表

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年

（ 領 域 Ａ ） （図）どうぶつさんみ－つけた （図）かくものなあに （社）お店しらべ （社）市のゴミをへらす運動 （特）環境を考える （図）紙から木から
（図）つるすかざり （図）土やすなでつくろう （図）「美しい町をつくる」ポスター （国）メモを生かして （家）不要品の活用やゴミのしまつを （特）環境カルタ大会

ゴミと （図）いろいろなかたち （図）かたちのなかま （図）リサイクル工作 ・せいそう工場見学 くふうしよう
ふくろにいっぱい （図）水や風とあそぼう （道）三代めのセ－タ－

リサイクル （図）ジャングルピクニック （図）つるでかざる （図）とんぼクネクネ、目玉クルクル
（特）環境カルタ大会 （特）環境カルタ大会 （道）きけんです、ガラスが入ってい

（図）ふしぎな森のなかまたち ます
（図）どうぶつのさんぽ （道）親子せいそう

（ 領 域 Ｂ ） （国）ぶらんこ （国）じゅんじゅんに思い出して （社）美しい町をつくる （社）わたしたちの市の水道 （図）新しい季節の中で （道）生まれいずる者
（図）はだしになってすなとともだち 書こう （理）土や石を調べよう （理）流れる水のはたらき （理）天気の変化と気温、秋の天気 （特）病気の予防

水と景観 （音）けしきを思いうかべて ・たのしかったこと （理）空気や水のふしぎ （理）水のたび （理）自由研究 （理）自由研究
（音）ようすを思いうかべて （音）いい音みつけて （道）サンショウウオのひとりごと （道）おいしい熊本の水 （社）国土の自然環境を守る （理）星の動き
（図）もういちど海に行きたいな ・虫の声 こおろぎ （特）自然に親しむ （理）水溶液の性質

[ビハ公園] （音）ふるさと
（道）守るみんなの尾瀬を
（図）外に飛び出した作品
（道）星は何を教えたか

（ 領 域 Ｃ ） （国）みつけた みつけた （生）２年生になったよ （国）まとまりを考えて （理）生き物の春のくらし （理）花ののつくり （国）自然を見つめて
（生）学校探検をしよう ・やさいのたねをまこう 「アリの行列」 （理）生き物の夏のくらし （理）魚の誕生と成長 ・ガラパゴスの自然と生物

自然と （生）きれいな花をさかせよう （国）ふきのとう （国）自然の不思議「虫のゆりかご」 （理）生き物の秋のくらし （国）麦畑（表現を味わいながら） （理）植物の体とその働き
（国）花のみち （道）おちたこつばめ （理）草花のつくりとそだち （理）生き物の冬のくらし (社）世界と結ぶ日本の貿易 （保）病気の予防

動植物の生活 （体）模倣の運動 （生）生き物をかってみたいね （理）こん虫の体とそだち （理）生き物の一年間 （道）ホタルを飼う里
（生）草花や虫とあそぼう （国）たんぽぽのちえ （道）ハトをたすけて （理）自然研究
（国）とりとなかよし （国）スイミ－ （道）きじのたまご （道）イルカはみんなの友達
（図）はっぱや石もみんなのなかま （生）野菜のしゅうかくをしよう （道）がんばれホタル （理）ヒトと環境
（道）わたしはもんしろちょう （国）たしかめながらよもう
（生）たねでプレゼントをつくろう （道）かっぱのねがい
（生）大きくなったねあそぼうよ （図）あなをほってみると
（生）秋の公園へ行こう （生）ふゆのくらしをしらべよう
（生）おちばとあそぼう （道）はるをまつ さる
（道）ある日のこと （国）ス－ホの白い馬

（道）からすの子

（ 領 域 Ｄ ） （生）学校の回りを歩こう （生）すてきな町をさがしたいな （国）書きたいことの中心をくわしく （理）生き物の一日のくらし （国）生活を見つめ直して （図）自然が人間が作り出した造形
（生）こうえんであそぼう （道）ろかさんぷくぷく （国）詩の広場 （道）いなくなったらいちょう （道）百一才の富士 と環境

自然と （国）花がさいたよ （道）大きな夕日 （社）学校のまわりのたんけん （社）郷土の発てんにつくした人たち （道）カメラばあちゃん （社）米づくりの始まりと古墳
（国）おおきなかぶ （道）みずうみをきれいに （社）町のみどり調べ （国）手と心で読む （社）米づくりのさかんな地域を （道）生まれ出るもの

人々の生活 （国）くじらぐも （生）しゅうかくだおまつりだ （社）工場で物をつくるしごと （国）一本の鉛筆の向こうに たずねる （保）病気の予防
（生）おもちゃをつくってあそぼう （道）七つのほし （社）農家のしごと （社）資料で調べる国土気候 （社）野菜づくりのさかんな地域をた （道）カンボジアの子ども達
（生）学校の回りの冬をさがそう （音）あかるいこえで （社）むかしのくらししらべ （社）資料で調べる国土地形 ずねる （理）星の動き
（生）昔のあそびを教わろう ・春がきた （特）花だんの手入れをしよう （特）町のことを考えよう （社）漁業の盛んな地域をたずねる （理）大地のでき方
（生）冬の公園であそぼう ・春っていいね （音）もみじ （国）本はともだち （道）イルカは人間の友達
（道）かたつむり （国）新聞をもとに （社）世界の平和
（道）からすとはと （国）みんなで考えよう （国）海の命
（道）ありさんおうちどうしたの （社）工業の発達と公害 （道）すばらしいもの人間
（道）チューリップ （社）日本の工業
（道）あひるのがあこ （道）水俣から

（道）シンガポールの思い出
（道）失われゆく緑
（国）わらぐつの中の神様（心の通じ

合い）
（道）尾瀬を守って
（道）ひとふみ十年
（社）国土の自然環境を考える

（ 領 域 Ｅ ） （音）うたでなかよし （特）環境を考える（集会） （特）校内美化週間に向けて （音）ひびけ歌声 （特）すっきりと整備された学校 （特）環境を考える（集会）
（特）環境を考える（集会） （道）もののおきばしょ （特）環境集会（Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ.Ⅳ） （国）詩の広場 （保）けがの防止 （図）ポスタ－

その他 （国）アルバムをつくろう （生）みんなであそぼうよ （特）落とし物「０」をめざそう （特）校内美化週間に向けて （音）音楽の特徴を感じて （保）健康な生活
（生）思い出発表会をしよう （国）だいじなところに気をつけて （図）ギーコギーコ、トントントン （国）伝え合うよろこび （家）すまいのくふうをしよう
（音）あかるい声で 読もう （図）トム・ソーヤになって （音）春の海（観賞）

・おへそってなあに （道）カメの横断 （国）詩の広場
（生）あしたへジャンプ （図）ゆめの中へ （国）クラス討論会
・わたしのせいちょう （道）アリジゴクが生き返ったら （特）かぜの予防

（道）ほんとうのことは （特）環境集会（Ⅰ.Ⅱ.Ⅲ.Ⅳ） （社）ひとりひとりを大切にする政治

単元の前の数字は単元配当月（例 ４生：○○ ４月の生活科○○単元）



平成１２年度 免田町立免田小学校第２学年環境教育年間指導計画

領 域 Ａゴミとリサイクル Ｂ水と景観 Ｃ自然と動物達の生活 Ｄ自然と人々の生活 Ｅその他

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月 １２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

国 ふきのとう じゅんじゅん ・たんぽぽの たしかめながら スーホーの だいじなところ

（Ｃ） に思い出して ちえ（Ｃ） よもう （Ｃ） 白い馬（Ｃ） に気をつけて読

語 書こう（ＢＣＤ ・スイミ－（Ｃ もう（Ｅ）

生 ２年生になっ すてきだよ 生き物をかおう 雨の日も楽し ・野菜のしゅ ・のりもにのっ ・花壇の整備 冬をたのしく ふゆのくらしを あしたへ

たよ （Ｃ） わたしたちの町 （Ｃ） いね（Ｃ） うかく（Ｃ） てみたいな ・できたよでき （Ａ） しらべよう(A) ジャンプ（Ｅ）

活 花壇の整備 （Ｄ） ・みんなであ （Ｄ） たよとり入れ 冬をたのしく こんなに大きく

（Ｅ） 野菜のせわ（Ｅ そぼう（Ｅ） だ （Ｄ） (A) なったよ（Ｅ）

音 いい音さがして ようすを思いう あかるいこえ

（Ｂ） かべて（しゅっ で（Ｄ）

楽 ぱつ） （Ｅ）

図 タオルルンルン すすめゆかいな 木の葉と枝で かみを立てて ピコリンせいの

（Ａ） なかまたち(A) （Ａ） それから？（Ａ 王子様にプレゼ

工 すてきな画用紙 ント （Ａ）

みつけたよ(A)

道 さえずる ハムスター ひみつの場所 りすとひまわり 七つほし（Ｄ） ぎんた （Ｃ）

ひばり （Ｃ） （Ｄ） （Ｃ） まいごの子犬

徳 （Ｃ） （Ｃ）

学 学校をきれいに 教室をきれいに 学校をきれいに

活 しよう しよう しよう

関 【ね ら い】 【ね ら い】６ 月 教 材 １０ 月 教 材

すてきな町をさがしたいな ・自分たちの住む免田町のよさに 手作りがっきを つくろう ・身の回りの環境音に気づき

連 （国）じゅんじゅんに思い出してかこう 気づき、公共施設や草花、動物 （生）のりものに のってみたいな 廃材を利用した手作り楽器

（生）すてきだよわたしたちの町 を大切にしようとする態度を育 （図）手づくり楽器を つくろう で音を表して楽しむ。

学 （特）教室をきれいにしよう てる。 （音）しゅっぱつ

習

児 ハガキﾘｻｲｸﾙ

行 リュウキンカ 運動会 学習発表会

事 見学

創 花だんを からいも植え からいも収穫

意 つくろう クリーン作戦

そ 第1水曜日（おはよう集会） 【 学 年 飼 育 当 番 】

の 第5水曜日（クリーンタイム：４・７・９・１０・１２・３月）

他



平成１２年度 免田町立免田小学校第４学年環境教育年間指導計画

領 域 （Ａ）ゴミとリサイクル （Ｂ）水と景観 （Ｃ）自然と動物達の生活 （Ｄ）自然と人々の生活 （Ｅ）その他

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月 １２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

国 メモを生かし 大事なところを 世界を広げよう 詩の広場

語 て （Ａ） 落とさずに（Ｄ （Ｄ） （Ｅ）

社 わたしたちの 市のゴミをへ 郷土の発展につ 資料で調べる 資料で調べる

市の水道 らす運動 くした人 国土の気候 国土の地形

会 （Ｂ） （Ｄ） （Ｄ） （Ｄ） （Ｄ）

理 生き物のくら 生き物のくら 流れる水のは 生き物のくらし 流れる水のは 生き物のくらし 生き物のくらし 水のたび（Ｂ） 生き物のくら

しⅠ （Ｃ） しⅡ（Ｃ） たらきⅠ Ⅲ （Ｃ） たらきⅡ Ⅳ （Ｃ） Ⅴ （Ｃ） しⅥ （Ｃ）

春 （Ｃ） ・１日のくら （Ｂ） （Ｂ）

科 し （Ｄ）ヘ

チマの種まき

音 ひびけ歌声 ふしを重ねて

楽 （Ｅ） （Ｃ）

図 トンボクネク リサイクル工作 トム・ソーヤに

ネ 目玉クル （Ａ） なって （Ｅ）

工 クル（Ａ）

道 きけんですガ おいしい熊本 海がめの無念

ラスが入って の水 （Ｂ） （Ｄ）

徳 います（Ａ）

学 私たちにできる 町のことを考え

「ごみへらし よう

年 作戦」

５・６月教材 １０月教材関

ご み を 考 え よ う 【ねらい】 わたしたちの町 【ねらい】

連 （社）免田川水質調査 ・ゴミ処理やリサイクル活動にたず （社）郷土の発展につくした人 ・町花「リュウキンカ」を守り育てて

（国）清掃工場の見学 さわる人々の様子を見学し、その （総）地図を作ろう きた人々の取り組みやその苦労と願い

学 （道）きけんですガラスが入っ 活動を通して自らのくらしとゴミ （国）大事なところを落とさず に触れることで、自然を愛する気持ち

ています 問題について進んで考えていこう に と自分の行動を見つめ、郷土の一員と

習 とする態度を育てる。 （学）町のことを考えよう して郷土の自然を守り育てていこうと

いう気持ちを育てる。

児 ハガキリサイクル

童

行 リュウキンカ 運動会（Ｅ） 学習発表会

事 見学

創 学級園整備 花の苗植え付 じゃがいも収 大豆の種まき 花壇除草 ・だいず収穫 お楽しみ集会

け 穫 ・とうふ作り

意 ・クリーン作戦

第 １ 木 曜 日 （ お は よ う 集 会 ） 【 学 年 飼 育 当 番 】

他 第 ５ 木 曜 日 （クリーンタイム：４・７・９・１０・１２・３月 ）



平成１２年度 免田町立免田小学校第６学年環境教育年間指導計画

領 域 （Ａ）ゴミとリサイクル （Ｂ）水と景観 （Ｃ）自然と動物達の生活 （Ｄ）自然と人々の生活 （Ｅ）その他

４ 月 ５ 月 ６ 月 ７ 月 ９ 月 １０ 月 １１ 月 １２ 月 １ 月 ２ 月 ３ 月

国 自然を見つめ 守るみんなの尾 海の命（Ｄ）

語 て（Ｃ）（Ｄ 瀬を （Ｄ）

社 米つくりの始 一人一人を大切 世界の平和

まりと古墳Ｄ にする政治 Ｅ （Ｄ）

会

理 植物の体とそ 自由研究 星の動き（Ｄ 水溶液の性質 自由研究 星の動き（Ｄ） ヒトと環境

科 の働き（Ｃ） （Ｂ）（Ｅ） （Ｂ） （Ｃ）（Ｄ）

音 おぼろ月夜Ｄ ふるさと（Ｂ） 春の海（Ｂ）

図 春の草花をか アレレ？ ダンボール リサイクル工 リサイクル 写生会（Ｂ）

工 こう（Ｂ） ホラネ！（Ａ アート（Ａ） 作（Ａ） 工作（Ａ）

家 ケナフを使っ 衣服の選び方と 住まいの工夫を

て料理を作ろ 手入れの工夫を しよう（Ｅ）

庭 う （Ｄ） しよう（ＢＤ）

体 病気の予防Ｄ 健康な生活（Ｅ

道 コロナのかが ハスの実（Ｃ ふくらんだ イチョウ祭り エゾシカを守る ムクじいさん

徳 やき（Ｃ） リュック（Ａ （Ｄ） （Ｃ） とぼく（Ｄ）

学 リュウキンカ （１）身の回 環境集会 （２）身の回りの かぜの予防 感謝の気持ち

草取り りの環境を見 環境を見つめて を込めて（清

活 つめて 掃活動）

６月教材 １１月教材

関 身の回りの環境を見つめて（１） 【ねらい】 身の回りの環境を見つめて（２） 【ねらい】

連 （国）自然を見つめて ・町花「リュウキンカ」に目を向け、自分た （道）エゾシカを守る（Ｃ） ・身の回りの環境に目を向け、自分たちで

学 （道）ハスの実 ちでできることを考え、実践しようとする （国）守るみんなの尾瀬を（Ｄ） できることを考え、進んで

習 （学）身の回りの環境を見つめて（１） 態度を育てる。 （学）身の回りの環境を見つめて（２

◆ 常時委員会活動（飼育・環境美化・園芸・放送・給食・理科・保健・広報掲示・図書委員会） ◆

児 ・草入れﾊﾞｹﾂ ・古ﾀｲﾔ花壇 ・ﾘｭｳｷﾝｶ手入れ ・ﾊｶﾞｷﾘｻｲｸﾙ運動 ・ﾘｻｲｸﾙ月刊 ・ﾘｭｳｷﾝｶ手入

童 作り（ﾎﾞﾗﾝﾃィｱ委員会） （園芸委員会） （ﾎﾞﾗﾝﾃィｱ委員会） （園芸委員会）

会 ・ﾘｭｳｷﾝｶ移植（美化委員会）

行 縦割り集会 運動会 修学旅行 学習発表会

事

創 ケナフを育て 田植え 稲刈り ケナフ刈り取り 餅つき ケナフ手すき体 校内清掃活動

意 よう クリーン作戦 からいも集会 験

そ 第 １ 木 曜 日 （ ハ ッ ピ － 集 会 ） 【 学 年 飼 育 当 番 】

の 第 ５ 木 曜 日 （クリーンタイム：４・７・９・１０・１２・３月 ） ・

他 菜 の 花 通 り コ ス モ ス 通 り ・チューリップ球根











６ 環境教育に関する資料の作成状況

部 課 項 目 内 容 作成部数 配布先・対象等

局

環境政策課 平成12年版環境白書 県の環境の現状、環境関連施策の実施状況を年毎に ９００ 各課、各出先機関、各

まとめた白書。 市町村、各大学、各図

環 書館、一般

境 平成12年版環境白書 県の環境の現状、環境関連施策の実施状況を年毎に ３，９００ 各課、各出先機関、各

要約版 熊本の環境 まとめた環境白書の要約版。 市町村、各大学、各図

生 書館、一般

活 熊本県環境基本指針 県の環境の現状、課題、目標、取組みの方向等を明 ８００ 各課、各出先機関、各

・熊本県環境基本計 示した県の環境行政の基本となる指針・計画。 市町村、各図書館、一

部 画 般

熊本県環境基本指針 県の環境の現状、課題、目標、取組みの方向等を明 ３，０００ 各課、各出先機関、各

・熊本県環境基本計 示した県の環境行政の基本となる指針・計画の概要版 市町村、各図書館、一。

画概要版 般

エコライフカレンダ 家庭で消費した電気、ガス、灯油などのエネルギー ５，０００ 地球温暖化防止活動推

ー（環境家計簿） 量を記録でき、そこから発生する二酸化炭素排出量が 進員、

計算できるとともに環境にやさしい生活の具体例を示 一般

したカレンダー（環境家計簿 。）

環境保全課 条例集・環境保全基 生活環境保全関係の条例・規則・告示を取りまとめ 事業所、市町村

準集 た生活環境保全条例集と法令や条例に基づく規制基準 県民

をまとめた環境保全基準集。隔年ごとに発行。

熊本県生活環境保全関係条例集 ５００

熊本県環境保全関係基準集 ５００



部 課 項 目 内 容 作成部数 配布先・対象等

局

環境保全課 条例改正啓発資料 平成１２年度に改正した条例改正をわかりやすく説 県内条例対象事業所、

明した周知啓発するためのリーフレット。 市町村、県民

環 総合パンフレット ６，０００

地球温暖対策リーフリット ４，０００

境 オゾン層破壊物質排出抑制関係リーフレット ８，０００

地下水保全関係リーフレット ８，０００

生 廃棄物関係リーフレット ４，０００

活 生活環境保全施設等 生活環境保全施設等整備資金の利用の促進を図るた ５，０００ 事業所、市町村、県民

整備資金融資制度啓 めの制度の周知啓発資料。取扱金融機関、各保健所、

部 発資料 関係団体へ配付。

ダイオキシン類対策 ダイオキシン類の性質、毒性、国や県の施策、県下 １０，０００ 事業者、市町村、県民

啓発用ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ の環境現況等正確な情報の提供資料。

「ﾀﾞｲｵｷｼﾝとは？」

大気・騒音調査報告 毎年度実施する大気、騒音に係る環境測定・調査結 ４００ 事業者、市町村、県民

書 果報告書。

川の水環境・調査の 水生生物を活用した簡単に取り組める調査マニュアル ４００ 国、県の関係機関、市。

てびき 町村、民間環境保護団

体等

川の水環境調査報告 各地での活動結果と県で実施した調査結果を取りま ３００ 同上（活動協力機関）

書 とめた報告書。

中学生用啓発資料 総合的な学習の時間の導入にともない次の世代を担う ８，６００ 県下の中学校ほか

「くまもとの水」 中学生に「水」に関しての知識、理解を深めてもらう

ために作成し、あわせて地域の実践につなげる。

水質測定計画 毎年度実施する公共用水域及び地下水の水質に係る ３００ 国・県の関係機関、市

環境測定計画書。 町村、県民



部 課 項 目 内 容 作成部数 配布先・対象等

局

環境保全課 水質調査報告書 毎年度実施する公共用水域及び地下水の水質に係る ３５０ 国・県の関係機関、市

環境測定・調査結果報告書。 町村、県民

環境保全協議会会報 環境保全に係る最新の情報をまとめた会報。 会員企業・賛助

年４回（３月、６月、９月、１２月発行） 各８５０ 団体２９２団体

環 県内大学等研究機関

熊本県フロン回収・ 協議会の事業活動の報告、フロン回収処理に関する 事業者、市町村、

境 処理実施協議会会報 最新情報などをまとめた会報。 各５，０００ 県民

年２回発行：８月、２月

生

環境絵本 親子でオゾン層保護対策の必要性を考え、家庭から 事業者、市町村、

活 「おそらにあなをあ の普及啓発を図る目的で、子供の視線でオゾン層破壊 ５０，０００ 県民

けたのだーれ？（フ の現状をまとめた絵本。

部 ロンくんをつかまえ

ろ！大作戦 」）

廃棄物 啓発ビデオ作成 Ｈ７年に作成した小学生用の水に関する啓発ビデオ 県下の小学校

対策課 について、現状にあうよう改訂

リサイクル情報誌 各種地域団体、学校、一般県民を対象にした廃棄物 ６０，０００ 行政機関、地域

「ばってんリサイク の状況、リサイクルの現状、各団体の活動等を提供す 団体、学校等

ルくまもと」 る情報誌

作成部数 20,000部×3回=60,000部

県民生活 省資源・省エネルギ 省資源・省エネルギーの実践活動についてのパンフ ２５，０００ 県内中学生

、 。総室 ー啓発パンフレット レットを作成し 省資源やリサイクルの啓発に努める

消費者教育副読本 消費者教育の副読本の中で、環境に配慮した消費生活 ２５，０００ 県内高校３年生

「がんばれヤング のあり方について啓発に努める。

」くらしのミニガイド



部 課 項 目 内 容 作成部数 配布先・対象等
局

環境 環境センターパンフ 熊本県環境センター案内のパンフレット ２０，０００

センター レット 各小中学校

ダイジェスト版 １０，０００ 各教育事務所

環 各教育委員会

環境学習のすすめ 環境センターの事業案内や主催イベント等の案内 ５，０００ 市町村環境担当課

境 高等学校

環境センター事業実 平成１２年度の熊本県環境センター事業実施報告書 ４００ 環境団体

生 施報告書 来館者

希望者等

活 動く環境教室のご案 動く環境教室事業案内 ３００

内

部

2001年度 環境学習 環境センターで保有・貸出している環境学習用映像資 １，５００

エコタイムズ エコタイムズ（機関誌）年４回発行 各

１９，０００

こどもエコクラブ 「こどもエコクラブ」の募集パンフレット 各 小中学校「 」

に集まれ 学習資料 １１種類（環境のテーマ毎） １，５００

環境学習資料 地球温暖化、オゾン層、酸性雨、野生生物を守ろう、 ～ 来館者

ダイオキシン 環境ホルモン 私たちの生活と水問題 ５，０００、 、 、

ごみとリサイクル、水の汚れを調べよう、水生生物に 希望者

よる水環境調査、磯の観察

林政課 熊本の森林・林業 森林の働きや熊本県の森林・林業の現状について紹 １，０００ 県民

林 「森林を活かす」 介したパンフレット （http://www.pref.kumamoto.jp。

務 /industry/sinrin/index.html）

水

産 「くまもと森森」 平成１３年度から作成している森林・林業・木の利 各８，０００ 県民、振興局、市町村

部 用に関する情報誌。 8,000部 × 6 回 小・中学校

バックナンバー http://www.pref.kumamoto.jp/indus

try/sinrin/morimori/index.html



部 課 項 目 内 容 作成部数 配布先・対象等

局

林政課 「森林は友だち」 小学生高学年用の森林・林業・木材の副読本 １０，０００ 県内小学校配布

林

森林整備課 熊本ふるさとの森林 森林浴、自然体験、レクリエーション等の場として ２００ 県民

務 の本 指定した「熊本ふるさとの森林 （県内８０カ所）を」

紹介したガイドブック

水

林業振興課 「人に優しく地球を 木材と私たちの関係、木材の特色などをまとめたパ ５００ 小学校

産 守る木材」 ンフレット（小学校高学年用）

部 熊本の特用林産物 熊本で生産される林産物〔たけのこ、しいたけ、木 ３，０００ 県民

「森の贈り物」 （竹）炭等〕の特徴、生産量などをまとめたパンフレ

ット。

林業研究指 森林・林業等啓発パ 森林の働き、林業の解説、木材の効用など、様々なパ 県民

導所 ネルやビデオ ネルやビデオの貸し出し。

熊本県の水産 啓発用の下敷き 少数 小学生

水産振興課 （下敷き：Ｂ５版） 熊本県の近海で捕れる魚をマップにしたもの。裏面

には天草の民話「牛深の龍神様」を紹介

有明海沿岸四県クリ 有明海沿岸四県クリーンアップ作戦の広報、啓発の １００ 市町村、漁協

ーンアップ作戦のポ ため、ポスター、リーフレットを作成する。

スター、リーフレッ ポスター ４，５００

ト リーフレット

教 義務教育課 環境教育指導・啓発 平成４年度から作成している。昨年度は、推進資料 各小・中学校

育 資料の作成と利用 「学校における環境教育」を作成した。各学校に１部

庁 を配布して活用を図っている。
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７ 環境教育関連施設一覧

施設名 住所 電話番号

県の施設

熊本県環境センター 水俣市明神町55-1 (0966)62-2000
http://www.kumamoto-eco.jp/

熊本県立図書館 熊本市出水2丁目5-1 (096)384-5000
http://www.library.pref.kumamoto.jp/

熊本県立教育センター 山鹿市小原 (0968)44-6611
http://www.edu-c.pref.kumamoto.jp/ed
u-ctop.htm

熊本県立豊野少年自然の家 下益城郡豊野町山崎1775 (0964)45-3855
http://www.manabi.pref.kumamoto.jp/t
oyono/index.htm

熊本県立菊池少年自然の家 菊池市原4885-5 (0968)27-0066
http://www.manabi.pref.kumamoto.jp/k
ikuchi/index.htm

熊本県立あしきた青少年の家 葦北郡芦北町鶴木山 (0966)82-3092
http://www.edu-c.pref.kumamoto.jp/ws
/asikitay/

熊本県立天草青年の家 天草郡松島町合津5500 (0969)56-1650
http://www.amakusa-now.com/amasei/

熊本県消費生活センター 熊本市水道町14-15 (096)354-4835
http://www.pref.kumamoto.jp/construc
tion/section/shouhi/

熊本県保健環境科学研究所 宇土市栗崎町1240-1 (0964)23-5771
http:www.pref.kumamoto.jp/constructi
on/section/hokanken_hp/top.htm

熊本県農業研究センター 菊池郡合志町栄3805 (096)248-6400
http://www.pref.kumamoto.jp/construc
tion/section/nouken/index.htm

熊本県林業研究指導所 熊本市黒髪８丁目222-2 (096)339-2221
http://www.pref.kumamoto.jp/constru
ction/section/ringyou/index.htm

熊本県水産研究センター 天草郡大矢野町中2450-2 (0964)56-5111
http://www.suiken.pref.kumamoto.jp/

熊本県鳥獣保護センター 上益城郡御船町高木4494- (096)282-2651
26

熊本県立装飾古墳館 鹿本郡鹿央町岩原3085 (0968)36-2151
http://www.pref.kumamoto.jp/construc
tion/section/kofunkan/index.htm

その他

水俣市立水俣病資料館 水俣市明神町53 (0966)62-2621
http://www7.ocn.ne.jp/~mimuseum/inde
x.html

国立水俣病情報センター 水俣市明神町55－10 (0966)69-2400
http://www.nimd.go.jp/archives/inde
x.html



８　環境教育に関する相談窓口一覧

　　（環境教育関連施設一覧に掲載したものを除く）
主な内容 電話番号（直通）

熊本県総務部 私学文書課
○私立中学校・高等学校教育
○就学前教育

（０９６）３３３－２０６４
（０９６）３３３－２０６３

環境政策課
環境立県推進室

○環境基本指針・環境基本計画
○地球温暖化防止
○環境保全行動
○グリーン購入

（０９６）３３３－２２６６

環境保全課

○大気環境
○公害防止、苦情相談
○ダイオキシン、環境ホルモン
○騒音、振動、悪臭

（０９６）３３３－２２６９

水環境課 ○水環境（地下水、海、川） （０９６）３３３－２２７２

自然保護課

○県立自然公園、国立・国定公園
○希少野生動植物
○野生鳥獣
○グリーン・ツーリズム

（０９６）３３３－２２７５

廃棄物対策課
○廃棄物
○リサイクル
○オゾン層保護（フロン類対策）

（０９６）３３３－２２７８

水俣病保健課 ○水俣病 （０９６）３３３－２３０４

農林水産政策課
○県内の農業一般
○県内の漁業一般、水産物全般

（０９６）３３３－２３６２

農村計画・技術管理課○環境保全型農業等 （０９６）３３３－２４０４

森林整備課
みどり推進室

○造林・林業教育
○緑の少年団

（０９６）３３３－２４３７
（０９６）３３３－２４４１

高校教育課
○高等学校教育
○産業教育
○特殊教育

（０９６）３３３－２６８３

義務教育課
○義務教育
○就学前教育

（０９６）３３３－２６８９

体育保健課 ○健康教育 （０９６）３３３－２７１２

宇城 ○地域の環境 （０９６４）３２－１１４７

玉名 ○地域の環境 （０９６８）７２－２１８４

鹿本 ○地域の環境 （０９６８）４４－４１２１

菊池 ○地域の環境 （０９６８）２５－４１５５

阿蘇 ○地域の環境 （０９６７）３２－０５３５

上益城 ○地域の環境 （０９６）２８２－００１６

八代 ○地域の環境 （０９６５）３２－６１２１

芦北 ○地域の環境 （０９６６）６３－４１０４

球磨 ○地域の環境 （０９６６）２２－３１０７

天草 ○地域の環境 （０９６９）６１－１６１２

※組織の改編により、当ガイドライン作成時の窓口一覧から一部変更しています。（ＨＰ掲載分のみ）

熊本県教育委員会

各地域振興局
保健福祉環境部
総務企画課

担当部署名

熊本県環境生活部

熊本県農林水産部




